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未来の地球に、いいパスを
この活動の主役は、あなたです。
さあ、Ｊリーグと一緒に考え、未来を変えていきませんか。
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Ｊクラブから広がる気候アクション

ピッチを走る選手たち。盛り上がる応援。
ゴールが決まるたびにスタンドが揺れ、地域の人々が共に喜びを分かち合う。
Jクラブは、そんな試合の高揚感と、それを支える地域の日常に根差しています。

しかし、その風景にも少しずつ変化が現れています。
甚大な台風で中止になった試合。選手にとっても、サポーターにとっても危険なほどの暑さに 
見舞われる夏のスタジアム。
サッカーを「すること」も、「支えること」も、気候の変化の影響を受け始めています。

では、こんな時代に、Ｊクラブには何が求められているのでしょうか？
地域に根差す存在として、スポーツを超えた新たな役割が、少しずつ求められているのかもしれ
ません。

そして、その姿勢や取り組みは、地域の信頼を深めるだけでなく、新たなパートナーや応援を 
呼び込む力にもなっていくはずです。

この章では、Jクラブがなぜ今、気候の問題に向き合うべきなのか。その背景にある変化や、 
そこから生まれる新たな可能性について考えていきます。
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SPL とはなにか？

スポーツポジティブリーグ（SPL）は、サッ
カークラブの気候アクションを数値化し、そ
の進捗や目指すべき方向性を一目で把握でき
る仕組みです。創設者のクレア・プール氏が
SPL を立ち上げたのは 2018 年。世界中の
サッカークラブのウェブサイトを探してみて
も、サステナビリティのページを見つけるの
は困難な時期でした。クレア氏はイングラン
ドのプレミアリーグに所属するクラブが既に
公開していた情報を集め、クラブに直接連絡
を取り、各クラブが実践する気候アクション
を 1 カ所にまとめて公表しました。

クラブの取り組みを分かりやすく示すた
め、SPL ではサッカーファンになじみのある

「順位表」形式を採用しています。これはピッ
チ上の勝敗ではなく、さまざまな気候アク
ションの進捗を数値化した「ピッチ外の順位
表」です。例えば、2022 年のプレミアリー
グでは、横軸に「ポリシーとコミットメント」
から始まる 12 項目の気候アクション、縦軸
に各クラブ名を配置。それぞれのマスには各
クラブの活動に対する点数と具体的な取り組
みが記載されています。

SPL 導入後の変化として、2023 年にはプ
レミアリーグの 16 クラブがウェブサイトに
サステナビリティページを開設し、6 クラブ
が「CO2 排出量ネットゼロ」という目標を
掲げるようになりました。さらに、トップ選
手たちもリサイクル推進や電気自動車の利
用、植物性食品の摂取などを紹介する動画に
出演し、気候アクションに参画。こうした動
きは、クラブの経営にも好影響をもたらして
います。

取り組みの可視化によって学び合いが生ま
れ、気候アクションがより積極的に行われる
だけでなく、新たなスポンサーやファン層の
獲得にもつながっています。前向きな循環が、
少しずつ根付き始めています。この流れはイ
ングリッシュ・フットボールリーグ（イング
ランド、ウェールズ）、ブンデスリーガ（ド
イツ）、リーグ・アン（フランス）のクラブ
へも広がり、いまやサッカー界が共に未来を
見据え、発展していくための土台となりつつ
あります。

（出典：Sports Positive Leagues, “Premier League 2022”*1）
2022 年プレミアリーグの「順位表」。各マスの数字が得点、クラブ名の左「＋」ボタンを押すことで、各クラブの具体的 
な取り組みを確認することができます。
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スポーツポジティブリーグ（SPL）



なぜＪリーグが SPL を導入するのか？

クラブを存続させるため、そして、サッカー
を継続するためには、気候アクションは不可
欠なものと考え、J リーグでは気候アクショ
ンロードマップを定めました。各クラブの環
境負荷の減少と同時に、サッカーが持つ力を
生かし、サッカーファミリーと共に社会に対
してポジティブな影響を生み出すことが重要
だと考えています。

SPL は、このロードマップを実現するこ
とに大きく貢献してくれると考えています。
SPL の指標は気候アクションに必要な項目を
整理してくれています。何に取り組むべきか
が明確になることで、「意識が変わり、行動
が変わり、仕組みが変わる」というロードマッ
プをより具体的に描けるでしょう。

また、SPL の評価項目の中には、クラブ単

独では達成できないような指標も含まれてい
ます。地域社会やさまざまなステークホル
ダーとの協働が必要なケースも多いでしょ
う。この仕組みによって、「地域資源を生か
しながら、再生可能エネルギーが広がり、自
然環境保全・再生」を推進する地域のハブと
して、J クラブが地域からより信頼される存
在になると考えています。

SPL によって各クラブの環境への取り組み
が「見える化」されることで、現状把握と
進捗確認が容易になります。クラブ間で互
いの取り組みを学び合い、刺激し合うこと
で、Ｊリーグ全体の気候アクションが加速し、
2030 年に向け着実な気候アクションの前進
を目指しています。

このハンドブックの活用方法

「SPL の評価項目は理解したけれど、具体的
に何から始めればいいのか？」「当クラブでも
取り組める活動はあるのか？」「限られた予算
や人員でも実行可能なことはあるのか？」

こうした疑問や懸念を持つＪクラブ実務者
の皆さまのために、このハンドブックを作成
しました。

このハンドブックが、SPL の評価項目とい
う「理想」と現場の「現実」をつなぐ一助と
なれば幸いです。評価表の抽象的な項目を具
体的なアクションに落とし込むヒントを提供
し、無理なく小さな一歩から始められる方法
を提案しています。

全体を通して読んでアイデアを得たり、関
心のある分野だけをピックアップしたり、実
践しながら必要に応じて参照したり。それぞ
れのクラブの実情に合わせた形でお役立てく
ださい。

SPL での評価向上を目指す歩みが、Ｊクラ
ブの気候アクションを前進させ、地域社会の
活性化やクラブ経営の安定にもつながってい
くことを願っています。サステナブルなＪ
リーグの未来に向けた、皆さまの挑戦を心よ
り応援しています。

Sport Positive Leagues 創設者 兼 CEO クレア・プール氏からのメッセージ

「スポーツには世界を変える力がある」——
これは、南アフリカで人種差別と闘い、国
の民主化を導いたネルソン・マンデラの言
葉です。しかし、その力は、私たちが実際
に行動してこそ、本当の力になります。
スポーツポジティブリーグが世界中で広

がっているのは、サッカークラブが環境へ
の影響を減らす取り組みを進め、ファンを
巻き込みながら、その成果をオープンに共
有し、お互いに学び合っているからです。
自分たちの歩みを伝えることで、周りの人

たちを巻き込むことができるのです。
90分間の試合は、パフォーマンスと技

術、そして情熱に満ちた時間。その周りに
は、社会に良い影響を生み出すチャンスが
広がっています。
サステナビリティは「やったほうがいい」

ことではなく、「やらなければならない」
こと。未来の世代がサッカーを楽しめる場
所を守るために、地域の健康を支えるため
に、そしてこのスポーツを長く続けていく
ために、欠かせない取り組みなのです。
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J リーグ気候アクションのロードマップ

意識が変わる 行動が変わる 社会が変わる

“気候変動とサッカーには深い関係が
あり、サッカーファミリーはその解
決の力になれる。”

温室効果ガス
「Scope1,2」排出量と削減量を可視化

目指す状態
クラブがハブとなって地域資源（人・
文化・自然）を生かしながら、再生
可能エネルギーが広がり、自然環境
保全・再生が進み始めている（10ク
ラブ程度）

サッカーファミリーと共に
サッカーファミリーが学ぶ場の深化・
拡大

“地球とサッカーを守るため、カーボ
ンニュートラルを意識した選択と行
動がサッカーファミリーのスタン
ダードになる。”

温室効果ガス
「Scope1,2,3」排出量と削減量を可視化

目指す状態
クラブがハブとなって地域資源（人・
文化・自然）を生かしながら、再生
可能エネルギーが広がり、自然環境
保全・再生が進み始めている（30 ク
ラブ程度）

サッカーファミリーと共に
サッカーファミリー、地域のステー
クホルダーが連携を深め、行動・実
践が加速する

“ホームタウン全てで、カーボン
ニュートラルと地域活性化を両立す
るための社会システム実現が進む。”

温室効果ガス
CO2 排出量初年度対比 50%削減

目指す状態
クラブがハブとなって地域資源（人・
文化・自然）を生かしながら、再生
可能エネルギーが広がり、自然環境
保全・再生が進み始めている（60 ク
ラブ程度）

サッカーファミリーと共に
さまざまなステークホルダーと共に、
便利で環境に優しい仕組みづくりに
向けて前進する

*1 �Sport Positive Leagues (2022),"Sport Positive Leagues: Premier League Clubs 2022", https://www.sportpositiveleagues.
com/pl-2022/



進んでいく気候変動

約 1 万年間安定していた地球の温度が、今、
上昇の一途をたどっています。18 世紀後半
に始まった産業革命以降、人間は石炭、石油、
天然ガスといった化石燃料を活用し、社会を
発展させてきました。私たちが電気を使った
り、車で移動したりする日常生活は、これら
のエネルギーに支えられています。

しかし、化石燃料を使うと二酸化炭素が排
出されます。二酸化炭素を中心とした大気中

の温室効果ガスが増え続け、地球の平均気
温は産業革命前と比べて約 1.1℃上昇しまし
た。1.1℃は小さな数字に思えるかもしれま
せんが、地球規模では極めて重大な変化とい
えます。

世界の科学者たちの研究により、この温暖
化は自然の変動ではなく、人間活動が原因で
あることは、もはや疑う余地がないと結論づ
けられています。

気候変動の将来予測

このまま対策を講じなければ、2100 年の
夏は今とは全く異なる姿になることが予測さ
れています。2100 年の天気予報では、夏場
の気温が日常的に 40℃を超えるかもしれな
いのです。世界的には、乾燥地域の水不足が
さらに深刻化し、食料生産にも暗い影を落と

す恐れがあります。
また、温暖化は降雨パターンや台風の強度

にも影響します。大気中の水蒸気量増加によ
り、豪雨や台風がより強力になり、洪水被害
の拡大が予測されています。
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産業革命前からの世界平均気温変化（1850-1900 年の平均からの変化）

（出典 :IPCC (2023)*1)
1950 年代後半ごろから温室効果ガス、特に CO2 が急増していることが分かります。

（出典：IPCC (2021)*2)
自然要因だけでは説明ができない平均気温の上昇が起こっています。

気候の危機に
どう向き合うのか
「気候変動」や「地球温暖化」̶このハンドブックを手に取ってくださった皆さまも、これ

らの言葉を耳にすることが増えているのではないかと思います。このページでは、漠然と

捉えがちな気候変動について一歩踏み込み、科学的なエビデンスとサッカー界への具体的

な影響を探ってみましょう。ここでご紹介するデータと分析は、J クラブの気候アクション

推進の基盤となり得るものなので、クラブスタッフ、選手、自治体、企業などさまざまな

関係者との対話にも活用していただけたら幸いです。
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気候変動がサッカーに与える影響

皆さまも既に感じているかもしれません
が、気候変動はサッカーにも大きな影響を与
えています。強い台風の接近・上陸や線状降
水帯の発生により、試合が中止になるケース
も増えています。実際、台風激甚化・線状
降水帯などによるＪリーグの試合中止数は、
2018 年以降の平均が 2017 年以前の約 5
倍にも達しています。

夏場の気温上昇に伴い、全国の熱中症搬送
者数も年々増えています。屋外スポーツで
あるサッカーもその影響を受け、選手のパ
フォーマンス低下だけでなく、観客の熱中症
リスクも高まっています。

このままでは、サッカーができる地域や季
節が限られてくる可能性もあります。

急速な温室効果ガスの削減が必要

将来、子どもや孫世代が安心してサッカー
を楽しみ、安全に観戦できるかは、私たちの
これからの行動に懸かっています。世界は、
地球の平均気温上昇を産業革命前と比べて

1.5℃未満に抑える「1.5℃目標」へと歩み
始めています。この目標達成により、気候変
動の深刻な影響を最小限に抑えられるといわ
れています。

1.5℃目標の実現には、温室効果ガスの迅
速かつ大幅な削減が不可欠です。しかし現状
では、排出量は増加の一途をたどり、削減ペー
スは科学者が推奨するレベルに達していませ

ん。何も対策を講じなければ 1.5℃目標の達
成は困難になりますが、今行動を起こせば、
気温上昇と気候変動の被害を最小限に抑える
ことはまだ可能なのです。
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1.5℃目標を達成するためには今すぐ急速に温室効果ガスを削減する必要があります。
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解決には社会システム変革が必要

世界のエネルギーの約 8 割は今なお石油
や石炭などの化石燃料に依存し、気候変動を
加速させています。しかし、希望の光もあり
ます。太陽光や風力などの再生可能エネル
ギーが、多くの地域で最も経済的な（つまり
価格が安い）電源となりつつあるのです。一
方、日本ではエネルギーの約 8 割を化石燃

料に依存していますが、そのほぼ 100％を
海外からの輸入に頼っており、その金額は年
間で 30 兆円を超えた年もあります。しかし、
自然の恵みから生み出される再生可能エネル
ギーが増えれば増えるほど、海外からの燃料
輸入で消えていく資金を国内にとどめること
ができるのです。

つまり、経済的にも優位に立ちながら温室
効果ガスを削減できる社会は、もはや遠い未
来の話ではなく、私たちの目前に広がってい
るのです。私たちは今、長く続いた「化石燃
料文明」を卒業し、新たな時代へと移行する
歴史的転換点に立っています。「CO2 を出さ

ないことが当たり前」という新しい常識を創
造する—その時代の担い手は、他ならぬ私た
ち自身なのです。

世界のエネルギー源の推移

石炭
石油 天然

ガス

原子力
水力

再エネ
（水力以外）

0
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+0.4%/yr

-0.4%/yr
-0.1%/yr

+11.7%/yr

250 EJ

Coal Oil Gas Nuclear Hydro Other
Renewables

+1.0%/yr

（出典 :Friedlingstein et al. (2023)*4）
2000 年から 2023 年までの世界の年間エネルギー消費量と、2018 年から 2023 年にかけての年間成長率の推移。1.5℃
目標の達成には、化石燃料の使用を急速に削減し、再生可能エネルギーへの移行をこれまでにないスピードで加速す
ることが求められています。

参考資料
*1 I�PCC (2023), “Climate Change 2023 Synthesis Report”,https://www.ipcc.ch/report/ar6/syr/downloads/report/IPCC_AR6_

SYR_LongerReport.pdf
*2 �IPCC (2021), “Working Group 1: The Physical Science Basis”, https://www.ipcc.ch/report/ar6/wg1/figures/chapter-3/faq-3-

1-figure-1
*3 �IPCC (2023), “Climate Change 2023 Synthesis Report”, https://www.ipcc.ch/report/ar6/syr/downloads/report/IPCC_AR6_

SYR_SPM.pdf
*4 �Friedlingstein et al. (2023), “Global Carbon Budget 2023”, https://essd.copernicus.org/articles/15/5301/2023/
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江守正多・東京大学未来ビジョン研究センター教授に聞く

一人ひとりが物語を支える担い手に
2023 年 1 月、Ｊリーグはサステナビリティ部の新設と同時に気候アクショングループを立

ち上げた。それからさまざまな活動に取り組んできたが、その活動の理論的支柱といえる

のが江守正多・東京大学未来ビジョン研究センター教授である。日本の気候科学者の第一

人者として、24 年 4 月にＪリーグが公式 YouTube チャンネルに掲載した動画「サッカーが

できなくなる日 !?」にも元Ｊリーグ選手の小野伸二氏、中村憲剛氏、内田篤人氏をガイド

する形で出演している。そんな江守教授にＪリーグが気候アクションに取り組む意義や果

たせる役割について伺った。

―江守さんがＪリーグと関わりを持つように
なったのはいつごろからですか。

Ｊリーグがサステナビリティ部を立ち上げ
る前後からＪリーグ執行役員（サステナビリ
ティ担当）の辻井隆行さんらとやり取りは
していて、真剣に気候アクションに取り組
むつもりだということを聞かされていまし

た。23 年の 10 月にはＪリーグの役職員向
けに正式な勉強会を開き、気候変動が今、ど
んな状況にあるのかという話もさせてもらい 
ました。
―当時の印象はどんな感じだったのでしょ 
うか。

そのころ、僕が思っていたのは、気候変動

問題に限らず、この日本では一般的にアス
リートたちが社会的なテーマについて語ろう
とすると、どうも発言しづらい雰囲気がある
ということ。女子プロテニスの大坂なおみ選
手が 20 年の全米オープン期間中に「ブラッ
ク・ライヴズ・マター」を訴えたことがあり
ましたよね（アメリカで黒人の一般市民が警
察官に銃殺されたりしたことから起きた運
動。大坂選手は入場する際に被害者の名前を
記した黒いマスクを着用するようになった）。
あのときも「そんなことをしてないでテニス
だけやっていろ」みたいな批判が起きた。そ
れでも大坂選手は節を曲げなかった。そうい
う報に接するたびに、日本でも影響力のある
スポーツ選手や著名人は社会問題に関心を
持ったら積極的に声を上げればいいのにと
思っていた。

そういう意味で、僕がよく例に挙げるのは
アメリカなら俳優のレオナルド・ディカプリ
オです。映画界の最高の栄誉とされるアカデ
ミー賞の授賞式で気候変動についてのスピー
チをしたりする。日本はそういう例が少ない。
それだけにＪリーグが組織として本気で気候
変動に取り組むと聞かされたときは、これま
でとはちょっと違う何かが起きるのかなとい
う期待を持ちました。
―掲げるテーマ次第では世の中を割り、分断
を加速させるようなことも起こり得ますよ
ね。気候アクションはそういう意味で誰もが
小異を捨てて大同につけるテーマであるとお
考えですか。

気候変動に取り組むのは当たり前のこと、
という感じに日本社会も徐々になってきてい
ると思います。それでも、気候変動にしっか
り向き合っていないと、意識の高い投資家に

冷たくされるから、仕方なしにやっているな
んて企業もまだあるのかもしれない。再生可
能エネルギーへの転換を図る動きが盛んにな
る一方で、メガソーラーの乱開発問題が地方
では起き、反対運動に発展するような事例も
ある。そういう意味で気候変動は依然として
立場とか価値観によって意見が分かれる問題
であり続けている気はします。
―昨年４月にＪリーグ公式 YouTube チャン
ネルに掲載された「サッカーができなくなる
日 !?　全員に見てほしい、異常気象などを
引き起こす気候変動の現状とその対策の必要
性」という動画は、そういう意味で、さまざ
まな立場の人を啓発する内容だったと思いま
す。反響はいかがでしょうか。

手応えはすごくありました。実をいうと、
気候変動の動画ってそんなに見られないもの
なんですよ。よく回って数千という単位。お
まけにあの動画は長さが５５分を超えるので
ハナから敬遠されるのではないかと心配して
いました。それが今は再生回数が７万 1,000
回を超えている（25 年 2 月 26 日現在）。こ
れは相当な数字です。
―環境問題を取り扱った動画の再生数があま
り上がらないのはなぜでしょうか。

一つの仮説としていわれているのはギル
ティバイアスの問題です。「気候変動は人間
のせいだ」「二酸化炭素（CO2）を出す生活
を日々送っている私もその一人」「というこ
とは自分も責められる立場にある」と。こう
いう罪の意識みたいなものを抱えながら、自
分の責任として気候変動のような簡単には解
決できない問題を考え続けるのは、人間に
とってかなりの負担というかストレスになる
んですね。それで自然にこの問題に関する情
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報を自分から遠ざけようとする心理が働くの
ではないかと。
―切実な問題なのに、いや切実な問題だから
こそ、あまり直視したくないという思考回路
が働くとして、そのあたりの壁をどう乗り越
えていくかというところで J リーグやＪクラ
ブ、サッカー選手、元選手というのは頼もし
いインフルエンサーになり得るということで
しょうか。

まさにそうですね。公式チャンネルの７万
を超える再生回数にしても小野さん、中村さ
ん、内田さんたち、ビッグネームの影響力が
寄与しているのは明らかでしょう。気候変動
問題は、関心を持つごく限られた人たちがい
わゆる SNS（交流サイト）などでフォロー、
フォロワーのネットワークみたいなものをつ
くり、そのクラスター（集団）の中では話は
よくされるものの、その外にはほとんど広
がっていかない傾向があるんです。それを現

時点であまり関心を持っていない層にも広げ
ていこうとしたら、 気候変動に興味はないけ
れどスポーツやエンターテインメントにはあ
りますという人たちに対し、スポーツやエン
タメを経路として活用することは、すごく重
要なことだと思うんです。
―Ｊリーグ公式チャンネルの動画にも出演
された小野さんは 24 年から「Ｊリーグ×小
野伸二 スマイルフットボールツアー for a 
Sustainable Future supported by 明治安
田」という名のサッカーを楽しみながら環境
問題も学べる青空教室を開催しています。子
どもたちだけでなく、引率する親御さんも同
時に啓発する仕組みに感心しています。

今は学校で子どもたちが SDGs（持続可能
な開発目標）を習う時代になったので、子ど
もの方が環境問題に詳しいということが実際
に起きています。子どもが家で話すから自分
も気をつけるようになったという親御さん

がいらしたり……。ですから小野さんがやっ
ているサッカー教室は経路としてまさに「あ
り」という感じです。親子で「そうだね」「こ
うだね」と話しながら関心を持ち始める入り
口としてすごくいいと思います。内田さんも
YouTube に SDGs の番組を持たれて積極的
に発信されていますよね。

今の社会を変えようと思ったら、例えば家
や車のような大きい買い物をするとか選挙で
投票するような決定権は大人にあるので、大
人たちには旧来の常識が変わることを拒んで
ほしくないですし、子どもたちには大人たち
に新しい常識を要求できるぐらい、もっと
もっといろいろなことを学んでくれたらと期
待しています。
―J リーグがとっかかりになって、そういう
動きが水平方向にも、例えば他の競技にも広
がっていくことも期待されていますか。

僕は既にそういうネットワークがいくつか
できつつあると感じています。プラスチック
ゴミの問題に取り組むアスリートがいたり、
試合運営の脱炭素化を目標にするグループが
いたり。ヨーロッパのサッカークラブの先進
事例に倣ってそれに追いつこうと頑張ってい
る人たちもいる。一つのトレンドができてい
る感じがします。
―その流れは今後、強まること、広がること
はあっても、しぼむことはないと。

そういう意味でいうと、異常気象に対する
アスリートの皆さんのリアルな体験というの
は一つのドライバーに今後、さらになってい
くと思います。暑くて夏場はとてもスポーツ
ができないとか、 大雨で試合が中止になると
か、ウインタースポーツは雪が減って競技が
できる場所がどんどん狭まっているとか。そ

ういったことをアスリートの皆さんはそれこ
そ体ごと感じていて「江守さんの話、よく分
かります」という反応になることが多いです。
―頭だけでなく肌感覚としても気候変動を実
感していると。

やっぱり、プレーにも影響してくるから微
妙なコンディションの変化をトップアスリー
トほど鋭く感知できるんじゃないでしょうか。
そういう意味でアスリートという存在自体が
すごく敏感なセンサーなのかもしれません。
―J リーグの特性として仲間が多いという
か、60 のＪクラブが全国に展開していて普
段から社会貢献活動に熱心に取り組んでいる
ことが挙げられます。気候アクションについ
てもＪクラブが地域のハブになって広めてい
ける相性の良さを感じられますか。

それはＪリーグが気候アクションに取り組
むことの、もう一つのすごく重要なポイント
だと思っています。意思決定に時間がどうし
てもかかってしまう国に先んじて行動に移せ
るわけですから。地域からの気候アクション
はすごく大事なテーマです。

気候変動に限らず、地域には高齢化とか人
口減少とかいろんな課題があります。先ほど
のギルティバイアスの話とも関わるのです
が、こういう難しい問題こそポジティブな雰
囲気で対処していく流れがすごく大事だと
思っていて。地域に暮らす人たちが主体的に
意見を述べ合ったり、意思決定に参加したり
しながら、魅力的な地域づくりについて前向
きに語り合えるかどうか。Ｊクラブには、そ
ういう雰囲気をつくって活動を外へ外へと広
げて仲間を増やす大きなポテンシャルを感じ
ます。
―江守さんが先ほど名前を挙げられたディカ

Ｊリーグ公式 YouTube チャンネル
『サッカーができなくなる日 !? 全員に見てほしい、異常気象などを引き起こす気候変動の現状とその対策の必要性』

18	 江守正多・東京大学未来ビジョン研究センター教授に聞く 一人ひとりが物語を支える担い手に 	 江守正多・東京大学未来ビジョン研究センター教授に聞く 一人ひとりが物語を支える担い手に	 19

Jリーグ気候アクション Jリーグ気候アクションJ リーグ 気候アクションハンドブック J リーグ 気候アクションハンドブック



プリオの映画に『ドント・ルック・アップ』
という作品があります。彗

すいせい
星が地球に衝突す

ることに気付いた天文学者の役を演じてい
て、いくら地球の危機を訴えても周囲に理解
されない。彗星衝突は気候変動の暗

あ ん ゆ
喩ともい

われています。江守さんご自身は長年、地球
温暖化の問題に取り組んでこられて、孤立や
孤独を感じられたことはないのですか。

30 年ぐらい前に卒論を書いたときから地
球温暖化をやっていますけれども、当時から
サイエンスとしては別にほとんど異論は出な
かったです。そのころは政治的な問題にも日
本ではなっていなかったので、いじめられる
こともなかった（笑）。後に懐疑論が出てく
るようになり反論する立場になったりしまし
たけれど、 自分の周りに味方がいっぱいいた

ので孤独を感じたことはなかったですね。
―その 30 年前と比べたら地球温暖化に対す
る意識は変わり、気候変動への取り組みも着
実に前に進んだ実感があるわけですね。

だって 30 年前にこの問題の勉強を始め
て、CO2 の排出量を減らさなければ地球の
温暖化は止まらないと分かっても、そんなこ
とを政治家に説明したところで「じゃあ、そ
うしましょう」なんてことになる気はとても
しませんでしたから。だから地球温暖化は進
んで行くしかないんだろうなと昔は思ってい
たんですよ。

そうしたら世界にはやっぱり偉い学者と偉
い政治家がいて、ちゃんと話し合って 2015
年 12 月に採択されたパリ協定でカーボン
ニュートラルを目指すことになった。僕です

ら「よくこんなものに世界中が合意したな」
と驚いたくらいでしたから。今はそれを当然
のこととして、みんなで目指しているわけで
すよね。そういう意味では、すごく前に進ん
でいる。強い逆風がたまに吹くし、いろいろ
なことがあってスピードも十分ではないのか
もしれないけれども、始めたころの感覚から
いうと、人類の大問題として世界で認識され
て、世界の社会構造を変えるぐらいの変化を
起こそうとしている。すごいことになったな
あという実感の方が大きいですね。
―そういう話を聞くと、人間の英知とか善意
をまだ信じられる気になります。

信じられますね。まあ、アメリカの大統領
にドナルド・トランプさんが返り咲き、アメ
リカがパリ協定から抜けるとか、それに追随
して抜ける国がぞろぞろ出たりすると何を信
じていいのか分からなくなりますけど。今は

まだ幸いにしてそういう状況にはなっていな
いので。ヨーロッパの主要国の政権基盤が弱
まっていたりとか、極右政党が強くなったり
とか、いろいろ危うい兆候はあるので楽観は
できませんが。
―地球という同じ船に乗っているんですか
ら、思想も信条も宗教も関係なく取り組むの
が気候アクションだと思うのですが。

そこがまさに『ドント・ルック・アップ』
なんですよ。現実に目を背けて、見ないこと
にするという。どんなにすごいハリケーンが
来ようが、山火事が起きようが、気候変動の
せいじゃないと言い張る人がいるんですか
ら。気候変動を信じて対策する世界と、信じ
なくて対策をしない世界があって、しない世
界だけ温暖化が進むのであれば、こんなに心
配はしないんだけど。現実はそうじゃないで
すからね。

地球環境問題に対する関心
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（出典：内閣府 *1）
年代別に見た地球環境問題への関心。18 歳から 29 歳の若年層ほど「気候変動に関心がない」と答える割合が高く、年
齢が上がるにつれて関心度が高まっています。
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東京大学未来ビジョン研究センター教授
江守 正多さん
1997 年に東京大学総合文化研究科にて博士号を取得後、国
立環境研究所に勤務。同研究所地球システム領域副領域長
等を経て、2022 年より現職。専門は気候科学。国連気候変
動に関する政府間パネル (IPCC) 第 5 次・第 6 次評価報告書
主執筆者。

僕が心配していることの一つに、内閣府が
令和５年７月に行った気候変動に関する世論
調査の結果があります。それは若い人ほど気
候変動問題に関心がないというもので、調査
対象としては一番下の層の 18 歳から 29 歳
が「全く関心がない」「あまり関心がない」と
答えた人の比率が一番高かった。年を取って
いる人ほど気候変動に関心があり、行く末を
心配しているという数字がきれいに出ている。
―それは確かに心配ですね。

理由はよく分からないんですけど、一つ
の仮説として、 若い人ほどテレビや新聞を見
ないことが関係しているのかもしれません。
ネットだけから情報を摂取していると、もと
もと自分が関心のない分野の情報は入って来
ようがない。入って来ても非常に限られると
いうことで、 社会で当然知っておくべきよう
な情報がすごく共有されにくくなっているの
かもしれない。なんなら知っておくべきこと
と逆の方を信じる、信じてしまっている人が
知らない間に増えつつあるのかもしれない。
―そういう意味でもＪリーグとＪクラブの取
り組みは意義があるんですね。

そうなんですよ。決してリーグ単独ではな
く、21 年に環境省と協定を結ぶなど着々と
布石を打ちながら進めている活動ですから
ね。好感が持てる人とか、価値観が近い人と
か、信頼できる人とかが、当然のように気候
変動は重大事だと思い、当然のように改善す
るための取り組みをしているとします。する
と、そういう人たちが発信する情報に触れる
だけで「そうなのか」「やっぱりあれって本
当だったのか」みたいな感じで変われるかも
しれないじゃないですか。それはすごく大き
いことだと思うんですね。

―最後に、このハンドブックを読まれる方に
対する江守さんからの メッセージをお願い
します。

あらためて何か言わなくちゃいけないって
なると、どうしても話が大きくなっちゃう傾
向があるんですけど、いいですか（笑）。やっ
ぱり僕は気候変動は本当に人類の運命に関わ
る問題だというふうに思っていて。だから気
候変動について、まだピンと来てない方には、
これは人間が引き起こしたものではあるけれ
ど、だからこそ人間が必ず止められるものだ
という気持ちになってほしいんです。

ただし、それは世界が一致団結して協力し
ないと止められないものでもある。「もう無
理だ」と諦めて、抜ける人がどんどん出てく
ると、地球の温暖化は本当に止まらなくなる。
際限なく進むしかなくなる温暖化の先にある
ものは世界的な規模での水不足や食料不足、
災害や新たな感染症、難民の急増といった深
刻な事態です。そうなると文明を維持するこ
とすら難しくなるかもしれません。

気候変動の問題はそういうスケールの話な
のだということをぜひとも皆さんなりに理解
していただきたいです。その上で、温暖化を
止めるんだという「物語」の側にぜひとも立っ
ていただきたい。協力してくれる人がいて、
この「物語」は意味を持って生き続けること
ができます。決して難しいことだとは思いま
せん。温暖化を止めようとする世界の一部に
なることは気持ち一つで誰にでもできること
なので。

（聞き手：日本経済新聞社　武智 幸徳）

参考資料
*1 �内閣府（2023）、「気候変動に関する世論調査」、 

https://survey.govonline.go.jp/r05/r05-kikohendo/2.html
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30 年で変化したＪクラブの経営環境と新たな価値創造の必要性

Ｊリーグ発足から 30 年以上が経過し、Ｊ
クラブを取り巻く環境は大きく変化していま
す。当初、実業団などを前身とする 10 のク
ラブで発足しましたが、その後、地域密着を
重視しつつもクラブ数は拡大し続け、今では
60 クラブにまで到達しました。多くのＪク
ラブが、ホームタウンの行政や企業、団体、
ファン・サポーターに支えられながら存在し
ています。

そして、今では、Ｊクラブは各地域の「公共財」
になっています。J クラブは、ファン・サポー
ターをはじめ、地域のステークホルダーからの
幅広い理解と協力がなくては成長できません。
地域に根差した活動と社会課題解決への貢献、
さらには地球環境の健全性を高める活動は、そ
の存在の根幹であり、クラブが地域の人々の夢
と希望を提供し、地域社会の活力となることが
重要です。

こうして、Ｊリーグが 2024 年に発行し
た『Ｊリーグ クラブ経営ガイド 2024』には、
新たに「サステナビリティ」が 34 番目の「経
営領域」として追加されました。そこには「60
クラブがそれぞれの地域で輝くためには、地
域の社会・経済に活力があり、持続可能であ
る必要がある。そのためには、全ての人が尊
重され、自分らしく生きられる社会の実現が
重要となる。また、地球温暖化から地球沸騰
化と言われる今、気候変動により社会の基盤、
生活の土台が脅かされる中では、安心してス
ポーツを楽しむ事はできなくなるため、地球
環境の持続可能性にも取り組む必要がある」
と記載されています。

一方、日本の各地方は、人口減少や高齢
化、自然災害、産業の衰退などにより、社
会や経済に関する大きな課題を抱えている
のも現実です。国のスポーツ関係の予算は、
2021 年に開催された東京 2020 オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会の好影響もあり、
2010 年代には年々増加してきました。しか

しながら、昨今、経済のインフレによってス
ポーツの運営費も上昇傾向にあります。そし
て、地方自治体の中には、スポーツ関連の予
算を削減しようという動きもあり、予断を許
さない状況です。

今、Ｊクラブは単にスポーツチームとして
存在するだけでなく、地域社会に、より具体
的な価値を提供することが求められていま
す。経済産業省やスポーツ庁も、スポーツが
持続可能になっていくためには、持続可能な
地域社会の実現を自らがリードしていく価値
を発揮することが必要ではないかと考えるよ
うにもなっています。そして、Ｊクラブが果
たし得る一つの可能性として浮上しているの
が、気候変動対策の潮流に参画し、さらには
自ら各地域の変革をリードしていくという価
値です。この課題は、企業や地方自治体も躍
起になって進めている最重要課題の一つであ
り、Ｊクラブが新たな役割を果たせる可能性
を秘めているのです。

企業・地方自治体にとって最優先課題として認識される気候変動対策

企業が直面する経営課題は、法令遵守、人
手不足、インフレ、健康・安全など数多くあ
りますが、その中でも気候変動は最優先の課
題として認識されています（次ページ表）。
それは決して、環境課題に対処していくこと
が企業の社会的な責任ということだけではあ
りません。気候変動を放置していくことは、

経済全体を衰退させる大きな悪影響をもたら
すことが理解されるようになったことに加
え、気候変動に対処することによってエネル
ギー、工業、農業、建設業の産業構造が大き
く変わることが予想されており、その変化に
ついていけなければ、産業競争に勝っていけ
ないと考えられているためです。

24	 J クラブが気候変動対策に取り組む意義　企業・自治体との新たな関係構築の可能性 	 J クラブが気候変動対策に取り組む意義　企業・自治体との新たな関係構築の可能性	 25
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Ｊクラブが気候変動対策に取り組む意義 

企業・自治体との新たな関係構築の可能性



東証 17 業種別 ESG テーマ上位 5 項目
東証 17業種 n ESGテーマ上位 5項目

食品 34 1_ 気候変動 2_ 健康と安全 3_CG 3_ 人権と地域社会 5_ サプライチェーン

エネルギー資源 4 1_ 気候変動 2_CG 3_ ダイバーシティ 3_ 健康と安全 3_ 人権と地域社会 3_ 情報開示

建設・資材 65 1_ 気候変動 2_CG 3_ ダイバーシティ 4_ 健康と安全 5_ 人権と地域社会

素材・化学 83 1_ 気候変動 2_CG 3_ ダイバーシティ 4_ 健康と安全 5_ 人権と地域社会

医薬品 16 1_CG 1_ ダイバーシティ 3_ 気候変動 4_ 健康と安全 4_ 製品サービスの安全

自動車・輸送機 26 1_ 気候変動 2_CG 3_ ダイバーシティ 4_ サプライチェーン 4_ 人権と地域社会

鉄鋼・非鉄 19 1_ 気候変動 2_CG 2_ 人権と地域社会 4_ 健康と安全 5_ ダイバーシティ

機械 54 1_ 気候変動 2_CG 3_ 人権と地域社会 4_ ダイバーシティ 5_ 製品サービスの安全

電機・精密 85 1_ 気候変動 2_CG 3_ ダイバーシティ 4_ サプライチェーン 5_ 健康と安全

情報通信・サービスその他 119 1_CG 2_ ダイバーシティ 3_ 気候変動 4_ 人権と地域社会 5_ リスクマネジメント

電力・ガス 13 1_ 気候変動 2_CG 3_ ダイバーシティ 4_ 人権と地域社会 5_ 情報開示

運輸・物流 39 1_ 気候変動 2_ ダイバーシティ 3_CG 4_ 人権と地域社会 5_ 健康と安全 5_ 製品サービスの安全

商社・卸売 56 1_CG 2_ 気候変動 3_ ダイバーシティ 4_ 健康と安全 5_ サプライチェーン 5_ 人権と地域社会

小売 41 1_ 気候変動 2_ 人権と地域社会 3_CG 4_ ダイバーシティ 5_ 健康と安全

銀行 31 1_ 気候変動 2_ ダイバーシティ 3_CG 4_ 人権と地域社会 5_ 情報開示 5_ その他

金融（除く銀行） 30 1_ ダイバーシティ 1_ 気候変動 3_CG 4_ リスクマネジメント 5_ 健康と安全

不動産 20 1_ 気候変動 2_CG 3_ ダイバーシティ 4_ 健康と安全 4_ 人権と地域社会

合計 735 1_ 気候変動 2_CG 3_ ダイバーシティ 4_ 人権と地域社会 5_ 健康と安全

■：E（環境）　■：S（社会）　■：G（ガバナンス）　■：ESG のうち複数テーマ
（注）各項目に付された番号は順位。CG は、コーポレート・ガバナンスの略
（出典：年金積立金管理運用独立行政法人 2022 年度 ESG 活動報告 *1）

国際社会では、2015 年にパリ協定が採択
され、2100 年までの気温上昇を 1.5℃以内
に抑えることが全ての国連加盟国の合意事項
になっています（ただし、2025 年にアメリ
カはパリ協定からの脱退を決めています）。
気温上昇を 1.5℃に抑えるためには、2050
年ごろまでのカーボンニュートラル、すなわ
ち人間社会が排出する温室効果ガス（二酸化
炭素など 6 種類）の量と、大気から吸収で
きる温室効果ガスの量をプラスマイナスゼ
ロにする必要があります。日本政府も 2020
年に、2050 年までのカーボンニュートラル
達成を政策として明確に掲げており、この目
標を達成することは法律によって政府の義務
にもなっています。

既に気候変動による経済への悪影響は、日
本国内でも表出し始めています。例えば、農
作物の不作や品質低下、海産物の不漁、豪雨

や山火事、熱中症・熱射病などがあります。
東京湾でも海面上昇が観測されています。真
夏の日中には、Ｊリーグや夏の甲子園の試合
開催も避けられるようになりました。

地方自治体においても、気候変動対策が重
要な政策課題として位置付けられるようにな
りました。日本が 2050 年までにカーボン
ニュートラル目標を達成するためには、全
ての地方自治体の域内でも同様にカーボン
ニュートラル目標を達成する必要があるた
めです。例えば、カーボンニュートラルを
宣言した地方自治体の数は、既に 46 都道府
県、1,161 市町村（全市町村の 67%）に達
しています。さらに、域内の家庭や企業の排
出量を率先して削減する「脱炭素先行地域」
に選定されている地方自治体も、40 道府県、
115 市町村にまで増えています。

しかしながら、気温上昇を 1.5℃以内に抑

東京都・京都市・横浜市をはじめとする1,161自治体(46都道府県、644市、22特別区、389町村）が
2025年までに二酸化炭素排出実質ゼロを表明。
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（国のカーボンニュートラル宣言）

表明都道府県（46自治体） 表明市区町村（1,115自治体)

:都道府県表明済
北海道
　古平町
　札幌市
　ニセコ町
　石狩市
　釧路市
　稚内市
　厚岸町
　喜茂別町
　鹿追町
　羅臼町
　富良野市
　当別町
　小樽市
　紋別市
　苫小牧市
　足寄町
　更別村
　清水町
　沼田町
　旭川市
　室蘭市
　名寄市
　大樹町
　秩父別町
　釧路町
　弟子屈町
　三笠市
　妹背牛町
　上士幌町
　留寿都村
　苫前町
　白糠町
　千歳市
　枝幸町
　北見市
　登別市
　士別市
　函館市
　音更町
　せたな町
　当麻町
　美幌町
　幌加内町
　標茶町
　下川町
　比布町
　東川町
　月形町
　知内町
　鶴居村
　八雲町
　浜中町
　鹿部町
　京極町
　真狩村
　美深町
　和寒町
　斜里町
　東神楽町
　中川町
　厚真町
　遠別町
　美瑛町
　乙部町
　滝上町
　士幌町
　中富良野町
　七飯町
　帯広市
　愛別町
　占冠村
　南富良野町
　剣淵町
　恵庭市
　上富良野町
　上川町
　鷹栖町
　浦河町
　北竜町
　むかわ町
　奥尻町
　平取町
　厚沢部町
　洞爺湖町
　北広島市
　中頓別町
　岩見沢市
　根室市
　壮瞥町

　美唄市
　雨竜町
　深川市
　浦臼町
　森町
　松前町
　浜頓別町
　由仁町
　音威子府村
　砂川市
　小清水町
　標津町
　陸別町
　上砂川町
　南幌町
　芦別市
　置戸町
　別海町
　幌延町
　利尻町
　利尻富士町
　礼文町
　豊富町
　北斗市
　栗山町
　中標津町
　新得町
　猿払村
　黒松内町
　歌志内市
　赤平市
　赤井川村
　江差町
　江別市
　白老町
　上ノ国町
　長万部町
　浦幌町
　今金町
　網走市
　木古内町
　増毛町
　奈井江町
　新十津川町
　長沼町
　留萌市
　天塩町
　羽幌町
　滝川市
　夕張市
　興部町
　小平町
　安平町
　幕別町
　津別町
　本別町
　新篠津村
　大空町
　豊頃町
　湧別町
　訓子府町
　初山別村
　清里町
　福島町
　伊達市
　岩内町
　池田町
　広尾町
　新ひだか町
　日高町
　芽室町
　中札内村
　様似町
　えりも町
　雄武町
青森県
　八戸市
　七戸町
　つがる市
　深浦町
　佐井村
　五所川原市
　六ヶ所村
　風間浦村
　外ヶ浜町
　弘前市
　三戸町
　青森市
　中泊町
　五戸町

　横浜町
　鰺ヶ沢町
　藤崎町
　東通村
　十和田市
岩手県
　久慈市
　二戸市
　洋野町
　一戸町
　軽米町
　葛巻町
　九戸村
　野田村
　普代村
　八幡平市
　宮古市
　一関市
　紫波町
　釡石市
　岩泉町
　大船渡市
　盛岡市
　矢巾町
　陸前高田市
　遠野市
　田野畑村
　雫石町
　奥州市
　金ケ崎町
　岩手町宮城県
　気仙沼市
　富谷市
　美里町
　仙台市
　岩沼市
　名取市
　多賀城市
　登米市
　塩竈市
　亘理町
　白石市
　角田市
　利府町
　大崎市
　川崎町
　松島町
　栗原市
　石巻市
　丸森町
　加美町
秋田県
　大館市
　大潟村
　鹿角市
　大仙市
　湯沢市
　由利本荘市
　秋田市
　男鹿市
　三種町
　北秋田市
　にかほ市
山形県
　東根市
　米沢市
　山形市
　朝日町
　高畠町
　庄内町
　飯豊町
　南陽市
　川西町
　鶴岡市
　尾花沢市
　白鷹町
　最上町
　天童市
　寒河江市
　上山市
　河北町
　金山町
　舟形町
　大江町
　遊佐町
　戸沢村
　長井市
　西川町
　新庄市
福島県

　郡山市
　大熊町
　浪江町
　福島市
　広野町
　楢葉町
　本宮市
　喜多方市
　白河市
　会津若松市
　飯舘村
　南相馬市
　三島町
　いわき市
　柳津町
　須賀川市
　塙町
　磐梯町
　浅川町
　会津美里町
　天栄村
　北塩原村
　二本松市
　矢吹町茨城県
　北茨城市
　水戸市
　土浦市
　古河市
　結城市
　常総市
　高萩市
　牛久市
　鹿嶋市
　潮来市
　守谷市
　常陸大宮市
　那珂市
　筑西市
　坂東市
　桜川市
　つくばみらい市
　小美玉市
　茨城町
　城里町
　東海村
　五霞町
　境町
　取手市
　下妻市
　ひたちなか市
　笠間市
　つくば市
　日立市
　八千代町
　阿見町
　大子町
　常陸太田市
　石岡市
　稲敷市
　かすみがうら市
　行方市
　龍ケ崎市
栃木県
　那須塩原市
　大田原市
　那須烏山市
　那須町
　那珂川町
　鹿沼市
　宇都宮市
　日光市
　矢板市
　高根沢町
　市貝町
　佐野市
　栃木市
　上三川町
　野木町
　小山市
　下野市
　塩谷町
　足利市
　さくら市
　壬生町
　益子町
　芳賀町
　真岡市
　茂木町
群馬県
　太田市

　藤岡市
　神流町
　みなかみ町
　大泉町
　館林市
　嬬恋村
　上野村
　千代田町
　前橋市
　みどり市
　高山村
　沼田市
　片品村
　下仁田町
　長野原町
　富岡市
　安中市
　吉岡町
埼玉県
　秩父市
　さいたま市
　所沢市
　深谷市
　小川町
　飯能市
　狭山市
　入間市
　日高市
　春日部市
　久喜市
　越谷市
　草加市
　三郷市
　吉川市
　八潮市
　松伏町
　川越市
　本庄市
　美里町
　上尾市
　鴻巣市
　桶川市
　吉見町
　行田市
　北本市
　嵐山町
　川口市
　三芳町
　富士見市
　羽生市
　新座市
　坂戸市
　ふじみ野市
　熊谷市
　越生町
　毛呂山町
　ときがわ町
　東秩父村
　宮代町
　鶴ヶ島市
　加須市
　上里町
　滑川町
　白岡市
　神川町
　戸田市
　杉戸町
　志木市
　蕨市
　小鹿野町
　和光市
千葉県
　山武市
　野田市
　我孫子市
　浦安市
　四街道市
　千葉市
　成田市
　八千代市
　木更津市
　銚子市
　船橋市
　佐倉市
　館山市
　南房総市
　君津市
　匝瑳市
　白井市
　市川市

　松戸市
　柏市
　習志野市
　鴨川市
　茂原市
　流山市
　酒々井町
　横芝光町
　鎌ケ谷市
　市原市
　富津市
　香取市
　袖ケ浦市
　印西市
　勝浦市
　八街市
　富里市
東京都
　葛飾区
　多摩市
　世田谷区
　豊島区
　武蔵野市
　調布市
　足立区
　国立市
　港区
　狛江市
　中央区
　新宿区
　荒川区
　北区
　江東区
　墨田区
　利島村
　中野区
　杉並区
　千代田区
　府中市
　小金井市
　町田市
　板橋区
　目黒区
　練馬区
　小平市
　文京区
　八王子市
　大田区
　あきる野市
　国分寺市
　台東区
　西東京市
　青梅市
　昭島市
　清瀬市
　武蔵村山市
　大島町
　小笠原村
　日野市
　三鷹市
　江戸川区
　東村山市
　稲城市
　東久留米市
　品川区
　羽村市
　福生市
神奈川県
　横浜市
　小田原市
　鎌倉市
　川崎市
　開成町
　三浦市
　相模原市
　横須賀市
　藤沢市
　厚木市
　秦野市
　葉山町
　茅ヶ崎市
　寒川町
　真鶴町
　松田町
　伊勢原市
　逗子市
　座間市
　大井町
　綾瀬市
　平塚市

　大和市
　南足柄市
　海老名市
　大磯町
　二宮町
新潟県
　佐渡市
　粟島浦村
　妙高市
　十日町市
　新潟市
　柏崎市
　津南町
　村上市
　新発田市
　胎内市
　小千谷市
　燕市
　加茂市
　上越市
　長岡市
　聖籠町
　出雲崎町
　関川村
　魚沼市
富山県
　魚津市
　南砺市
　立山町
　富山市
　小矢部市
　朝日町
　上市町
　射水市
　氷見市
　滑川市
　高岡市
　黒部市
　砺波市
石川県
　加賀市
　金沢市
　白山市
　小松市
　かほく市
　野々市市
　津幡町
　珠洲市
　輪島市
　七尾市
　内灘町
　能美市
　羽咋市
福井県
　坂井市
　福井市
　大野市
　鯖江市
　敦賀市
　越前市
　勝山市
　あわら市
　池田町
　永平寺町
　南越前町
山梨県
　南アルプス市
　甲斐市
　笛吹市
　上野原市
　中央市
　市川三郷町
　富士川町
　昭和町
　北杜市
　甲府市
　富士吉田市
　都留市
　山梨市
　大月市
　韮崎市
　甲州市
　早川町
　身延町
　南部町
　道志村
　西桂町
　忍野村
　山中湖村
　鳴沢村

　富士河口湖町
　小菅村
　丹波山村
長野県
　白馬村
　池田町
　小谷村
　軽井沢町
　立科町
　南箕輪村
　佐久市
　小諸市
　東御市
　松本市
　上田市
　高森町
　伊那市
　飯田市
　長野市
　須坂市
　千曲市
　坂城町
　小布施町
　高山村
　信濃町
　小川村
　飯綱町
　岡谷市
　大町市
　諏訪市
　喬木村
　生坂村
　箕輪町
　長和町
　飯島町
　小海町
　佐久穂町
　安曇野市
　中川村
　駒ヶ根市
　下諏訪町
　山ノ内町
　塩尻市
　辰野町
　朝日村
　栄村
　飯山市
　松川町
岐阜県
　大垣市
　郡上市
　羽島市
　中津川市
　大野町
　関市
　美濃加茂市
　輪之内町
　飛騨市
　恵那市
　山県市
　可児市
　安八町
　海津市
　岐阜市
　高山市
　瑞浪市
　神戸町
　土岐市
　下呂市
　瑞穂市
　本巣市
　揖斐川町
静岡県
　御殿場市
　浜松市
　静岡市
　牧之原市
　富士宮市
　御前崎市
　藤枝市
　焼津市
　伊豆の国市
　島田市
　富士市
　磐田市
　湖西市
　裾野市
　袋井市
　沼津市
　三島市

　小山町
　伊豆市
　熱海市
　菊川市
　下田市
　伊東市
　掛川市
愛知県
　豊田市
　みよし市
　半田市
　岡崎市
　大府市
　田原市
　武豊町
　犬山市
　蒲郡市
　小牧市
　春日井市
　常滑市
　知多市
　稲沢市
　豊橋市
　長久手市
　刈谷市
　西尾市
　知立市
　日進市
　幸田町
　東海市
　安城市
　碧南市
　江南市
　一宮市
　岩倉市
　津島市
　高浜市
　瀬戸市
　豊川市
　東浦町
三重県
　志摩市
　南伊勢町
　桑名市
　多気町
　明和町
　大台町
　大紀町
　紀北町
　度会町
　尾鷲市
　玉城町
　いなべ市
　津市
　東員町
　鈴鹿市
　伊勢市
　鳥羽市
　四日市市
　松阪市
　木曽岬町
　菰野町
　亀山市
　名張市
　伊賀市
滋賀県
　湖南市
　近江八幡市
　草津市
　長浜市
　大津市
　甲賀市
　彦根市
　米原市
　守山市
京都府
　京都市
　与謝野町
　宮津市
　大山崎町
　京丹後市
　京田辺市
　亀岡市
　福知山市
　綾部市
　城陽市
　八幡市
　京丹波町
　宇治市
　木津川市

　長岡京市
　向日市
　南丹市
　久御山町
　精華町
大阪府
　枚方市
　東大阪市
　泉大津市
　大阪市
　阪南市
　吹田市
　豊中市
　高石市
　能勢町
　河内長野市
　堺市
　八尾市
　和泉市
　熊取町
　岸和田市
　太子町
　泉佐野市
　摂津市
　茨木市
　岬町
　河南町
　池田市
　交野市
　門真市
　松原市
　大東市
　田尻町
　藤井寺市
　四條畷市
　貝塚市
　守口市
　大阪狭山市
兵庫県
　明石市
　神戸市
　西宮市
　姫路市
　加西市
　豊岡市
　芦屋市
　三田市
　尼崎市
　宝塚市
　高砂市
　淡路市
　丹波篠山市
　加古川市
　宍粟市
　神河町
　赤穂市
　川西市
　丹波市
　猪名川町
　稲美町
　伊丹市
　養父市
　新温泉町
　たつの市
奈良県
　生駒市
　天理市
　三郷町
　田原本町
　葛城市
　奈良市
　曽爾村
和歌山県
　那智勝浦町
　日高川町
　紀の川市
　和歌山市
　有田川町
鳥取県
　北栄町
　南部町
　米子市
　鳥取市
　境港市
　日南町
　倉吉市
　三朝町
　琴浦町
島根県
　松江市

　邑南町
　美郷町
　出雲市
　安来市
　津和野町
　雲南市
　浜田市
　飯南町
　奥出雲町
　江津市
　隠岐の島町
　大田市
岡山県
　真庭市
　岡山市
　津山市
　玉野市
　総社市
　備前市
　瀬戸内市
　赤磐市
　和気町
　早島町
　久米南町
　美咲町
　吉備中央町
　倉敷市
　奈義町
　西粟倉村
　新見市
　高梁市
　美作市
広島県
　尾道市
　広島市
　大崎上島町
　東広島市
　三原市
　廿日市市
　北広島町
　福山市
　呉市
　府中町
　庄原市
　三次市
山口県
　下関市
　山口市
　柳井市
　防府市
　萩市
　周防大島町
徳島県
　阿南市
　北島町
　三好市
　徳島市
　松茂町
　鳴門市
香川県
　善通寺市
　高松市
　東かがわ市
　丸亀市
　坂出市
　宇多津町
　観音寺市
　三木町
　多度津町
愛媛県
　松山市
　新居浜市
　伊予市
　八幡浜市
　内子町
　久万高原町
　今治市
　西条市
　鬼北町
　四国中央市
高知県
　四万十市
　宿毛市
　南国市
　高知市
　黒潮町
　本山町
　梼原町
　日高村
　いの町

　香美市
　土佐清水市
　三原村
　室戸市
　大月町
　須崎市
　土佐町
　津野町
　大豊町
　土佐市
福岡県
　大木町
　福岡市
　北九州市
　久留米市
　大野城市
　鞍手町
　小竹町
　太宰府市
　みやま市
　篠栗町
　宗像市
　古賀市
　みやこ町
　吉富町
　中間市
　うきは市
　朝倉市
　新宮町
　直方市
　那珂川市
　須恵町
　粕屋町
　久山町
　飯塚市
　宇美町
　苅田町
　志免町
　豊前市
　春日市
　宮若市
　築上町
　広川町
　福津市
　大牟田市
　小郡市
　筑後市
　行橋市
佐賀県
　武雄市
　佐賀市
　基山町
　小城市
　鹿島市
　嬉野市
　唐津市
　鳥栖市
　多久市
　伊万里市
長崎県
　平戸市
　五島市
　長崎市
　長与町
　時津町
　西海市
　南島原市
　佐世保市
　対馬市
　雲仙市
　大村市
　諫早市
　島原市
　松浦市
熊本県
　熊本市
　菊池市
　宇土市
　宇城市
　阿蘇市
　合志市
　美里町
　玉東町
　大津町
　菊陽町
　高森町
　西原村
　南阿蘇村
　御船町
　嘉島町

　益城町
　甲佐町
　山都町
　荒尾市
　球磨村
　あさぎり町
　八代市
　五木村
　人吉市
　上天草市
　山江村
　氷川町
　苓北町
大分県
　大分市
　宇佐市
　日田市
　国東市
　別府市
　杵築市
　佐伯市
　中津市
　日出町
　臼杵市
宮崎県
　串間市
　宮崎市
　都農町
　五ヶ瀬町
　日南市
　木城町
　高鍋町
　小林市
　延岡市
　川南町
　三股町
　日向市
　都城市
　新富町
　西都市
　日之影町
　国富町
鹿児島県
　鹿児島市
　知名町
　指宿市
　薩摩川内市
　瀬戸内町
　肝付町
　南大隅町
　錦江町
　阿久根市
　長島町
　日置市
　和泊町
　南九州市
　鹿屋市
　志布志市
　南さつま市
　宇検村
　大崎町
　出水市
　姶良市
　南種子町
　さつま町
　霧島市
　伊佐市
　西之表市
　喜界町
　中種子町
　屋久島町
　奄美市
　枕崎市
沖縄県
　久米島町
　竹富町
　沖縄市
　宮古島市
　那覇市
　宜野湾市

2025年 二酸化炭素排出実質ゼロ表明 自治体（2025年 3月 31日時点）

（出典：環境省 *2）

えることは容易ではありません。産業構造を
大きく変えるためには、大企業や地方自治体
だけでなく、取引先の中堅・中小企業や、市
民・消費者も危機意識を共有し、一緒にアク
ションを進めていく必要があります。ところ
が日本の社会では、気候変動対策の重要性が
必ずしも認識されているとはいえない状態が
続いています。このままでは、日本の経済は
さらに衰退してしまう恐れがあり、大企業は
テレビ CM なども駆使しながら、なんとか
産業構造の転換に共感してくれる中堅・中小
企業や消費者を増やそうとしています。

このような企業や地方自治体の状況は、 

Ｊクラブにとって明確な機会になっていま
す。企業や地方自治体にとって、重要課題と
なっている気候変動対策を実際に進めるため
には、前向きなアクションを進めてくれる仲
間を効率的に増やしていける「発信役」を必
要としています。その役割とは、60 のＪク
ラブが発足当初から培ってきた知見そのもの 
です。

ホームタウンが持続可能でなければ、Ｊク
ラブの成長は実現し得ません。そして、気候
変動対策は、ホームタウンを持続可能にして
いくためにＪクラブが貢献できる大きなチャ
ンスでもあるのです。
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企業の重要課題解決に貢献するパートナーとしての価値向上

Ｊクラブの強みは、長年の活動を通じて構
築してきた各ホームタウンでのネットワーク
にあります。このネットワークは、気候変動
対策を推進する上で重要な資産となり得るも
のです。気候変動対策は、単独の企業では解
決が難しい課題も多く、パートナーシップの
構築が不可欠だからです。

今日、上場企業は、自社の温室効果ガス排
出量だけでなく、取引先の温室効果ガス排出
量（これを下図のように Scope3 の排出量
と呼びます）。特に Scope3 の排出量は、上
場企業の排出量の大部分を占めることが多
く、2025 年から 2030 年にかけて企業は取
引先の排出量削減を真剣に進めていくことと
なります。

このような状況を察知している一部の中
堅・中小企業は、既に自主的な対策を始めて

います。例えば、屋上に太陽光発電パネルを
設置し自前で再生可能エネルギー電力を確保
していたり、購入している電気を再生可能エ
ネルギーに切り替えていたり、省エネ機器を
設置していたりしています。ですが、このよ
うな対策を自主的に進めている企業は一部に
とどまっており、今後、多くの中堅・中小企
業、そして市民にも協力を呼び掛けていかな
ければなりません。

このような状況下で、Ｊクラブの持つネッ
トワークは、企業間連携を促進する重要な基
盤となります。特に、クラブを通じたスポン
サー企業間の新たな協業の実現に期待が寄せ
られています。これまで、各スポンサー企業
とクラブとの関係は個別に構築され、スポ
ンサー企業同士の横の交流は限られている
ことが多かったように思います。その中で、

上　流 自　社 下　流

Scope3
Scope1、Scope2 以外の間接排出

（事業者の活動に関連する他社の排出）

①購入した製品
　（原材料など）・
　サービス

⑦雇用者の通勤

⑪販売した製品の
　使用

⑫製品の廃棄

④輸送・配送
燃料の燃焼 電気の使用その他：

②資本財、③Scope1,2 に含まれない燃料
およびエネルギー関連活動、⑤廃棄物、
⑥出張、⑧リース資産

その他：
⑨輸送・配送、⑩製品の加工、⑬リース資産、
⑭フランチャイズ、⑮投資

Scope1、Scope2 以外の間接排出
（事業者の活動に関連する他社の排出）

事業者らによる
温室効果ガスの直接排出

（燃料の燃焼、
工業プロセス）

他社から供給された
電気、熱、蒸気の
使用に伴う間接排出※◯の数字は Scope3 のカテゴリ

Scope1 Scope2 Scope3

Scope1、2、3の定義

（出典：資源エネルギー庁 *3）

FC 大阪の OZCaF（OSAKA ゼロカーボン・
スマートシティ・ファウンデーション）は、
FC 大阪が各スポンサーが横の協働を進める
プラットフォームの場を提供し、地域全体で
のカーボンニュートラルを実現する場として
機能しています。このことは、スポンサーの
個別の要望にＪクラブが応えるというだけで
なく、スポンサー企業の共通課題に対し、Ｊ
クラブが「集う」場を提供し、スポンサーが
お互いの連携で要望に応え合っていく新しい
スタイルが実現されてきているといえます。

同様の戦略は、イングランドのプレミア
リーグでも採用されています。同リーグは
2040 年までのカーボンニュートラル目標を
掲げ、リーグ全体でのカーボンニュートラル
を支援し、未来の試合環境を確保していくこ

とを宣言しています。そして、プログラム
やプラットフォームを通じて行動を奨励し、
ファンを巻き込み、鼓舞することも優先分野
に位置付けています。 

企業がスポンサーシップを継続・拡大する
判断において、各Ｊクラブが「企業が取り
組む重要課題の解決にどれだけ貢献できる
か」が今後、重要な要素となってきます。そ
して、気候変動対策に積極的なクラブは、ス
ポンサー獲得にとって追い風となります。半
面、消極的なクラブは、企業からのスポンサー
シップを失うリスクも出てくるかもしれませ
ん。とりわけ、上場企業が責任企業になって
いるクラブは、上場企業のグループ企業とし
て、気候変動対策に真剣に向き合わなければ
いけなくなっていきます。

地域のゼロカーボン実現に向けた協力パートナーへ

ホームタウンとなっている地方自治体から
の支援を維持・拡大していくためにも、気候
変動対策は有効な手段となります。多くの自
治体が掲げるカーボンニュートラル目標にＪ
クラブが大きく貢献していくことができる姿
を訴求できれば、地方自治体にとってＪクラ
ブは今まで以上に重要な存在となっていくか
らです。

その際に、Ｊクラブが果たすべき役割は明
確です。まず初めに求められるのは、各Ｊク
ラブ自身が気候変動対策に本気で取り組む姿
勢を示すことです。スタジアムの運営やイベ
ントの開催など、各Ｊクラブが排出している
温室効果ガス自体は決して多いものではあり
ませんが、Ｊクラブが自らの温室効果ガス削
減に取り組む姿勢を示していこうとしなけれ

ば、相手に本気度は伝わりません。Ｊクラブ
のネットワーク力で地域全体の排出量削減に
貢献できると訴求するためには、まず自らの
対策が必要となります。

実際に、カーボンニュートラルを宣言して
いる清水エスパルスや、温室効果ガス排出量
の算定を始めているヴァンフォーレ甲府で
は、地方自治体との協力関係が深化してきて
います。自分たちが率先して、地域の気候ア
クションの歯車になる姿勢を示すことが、信
頼できるパートナーとしての評価につながり
ます。

また、クラブが持つネットワークと発信力
を生かした連携は、地方自治体にとって極め
て重要な資産となります。そもそも「市政だ
より」などの行政の広報は、市民の目に届い
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ていないことが多く、地方自治体は発信力に
常日頃から悩んでいます。それに対し、試
合日の来場者や、SNS でのフォロワーなど、
Ｊクラブは独自の情報発信チャンネルを持っ
ています。クラブを通じた情報発信であれば、
多くの市民に効果的に情報を届けることがで
き、この発信力は地方自治体にとって非常に
大きな価値となります。

スポーツの枠を超えて、地域社会の重要課
題に取り組むパートナーとしての価値を示す
ことで、Ｊクラブの存在意義はより確固たる
ものになります。これは、地方自治体の予算
が縮小していく中で、Ｊクラブへの支援を継
続・拡大していくための重要な要素となり 
ます。

存続と発展に向けた戦略的投資としての気候変動対策

Ｊリーグは、理念の一つとして「豊かなス
ポーツ文化の振興及び国民の心身の健全な発
達への寄与」を掲げています。スポーツがあ
ることで、生活が楽しくなり、社会が明るく
なり、心が豊かになる、そんな状況をつくっ
ていきたいですし、次の世代にも受け継いで
いきたいと思っています。

20 年後、30 年後に、ファン・サポーター
はもちろん、スポンサー企業や地方自治体、
そして多くのステークホルダーの皆さまから

「地元にこのクラブがあって良かった」と実
感してもらえる存在となるためには、Ｊリー
グとＪクラブで主体的な行動を起こしていく
しかありません。

地域が抱える課題は、決して気候変動対策

だけでなく、他にも課題が数多くあります。
ＪリーグとＪクラブが果たしていける役割も
たくさんあると思っています。その中で、気
候変動対策は、既に多くの企業や地方自治体
にとって極めて重要な課題と認識されていま
す。その気候変動対策でＪクラブが果たせる
役割を認識してもらえれば、ますます多くの
期待を地元の皆さまからいただけるようにな
り、それがかけがえのない存在価値となって
いきます。

気候変動対策は、今は余裕がないからと先
送りにすることは、もったいないです。ぜひ
クラブの中長期的な存続と発展のための戦略
的投資として捉えていっていただければと
願っています。

J リーグ特任理事
夫馬 賢治さん
1980 年生まれ。J リーグ特任理事。信州大学特任教授、 
ニューラル CEO。官公庁や地方自治体の有識者委員、上場
企業・VC 等の社外取締役やアドバイザーも務める。ハー
バード大学大学院でサステナビリティを専攻し修士号取得。 
サンダーバード・グローバル経営大学院 MBA 取得。東京 
大学教養学部卒。
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*2 �環境省（2025）、「地方公共団体における 2050 年二酸化炭素排出実質ゼロ表明の状況」、https://www.env.go.jp/
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対　談

小野 伸二氏 × 辻井 隆行氏

小学生を対象に、サッカー教室と地球環境を持続可能にするために必要なことを語り合う

サステナブルトーク（以下サステナトーク）をセットにした「Ｊリーグ×小野伸二 スマイ

ルフットボールツアー for a Sustainable Future supported by 明治安田」の開始から 1 年。全

国を行脚する小野伸二さんとＪリーグ執行役員の辻井隆行に、この 1 年の成果を振り返っ

てもらいました。

―2024 年 4 月の味の素スタジアム・東京
ヴェルディから始まって、2025 年 3 月のベ
ガルタ仙台までスマイルフットボールツアー
は 20 回を数えました。計算すると 2,400
人近い数のお子さんと触れ合ったことになり
ます。付き添った親御さんや兄弟姉妹を含め
ると、その数はもっと膨らみます。計画では
ここからさらに 3 ~4 年をかけて最終的にＪ
リーグの全 60 クラブを回る予定です。小野

さん自身はどんなことを感じた 1 年でした
か。
小野　サステナトークとサッカー教室を一緒
にやると最初に聞いたときは正直、口がぽ
かーんという感じになりました（笑）。でも、
地球の温暖化をどうやったら遅らせることが
できるのか、僕自身も講師の方から勉強した
りするうちにいろいろな気付きが生まれて。
一人ひとりの力は小さくても、その一人を少

しずつでも増やしていくことができれば大き
な力に変えられる。そう思って今は違和感な
く取り組んでいます。
辻井　そもそもサッカー教室には小野さん自
身、特別な思い入れがあるんですよね。
小野　セルジオ越後さんとの出会いですね

（1972 年に来日し日本サッカーリーグで活
躍した日系ブラジル人。引退後は「さわやか
サッカー教室」を主宰し、本場仕込みの華麗
なテクニックを全国の子どもたちに伝えた。
長年の功績を称えられ、2023 年に日本サッ
カー殿堂入りを果たした）。越後さんがサッ
カー教室を静岡で開かれたとき、子どもだっ
た僕も参加してすごく楽しかったんです。そ
のときの楽しみや、喜びは今も変わらず残っ
ているくらい。それで、子どもたちがやらさ
れている感のない、教え過ぎず、自由に楽し
める場を提供したいという気持ちが自分の中
にずっとあって。サッカーにはいろんなこと
を表現できる喜びがある。それを僕自身が子
どもたちの目の前で見せたいなと。
辻井　1 年かけて実際に全国各地を回り、ど
んな手応えがありますか。
小野　イベントの間中、子どもたちが本当に
終始笑顔でいてくれる。終わった後も楽し
かったです、ありがとうございます、という
言葉をたくさん聞けるので、自分ではいい方
向でできているんじゃないかなと思っていま
す。リーグの方では何か把握されていますか。
辻井　想像以上の効果を感じています。教
室の最後に毎回、Ｊリーグの公式 YouTube
チャンネルに掲載した動画（「サッカーがで
きなくなる日 !?」）を見てくださいねってお
願いしていますけど、そうすると本当に再生
回数が 100 回、500 回と地道に伸びていき

ます。参加者から回収したアンケートのコメ
ント欄からも相当、子どもたちの心に響いて
いることが分かります。「僕が変わればお兄
ちゃんも変わるし両親も変わる。学校の先生
も変わってくれるから僕から変わります」と
書いた小学 3 年生がいたり。それを見たお
父さんが「心を入れ替えました。僕もできる
ことからやります」と書き添えたり。
小野　それはうれしい話ですね。うちの子ど
もを見ていても今は学校でサステナの勉強を
していて、下の子なんて僕より知識があるん
じゃないかなって感じることがありますもん
ね。
辻井　ファンやサポーターにも理解が深まっ
ているようです。実は J リーグが気候アク
ションをすることについて「そんなことより
リーグやクラブはもっと強化にお金を使うべ
き」みたいな意見が出てくるんだろうなとい
う勝手な先入観が僕にはあったんです。とこ
ろが、実際は違った。ほとんどが「Ｊリーグ
がこういうことを率先してやってくれてうれ
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しい」というポジティブなリアクションでし
た。「夏場にサッカーをやるのは危険だし反
対だった。Ｊリーグのおかげでお墨付きがも
らえた」とか。
小野　気候アクションを率先してやること
が、新たなサッカーファンを増やすことにつ
ながれば、それはそれでうれしいですね。
―回を重ねるごとに、教室の中身がブラッ
シュアップされていっていると聞きました。
そういう努力の成果でもあるんでしょうね。
小野　毎回いろいろな気付きがあるのは確か
です。参加する子どもたちをファーストに考
えて、どうやったらサステナトークが聞きや
すくなるのか、どうしたらサッカーに楽しく
取り組んでもらえるのか、みんなで話し合っ
ています。僕自身の勉強の場にもなっていま
すね。
辻井　僕が驚いたのは、前半と後半に分かれ
た教室で、後半のサッカーの部が小野さんや
子どもたちのすごいプレーを見て盛り上がる
のは分かるんですけど、前半のサステナトー
クの部も子どもたちの小野さんを見る目の輝
きがすごいことです。
小野　僕自身は決して先生じゃないし、気候
変動のこともまだまだ勉強中ですけど、サッ
カーと同じで、やらされている、聞かされて
いるという感覚にはしたくないので、表情も
言葉遣いも優しくして、なんか面白そうだな
と興味をかき立てる雰囲気づくりは意識して
います。説明もスタッフが工夫して絵やイラ
ストを多用してクイズ形式を取り入れたり、
気温が低くて今日は寒そうだなと思ったら挙
手ではなく回答に体を動かす要素を加えたり
……。
辻井 　臨機応変というか、事前に立てたプ

ランとは違う要素を即興的に取り入れるあた
りはさすが元プロサッカー選手という感じで

（笑）。いつも変わらないのは伸二さんの笑顔。
越後さんが「さわやかサッカー教室」なら伸
二さんは本当に「スマイルサッカー教室」と
いう感じ。
小野 　笑顔は僕のポイントだと思うので

（笑）。この取り組み自体、とにかく子どもた
ちに笑顔になってほしい、笑顔であり続けて
ほしいという思いでやっていますし。
―切実な問題を楽しく優しく伝えられる小野
さんの魅力に、この活動が負うところはかな
り大のようですね。
辻井　本当に小野さんの人間力は半端じゃあ
りません（笑）。僕も小野さんから大事なこと
を教わっていると感じるときがすごくありま
す。地球の温暖化についてはどうしても理詰
めの正論を吐きたくなりがちなんですが、本
当に大事なことは聞き手の心を開いて、その
人をポジティブな方向に向かわせることです
よね。伸二さんの語りにはそういう相手の心
を開かせるものがあると、いつも学ばせても
らっています。
―テーマとして深刻、それだけに議論は白熱

して先鋭化しがち。でも熱くなり過ぎると周
りのライト層はどん引きするし……そのあた
りのバランスは難しいところですね。
辻井　ある意味でマーケティングと似ていま
すよね。例えば、冬のアウトドア商品だって
極寒仕様という機能だけを追究すれば、熱が
逃げるジッパー部分は少ない方がいい。でも
それだと脱いだり着たりに手間がかかって街
着で使うには不便になって売れるものになら
ない。環境問題も専門家が集まって、とがっ
た先端部分の議論をいくらしても関心を持つ
人の輪はなかなか広がっていかない。そうい
う意味で伸二さんのような温度感で裾野を広
げてくれる人がいるのは本当にありがたいわ
けです。
―小野さんのような仲間をもっともっとリー
グとして増やしたいのでは。
辻井 　伸二さんは気候アクションの大切さ
を全国で伝えるアンバサダーのような役割を
果たしてくれています。各クラブにもそこで
暮らす人たちと近い距離感で一緒に動ける
リージョナル（地域）アンバサダーのような
存在がいて、小野さんたちとタッグを組んで
活動してくれると、よりいい感じで輪が広
がっていく気がします。
小野　地域に密着したクラブごとにファンや
サポーターと協力して情報を発信してくれる
選手やＯＢがいたら、確かに気候アクション
はより充実したものになりますよね。
―現役選手の間は競技に専念させろという考
え方はいまだ根強いと思うのですが、小野さ
んは気候変動の問題を現役の間に知り、気候
アクションへの協力を要請されていたらそれ
に応じていましたか。
小野　もちろん。むしろ現役の間の方が発信

力はあり、人を集めて対話するにしても、もっ
と大きく取り上げられたんじゃないかと正直
思います。どこのクラブにいたときでも地域
貢献活動の一環として、できたんじゃないか
なと感じます。
―それがピッチ上のパフォーマンスに良い影
響をもたらす可能性もある？
小野　どうですかね。でも気候変動の問題一
つを取っても自分たちには知らないことが多
いじゃないですか。そういう知らなかったこ
とが一つ一つ知識として身に付いていくと、
なんか得した気分になりませんか。それは人
間としての自信につながっていくんじゃない
かなとは思いますけど。
―競技という名の敷かれたレールの上を走る
だけがプロのサッカー選手ではないと。
小野　そこにはいろんな側面があると思いま
すけど、環境問題に関していえば、間違いな
くそう思います。自分たちが生きていくため
に必要な環境を良くするために率先して行動
するのは当然というか。もちろん練習や試合
の日程だとか、いろんなものを加味して本業
がおろそかにならないことを十分に考慮した
上でのことですが。環境問題は僕らだけでな
く、未来を生きる人たちに関わることなので、
先人が僕らのためにつくってくれた素晴らし
い環境を次の世代につなげていくのは僕らの
責任だという意識を誰もが持つべきだとも思
います。
辻井　Ｊリーグは気候アクションを通じて

「意識が変わる」「行動が変わる」「社会が変
わる」ことを目指しています。言い換えるな
らデフォルト（初期設定）の変更です。
小野　というと？
辻井　世の中の仕組みを変えるには、その前
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に常識と思われていることが変わらないとい
けない。一番分かりやすい例が喫煙です。昔
は路上喫煙は当たり前、道に平気でポンポン
吸い殻を捨てていた。そんな状況で分煙室と
か作っても誰も使わない。
小野　はい。
辻井　でも副流煙の問題を声に出す人が現
れ、お医者さんがエビデンスを出して、裁判
でも認められ、条例ができて、そういう世の
中全体の常識が変わって初めて分煙が可能に
なった。デフォルトが変わったわけです。
小野　辻井さんたちと出会って、僕自身のデ
フォルトも変わったってことなんでしょうね。
それまでなら見過ごしていたものに目が止ま
るようになったし。海外に行くと「こんなと
ころにソーラーパネルがあるんだ」とか。い
ろんな分野のエキスパートが温暖化を防ぐた
めに、いろんな力を発揮していることにすご
く興味を持つようになりましたから。Ｊリー
グと連携しながら気候アクションに取り組む
Ｊクラブ自体は着実に増えていますよね。こ
こから先はどんな展開を考えていますか。
辻井　Ｊクラブの意識は確実に変わりつつあ
ります。欧州に各リーグ、各クラブのサステ
ナビリティの進捗状況を評価する「スポーツ
ポジティブリーグ」という毎年発表されるリ
ポートがあるのですが、そろそろそのＪリー
グ版を立ち上げたいと思っています。Ｊクラ
ブのポジティブな変化を後押しする助けにな
ればと考えて。
小野　リポートの中身はどんな感じですか。
辻井　評価は 12 の項目でなされ、例えば、
その一つの「エデュケーション」という項目
では、クラブ内でどれだけスタッフや選手、
コーチに対して気候変動についての知識をブ

ラッシュアップする機会を設けているかが評
価されます。イングランド・プレミアリーグ
のトッテナム・ホットスパーは、トップチー
ムの選手に年 3 回も勉強会を開いているそ
うです
小野　すごいですね。
辻井　Ｊリーグでも、ギラヴァンツ北九州の
キャンプに呼んでいただき、練習後に社長、
強化部長、監督、コーチ、選手の 37 人全員
を前に座学を行いました。僕自身にとっても
現役選手の前でお話しするのは初めてのこと
でした。そのとき、石田真一社長が言われて
いたのは「サステナビリティをギラヴァンツ
の今後 10 年のビジョンの柱の一つにする」
ということでした。増本浩平監督からも選手
のセカンドキャリアなどを考えると、なるべ
く幅を広げてあげたいから遠慮なく時間を
使って話してくださいと言われました。本当
にありがたいことです。終わった後の選手の
反応もすごく良くて、「気候アクションで何
かできることがあったらやりたいです」とか

「ソーラーシェアリングの初期投資にはいく
らかかるんですか」とか多くの質問もいただ
きました（笑）。
小野　それは頼もしい（笑）。
辻井　J リーグの次の 10 年とか 20 年を考
えると、今の子どもたちが選手になっていた
り、ファン・サポーターになっていたりする。
ロングタームでのリターンみたいなことを考
えれば、今、子どもたちに向けて話すことは
とても理にかなっているはずです。これから
各クラブの中で選手が勉強をする機会を増や
して、関心を持ってくれた選手には地域の小
学校に行って気候変動について話をしてもら
えないかなと考えています。その教材に使え

る動画も実は作成中です。各クラブの中に気
候アクションアンバサダーみたいな仕組みを
つくり、各地域の学校を訪ねては学校の先生
と一緒にその教材を使って気候変動について
ワークショップをするような授業ができない
ものかと。
小野　どんな動画ですか。
辻井　スタジオジブリの作品にも数多く関わっ
た、田中栄子さんが立ち上げた STUDIO4℃ 

というアニメーション制作会社が中心になっ
て作ってくれています。小野さんも作中に
キャラクターとして登場していただく予定で
す（笑）。
小野　それは楽しみですね！　正直、僕一人
でやれることなんて高が知れています。だから
といって「どうせ何をやっても変わらないよ」
となってしまうと本当にダメになるので、そう
いう方向に向かわない環境づくりをみんなで考
えていけたらと個人的には思っています。小さ
なことでも取り組み続ける姿勢が大事なのかな
と思いますし、自分のやることは世のために
なっているという感覚を一人でも多くの人に
持ってもらえたら、きっと地球の環境はいい方
向に変わっていくと信じています。

（聞き手：日本経済新聞社　武智 幸徳）

北海道コンサドーレ札幌アンバサダー／
Ｊリーグ特任理事
小野 伸二さん
1979 年 9 月 27 日生まれ。静岡県出身。1998 年、浦和レッ
ズに加入。日本、オランダ、ドイツ、オーストラリアの 7
クラブでプレー。フェイエノールト在籍時には UEFA カッ
プ（現・UEFA ヨーロッパリーグ）で優勝を経験。FIFA
ワールドカップには 1998 年、2002 年、2006 年と 3 大
会連続で出場した。2023 シーズン終了後に現役を引退し、
2024 年 1 月 14 日に北海道コンサドーレ札幌のアンバサ
ダーに就任。2024 年からＪリーグ特任理事も務める。

J リーグ執行役員
辻井 隆行さん
1968 年生まれ。早稲田大学、東海社会人リーグでプレー。
1999 年、パタゴニア東京・渋谷ストアでのパートタイム 
勤務を経て、2000 年に入社。2009 年から 2019 年まで
日本支社長を務める。パタゴニア退職後、ソーシャルビジ
ネスコンサルタントとして、企業や NPO のビジョン・戦略
策定に携わる。2022 年 、Ｊリーグ社外理事に就任。2023 
年に執行役員に就任。サステナビリティ領域を担当して 
いる。
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動き出すための「チーム」をつくる

気候アクションは、個人の情熱だけでは続きません。
「誰がやるのか？」「どうやって動かすのか？」
最初の一歩を踏み出すとき、多くのクラブが直面するのは、
体制づくりの壁ではないでしょうか。

トップのコミットメントがあり、担当者が決まり、関係部署が連携してこそ、
サステナビリティは「やるべきこと」から「できること」「やりたいこと」へと変わっていきます。

この章では、気候アクションを継続的に進めるための「体制づくり」に焦点を当て、
実務に役立つステップと考え方を紹介します。
併せて、J リーグと FC 大阪のチームづくりの歩みと、
現場で生まれている葛藤や工夫もお伝えします。

“やり方” に正解はありません。
それでも、クラブの強みを生かして「自分たちらしく始める」ためのヒントが、
この章の中に一つでも見つかれば幸いです。

38 39



組織づくりのキーポイント

１．明確な責任者と窓口を設定する： 気候アクションのリーダーと社内の窓口を明確にする 
（同じ人でも OK）

２．�段 階 的 に 進 め る： 一度に全てを変えようとせず、小さな成功を積み重ねる

３．�データに基づいた活動： 取り組みの効果を数値で測定し、判断の根拠とする

４．外 部 リ ソ ー ス の 活 用： クラブで全てのことを解決しようとせず、 
Ｊリーグ、企業、NGO、他クラブに積極的に頼る

５．�積極的なコミュニケーションを重視： 取り組みの意義と成果を継続的に共有する

気候アクションの推進体制には、組織づ
くりのキーポイントを共通の土台としつつ、

「トップダウン型」と「営業部主導型」とい
う 2 つのアプローチがあるようです。ここ
でいう「営業部主導型」には、セールス部、パー
トナー事業部、渉外担当部など、パートナー

企業と直接関わる部署を含みます。
「トップダウン型」と「営業部主導型」の

どちらが優れているということはありませ
ん。クラブの状況や組織文化に合わせて、適
切なアプローチを選択してください。

トップダウン型のアプローチ

トップダウン型は、クラブの代表など経営層が主導し、組織全体にサステナビリティの重要性
を浸透させる方法です。大企業では主流のアプローチで、社長室の直下にサステナビリティ部を
置く例も多く見られます。以下に 4 つのステップを示しますが、進め方は柔軟に調整してくだ
さい。時には同時並行で取り組むこともできるかもしれません。

STEP

1 	 スタッフに取り組む意義を共有する

気候アクションを進めるには、スタッフの
理解と納得が欠かせません。

だからこそ最初の一歩は「クラブにとって
なぜこの取り組みが重要なのか」を、丁寧に
共有することから始めてみましょう。

その際には、日々の業務やクラブの理念と
結び付けて伝えることが、共感の土台になり
ます。例えば「再生可能エネルギー導入で光
熱費が削減された」「気候アクションをきっ
かけにパートナー企業が増えた」などの事例
を交えながら、取り組みがクラブにとっても
プラスになることを具体的に示していきま
しょう。

Ｊリーグの理念「地域に根差したスポーツ
クラブ」は、気候アクションと非常に親和性
の高い考え方です。地域の自然や暮らしを守
るという視点を共有することで、スタッフ一
人ひとりが「自分ごと」として関わるきっか
けになります。

その上で、環境の専門家や他クラブの担当
者を招いた勉強会や、定例ミーティングでの情
報共有など、無理のない形で “ 知る機会 ” をつ
くることが、自然な後押しにつながります。

STEP

2 	 担当者 /担当部署を決める

気候アクションを進めるには「誰が進行役
なのか」「どこに相談すればいいのか」を明
確にすることが大切です。中規模以上のクラ
ブであれば、サステナビリティ担当の専任部
署を設置するのが理想ですが、まずは他業務
と兼任の形でも構いません。担当者や窓口を
設けることで、周囲からの協力も得やすくな
ります。

また、マーケティング、地域連携、スタジ
アム運営など、他部署と連携できる体制を整
えておくことで、より実効性のある活動が実
現しやすくなります。
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気候アクションを進めるチームづくり
気候アクションと聞いても「どこから始めれば良いのだろう」「誰が担当するのが最適だろ

う」といった疑問を持つ方も少なくないでしょう。この章では、気候アクションを実施す

る土台である体制づくりについて、実践的なステップをご紹介します。既に体制が整って

いるクラブの方々は、次章以降の具体的な施策に進んでいただいても構いません。これか

ら体制づくりを始めるクラブや、体制づくりに悩みを抱えているクラブにとって、この章

が円滑なスタートの手助けとなれば幸いです。



STEP

3 	 できるところから、クラブらしく始める

体制が整ったら、いよいよ実際のアクショ
ンへ。まずは「どんな想いで始めたのか」「ど
んな人が動いているのか」といった背景を、
クラブ内外に伝えるところからスタートしま
しょう。可能であれば、目指す方向性や中長
期の目標、当面の取り組み内容なども併せて
発信することで、ファンや地域の方々、パー
トナー企業の理解と応援を得やすくなります。

具体的な取り組みは、このハンドブックを
参考に、実行しやすいものから無理なく始め
てみてください。その過程で得た学びや成果
は、SNS やホームタウンメディアなどを通
じて発信していくことで、外部とのつながり
もさらに広がっていきます。

STEP

4 	 成果を共有し、次の動きへつなげる

取り組みを進める中で得られた成果は、ぜ
ひ社内外に共有していきましょう。例えば、
ごみの削減量、CO2 削減効果、広報的な波
及効果、気候アクションをきっかけとした新
たなパートナーシップなど。また、数字では
表しにくい「スタッフの意識変化」や「ファ
ン・地域との関係性の深まり」も大切な成果
です。

こうした動きがクラブ内に浸透していく
と、サステナビリティ部門だけでなく、他部
署からも自然にアイデアや行動が生まれてき
ます。「調達にサステナビリティの観点を取
り入れたい」といった声が現場から上がるよ
うになるかもしれません。

トップダウン型のメリット

・�全社的に気候アクションに取り組む土壌ができ、気候アクション部署間の連携がしやすく
なる
・�中長期的な視点に立った投資判断や体制強化が進めやすくなる
・�経営層が発信することで、社内外に大きなインパクトを与えられる

営業部主導型のアプローチ

営業部主導型は、トップダウンではなく、まず営業部などから活動を始め、実績を積んだ後に
全社展開していくモデルです。営業部発の取り組みであっても、早い段階で経営層の理解を得る
ことで、他部門との連携や全社的な広がりがスムーズになります。経営層の巻き込みは常に意識
しながら、それぞれのステップを見ていきましょう。

STEP

1 	 営業部での実績づくり

営業部が中心となり、パートナー企業の獲
得につながる気候アクションを模索します。
環境に関心のある企業への新規提案や、既存
パートナーとの共同企画など、営業部が主導
して成果を生み出せれば、「気候アクション
がクラブの強みにもなり得る」と社内外に伝
わります。そのプロセスや結果を整理し、社
内外に共有できる形でまとめておくことが、
次の展開につながっていきます。

STEP

2 	 他部門との連携を広げる

営業部での取り組みが形になってきたら、
そこを起点に他部門との連携を進めていき 
ます。

例えばマーケティング部ではファン向けの
キャンペーン、運営部ではスタジアムでの具
体的な実践など、各部署の役割や強みを生か

した取り組みに広げていきましょう
営業部からの実績があることで「うまくい

きそう」という見通しを持ちながら動き出せ
るのも、このアプローチの強みです。

部署をまたいだ協働が自然と生まれれば、
クラブとしての一体感も高まっていきます。

STEP

3 	 全体の動きへとつなげる

複数の部署が関わりはじめ、取り組みの輪
が広がってきたら、全体をまとめる体制を整
えるフェーズです。専門チームを設けたり、
全体の方針や目標を定めたりして、気候アク
ションを “ 全社の取り組み ” として定着させ
ていきます。

進捗を定期的に確認できる仕組みを設ける
ことで、社内の連携だけでなく、パートナー
企業にも成果を可視化でき、信頼の厚い関係
づくりにもつながります。

営業部主導型のメリット

・�気候アクションが慈善活動やコストではなく、クラブの強みになることが見えやすい
・�実績ベースで説得力のある展開ができる
・�現場レベルの具体的な課題から始められる

42	 気候アクションを進めるチームづくり 	 気候アクションを進めるチームづくり	 43

Jリーグ気候アクション Jリーグ気候アクションJ リーグ 気候アクションハンドブック J リーグ 気候アクションハンドブック



「この指とまれ！」で始まった気候アクション

ＦＣ大阪「ACT NOW」が広げる共創の輪
2024 年、ＦＣ大阪は「ACT NOW」と名付けたサステナビリティプロジェクトを立ち上げ
ました。国内プロサッカークラブとしていち早く、選手、サポーター、地域、自治体、企
業など、あらゆるステークホルダーと共創・協力し、2040 年に二酸化炭素排出量実質ゼ
ロという大きな目標に向けた取り組みを進めています。ＦＣ大阪はどのようにクラブを位
置付け、企業や地域を巻き込んで活動の輪を広げてきたのか。その経緯や考え方について、
ＦＣ大阪の近藤祐輔社長、実務担当の小谷成太事業本部長、そして重要なパートナーであ
る OSAKA ゼロカーボン・スマートシティ・ファウンデーション（OZCaF：オズカフ）の由
比達也事務局長に話を伺いました。

―サステナビリティプロジェクト「ACT 
NOW」の中身は多岐にわたっています。そ
もそも、ほかの組織と一緒に社会課題に取り
組む風土や文化のようなものがクラブにあっ
たのでしょうか。
近藤　ＦＣ大阪は常日頃から「サッカーを通
じた地域社会への貢献」という理念の下、活
動しています。他の団体と協力して社会課題

の解決を目指すという、もともとあった風土
の中で、私たちは大阪３つ目のＪクラブとし
ての存在価値を常に模索してきました。後発
のクラブなので、他のクラブと同じことをし
ても埋もれてしまう。そこで、ＦＣ大阪は「地
域公共財」、つまり住民・サポーター・自治体・
企業など多様な関係者をつなぐハブのような
役割を模索し始めました。ただ単に関係者を

集めるだけではなく、互いが対等な立場で対
話し、Win-Win の関係を築けるよう心掛け
ています。ホームタウンの東大阪市、そして
大阪から世界に向けて経済的・社会的価値を
共創するために、価値創造プラットフォーム
になろうと考えました。
―気候変動に取り組んだきっかけを教えて下
さい。
近藤　大きなきっかけは2018年に大阪府と
締結した包括連携協定です。従来から大阪府
とはSDGsに関わる課題解決に協力していま
したが、この協定によって府政 PR、地域活
性化なども含む幅広い分野での連携が可能に
なりました。連携当初と比べて、今は特に気
候変動の分野で大阪府をはじめとするさまざ
まな自治体や企業との連携が増えています。
小谷　連携を始めた当時、私たちはＪＦＬ（日
本フットボールリーグ）に所属しており、ホー
ムタウンもまだ決まっていませんでした。地
域に根差すクラブになるには、地元自治体と
の対話や相互理解が欠かせません。大阪府も、
スポーツチームとの連携を通じた課題解決や
大阪の魅力向上を期待していたと思います。
対話を続けるうちに、自治体が抱える課題を
ＦＣ大阪の強みを生かして解決できる可能性
が見えてきました。そうした部分での協力体
制の中で取り組みが進み、信頼関係も深まっ
たと感じています。
―その協力関係が具体的にどう発展したので
すか。
小谷　自治体の方々との対話を通して「社会
課題の現状やその解決策を広く伝える」とい
う点での工夫が重要だと感じました。情報が
効果的に伝わらなければ、行動変容は起きに
くいものです。

活動を進める中で、私たちクラブは「社会課
題を伝えるメディア」として大きな役割を果
たせることに気づきました。特にホームゲー
ムでは多くのファン・サポーターが集まりま
すし、環境問題などをテーマとして取り上げ
る絶好の機会であることを実感しました。そ
うした機会を生かすことで、皆さまの具体的
な行動変容を間近で見ることもできるように
なりました。
このような経験を踏まえ、喫緊の社会課題で
ある脱炭素の取り組みをより一層加速させる
ための公民連携の場、つまりプラットフォー
ムが必要と考え、2021 年 7 月に大阪府や関
係企業の皆さまと一緒に、ゼロカーボン社会
の実現に向けた官民共創機関「OZCaF」を
設立したんです。現在は理事として参画し、
ACT NOW の各プロジェクトも OZCaF や
加盟企業と共に推進しています。
―クラブ主導でのOZCaF 設立は大きな転
機だったのですね。
由比　当時、私は大阪府に勤務しており
OZCaF の立ち上げ担当者の一人でした。
大阪府では公民連携を促進する専門部署があ
るほど、社会課題解決と経済成長の両立に力
を入れていました。
ＦＣ大阪の存在価値は、大阪府の公民連携に
おいて、当時から非常に高く評価されていま
した。そのため、OZCaF 設立においても、
ＦＣ大阪は重要な推進力でした。
私は気候変動対策には、スポーツ界の協力が
不可欠だと考えています。
小谷　サステナビリティプロジェクト ACT 
NOW を 立 ち 上 げ た 背 景 に も OZCaF の
存在が大きかったです。2024 年に日本財
団とＪリーグが開催したサステナビリティ 
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カンファレンスでトッテナム・ホットスパー
（イングランド）の取り組みを聞いたとき「今
ならＦＣ大阪の強みを生かせる」と直感しま
した。
カンファレンス後すぐ、OZCaF や関係企業
の “共創仲間” に集まっていただき、取り組
みの方向性や具体策を話し合いました。こ
れまで「点」で進めていたプロジェクトを、
ACT NOW として一つにまとめることがで
きました。とにかくスピード感を大事にし、
わずか 1 カ月後にはプロジェクトを公表で
きました。
―担当者が少ない中での運営は大変ではあり
ませんか。
小谷　クラブのフロントスタッフは 10 人程
度、うち ACT NOW 担当者は私一人です。
確かに一人で運営の全てを行うことは到底無
理ですが、実は、担当者が多くいても進まな
いケースもあると感じています。重要なこと
は「いかに多様な関係者をつなぎ、プラット
フォームを効率的に機能させるか」というマ
インドなのではないかと思うようになりまし
た。ですので、OZCaF や関係企業の専門部
署の方々に知識やアイデアなどを提供いただ

きながら、一緒にプロジェクトをつくり上げ
ていく過程を大切にしています。私自身が多
様なテーマの専門知識を全て学ぶのは難しい
ため、信頼できる仲間に頼り、サポートを受
けることが不可欠です。皆で気候アクション
への理念を共有し、補い合いながらゴールを
目指すことがベストだと考えています。
由比　ＦＣ大阪を中心に企業が自然に集ま
り、クラブ側に過度な負担がかからない形で
進んでいるのが「ACT NOW」の特徴です。
自社の技術やサービスを気候変動へ役立てた
い、ビジネスを広げたいという想いがありま
すから、ＦＣ大阪がメディア力や場を提供す
ることで、Win-Win の関係が築けています。
これから ACT NOW のプロジェクト範囲は
さらに広まるでしょうから、OZCaF として
は、3,000 を超える参画企業をＦＣ大阪に
つなぎ、共創パートナーをコーディネートす
る役割を果たしていきたいですね。
―気候アクション自体の持続可能性はあるの
でしょうか。チーム強化にもつなげられるの
が理想ですよね。
近藤　クラブはチーム強化だけのために存在
しているわけではなく、試合結果以外にも社

会的・経済的な価値を生み出すべきだと思い
ます。とはいえ、気候アクションもビジネス
につながらなければ長続きしません。これま
で、さまざまな社会連携活動やクラブ経営、
そしてチーム強化を切り分けて考えたことは
一度もありませんでしたし、脱炭素も例外で
はありません。実際、脱炭素関連の取り組み
がきっかけでユニフォームパートナーになっ
ていただいた例だってあるんです。
カテゴリーが上がるほど気候アクションや社
会連携活動の影響力も大きくなることは間違
いないですから、持続可能なアクションを通
じて、チーム強化への相乗効果も見据えなが
ら、さらなる高みを目指していきたいですね。
―そのビジネス面での効果についてもう少し
詳しく教えていただけますか。
近藤　クラブの周りの企業が持続しなけれ
ば、クラブも存在できません。企業同士をつ
なぎ、ビジネスを広げる場や企業価値向上の
機会を提供することで、クラブは価値創造の
プラットフォームになれると考えています。

特にホームタウンの東大阪市はものづくりが
盛んな地域ですから、ESG、つまり環境への
配慮（Environment）、社会課題への取り組
み（Social）、そして組織の透明性や健全な
運営（Governance）といった観点からの
取り組みが、いま多くの分野で注目されてい
ます。気候変動への対応も、こうした流れの
中で特に重要なテーマのひとつです。地域を
支える企業の持続性を高める気候変動対策や
企業価値向上に貢献することは、私たちの重
要な役割だと感じています。
例えば、2022 シーズンから始めた、スタジ
アムでの「家庭用の使用済み食用油」の回収
は、パートナー企業の植田油脂株式会社様が
回収拠点や量を増やし、再生燃料化にも取り
組まれています。ＦＣ大阪が起点となってビ
ジネスの幅が広がった好例です。
われわれが気候変動対策に取り組み、問題意
識を表明することで、脱炭素関連で関わって
くださる企業も増えていくでしょう。そうし
た企業との連携を増やし、価値を共創するこ

リユース太陽光パネルと高性能ポータブル蓄電池を活用し、ＦＣ大阪チアチーム「AQUA」のトラックステージに電力
を供給。

年
別
累
計
回
収
量
（
リ
ッ
ト
ル
）

0

50

100

150

200

250

12 月11 月10 月9月8月7月6月5月4月3月2月
2023 年 2025年2024年

14.5

35 33.5

48.5

87.590

12 18

48

90

110
103

123

48

125

66

150

88
97

179

97.5

194

100.2

194

168.5

0 0

廃食油 年別累計回収量

（提供：ＦＣ大阪）
回収した廃食油はパートナー企業の植田油脂株式会社にてリサイクルされバスやトラックの燃料として活用されます。
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とで、企業とクラブが相互の収益を伸ばすこ
とを目指しています。
私たちは脱炭素の専門集団になりたいわけで
はなく「サッカーを通じた地域貢献」という
理念の下で、現在は特に「脱炭素・気候変動」
を重要テーマとして取り組んでいるというこ
とです。
―「専門集団ではない」や「担当者は一人な
ので助けてもらっている」など、お話を聞い
ていると、クラブの弱みや課題をさらけ出し
ているようにも感じます。
小谷　はい、その通りです。脱炭素や気候変
動へのアクションはＦＣ大阪だけでは到底で
きません。小さなことでも大きなイベントで
も、関係企業と一緒に取り組むことで相乗効
果が生まれると考えています。
私たちの弱みやスキル不足を率直に伝えるこ
とで、異業種との接点が増え、想像もしな
かった共創が生まれています。ＦＣ大阪は脱
炭素だけでなく、多様な社会課題に向き合う
地域価値の創造拠点として、幅広くアンテナ
を張っています。それがクラブの強みです。
私たちは「この指とまれ !」と声を上げる役割。

この価値創造プラットフォームにたくさんの
共創パートナーが集まってきてくださった
ら、きっと社会の動きを変えられると思いま
すし、気候変動も抑えられると信じています。
だから ACT NOW を立ち上げたのです。
―クラブと企業の間には仲間のような関係性
も感じます。
小谷　仲間という意味合いも当然あります
が、企業やスポンサーに対しては対等な立場
で「一緒に成長していきましょう！」という
スタンスでいます。いただくパートナー料に
対して相応の価値をお返ししているという自
負もあります。お互いが Win-Win の関係を
保つ努力をすることが大前提です。
―実務担当として大切にしていることは何で
しょうか？
小谷　「なぜやるのか (Why)」という意味着
けが明確であれば、自然と行動が伴うと考え
ています。なぜＦＣ大阪や J リーグが気候ア
クションを進めるのか、常に原点に立ち返る
ことが大切です。
また、目標や KPI も大事ですが、私は過程を
重視しています。プロジェクトに関わる全て
の人が日常の意識や行動に気候アクションを
取り入れることが、社会全体のインパクトに
つながると思います。だからこそ、もっと多
くの地域や企業の皆さんに ACT NOW に関
わってほしいと思っています。
クラブの弱みも見せることで「このＦＣ大阪
と連携してみたい」と思っていただける「関
わり代

しろ
」をつくる。「このクラブと一緒に幸

せな未来を創れそう」とイメージしていただ
けるよう、どんな企業とも対話してお互いを
知る、という姿勢を大切にしています。

（聞き手：朝日新聞　潮 智史）

株式会社 F.C. 大阪
事業本部長

小
こ た に
谷 成

せ い た
太さん

大阪府出身。2017 年にＦＣ大阪へ入社。
営業としてパートナー企業の拡充に従事
し、現在は事業本部長としてさまざまな社
会課題解決をテーマにパートナー企業、行
政、その他団体との共創活動事業に多角的
に携わる。

OSAKAゼロカーボン・
スマートシティ・ファウンデーション
事務局長

由
ゆ ひ
比 達

た つ や
也さん

大阪府出身。和歌山市役所、枚方市役所、
大阪府庁で情報システム・広報プロモー
ション・政策推進業務を担当（約 20 年
間）。大阪府公民戦略連携デスク（大阪府
庁）では多種多様な社会課題解決につなが
る公民連携事業に携わる。2023 年 10 月、
OZCaF へ転職（現職）。MPD：事業構想
修士（専門職）、防災士。

株式会社 F.C. 大阪
代表取締役社長

近
こんどう
藤 祐

ゆうすけ
輔さん

北海道出身。青年期からサッカーに打ち込
み、ザスパ草津（現ザスパ群馬）に加入。
ＦＣ大阪に加入して現役引退後は事業側で
クラブを支え、2021 年 3 月に代表取締役
社長に就任。選手として培った経験を生か
し事業展開、地域振興に尽力している。

参考資料
ＦＣ大阪、「ＦＣ大阪の取り組み　ACT NOW」、https://www.fc-osaka.com/club-info/act-now
OZCaF（2024）、「ＦＣ大阪 ACT NOW プロジェクトと連携！ 11 月 9 日ホームゲーム開催時の場外イベントで OZCaF
会員企業（SyncMOF ／クローバー・テクノロジーズ／昭和製線）が出展、共創しました！」、
https://ozcaf.jp/2024/fcosaka_1109/
OZCaF（2024）、「JaZCaF × OZCaF ×ＦＣ大阪× HEROs PLEDGE 一斉アクション 2024 秋　“ デザインの力 ” で脱炭素、
気候変動へのアクションを起こそう ! ACT NOW!!」、https://ozcaf.jp/2024/heros-pledge_act-now/

ＦＣ大阪と複数の団体が連携し､ アートを取り入れた
参加型ワークショップを開催｡ 来場者と一緒に制作	
したカラフルなエコステーションが､ 楽しく分別を	
促しました
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トップの決断がきっかけでサステナビリティ部が誕生

今振り返れば、Ｊリーグにおける気候アク
ションへの本格的な取り組みは、チェアマン
の決断から始まりました。2022 年も終わり
に近づくころ、社会連携活動を担当していた
常勤理事の役職変更に伴い、当時、社外理事
を務めていた辻井に執行役員として組織に加
わるように打診したのです。

もともと「持続可能性を失いつつある自然
環境や社会を少しでも健全な状態で次世代に
残したい」という想いでさまざまな活動を続

けていた辻井は「自分の想いを形にしながら、
Ｊリーグに貢献することができるなら」とい
う気持ちで参画を決意します。野々村チェア
マンの後押しの下、2023 年 1 月の入社に
合わせて、それまでの社会連携部が対象とし
ていた領域を拡大する形でサステナビリティ
部が新設されました。その時、チェアマンか
ら出されたオーダーはシンプルかつ核心を突
くものでした。
「辻井さん、本気で取り組みたいんですよ

ね。これまでの経験を生かして、やるべきだ
と思うことをやってください。でも、あんま
り先を行き過ぎず、世間より半歩だけ前を歩
くように気にかけてほしい。そうすれば、よ
り多くの人々の理解が得られるし、仲間も増
えるはずだから」

この野々村チェアマンの決断で、Ｊリーグ
のサステナビリティ活動は大きな一歩を踏み
出すことになったのです。

現 時 点 で、 サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 部 は、
People（DE ＆ I）、Planet（気候アクション）、
Community（地域コミュニティの醸成）と
いう三つのテーマを掲げて業務を行ってい
ます。その中でも気候アクションは、緊急
度の高いテーマとして位置付けられました。
People や Community がＪリーグのサステ
ナビリティにとって最重要であることに疑
いの余地はありませんが、その土台である
Planet の健全性が失われれば、全ての活動

ができなくなってしまうからです。
しかし、新設部門であるサステナビリティ

部は、ほとんどのメンバーが他業務との兼務
からスタートし、気候変動に関する知識も限
定的なものでした。この人材不足を補ったの
が、有識者や専門家、外部パートナーとの連
携です。例えば、特任理事で ESG 投資やサ
ステナブル経営の第一人者でもある夫馬賢治
さんや、東京大学教授で気候変動のスペシャ
リストである江守正多さんには多くのアドバ
イスや示唆をいただいてきました。また、立
ち上げ当初には業務委託という形で伴走いた
だいた KPMG コンサルティング株式会社と
は、今では「気候アクションパートナー」と
いう形で正式に契約を締結しています。外部
の専門知識を取り入れる体制を構築したこと
で、活動推進の確からしさも高まり、スピー
ド感もグッと速まりました。

社内に少しずつ広がった共感と問題意識

トップの決断やサステナビリティ部の設立
という土台が出来上がった後、最初に大切に
したことは、社内で「サステナビリティ」や「気
候アクション」の大切さを理解し、応援して
くれる仲間を増やすことでした。

例えば、月に一回ほど業務時間後に「サス
テナトーク」という任意参加の社内イベント
を催して、軽食や飲み物を楽しみながらリ
ラックスして対話をする機会を設けました。
初回のサステナトークにチェアマンが顔を出
してくれたことで、参加していた社員に会社
のコミットメントを示せたことも大きかった
と思います。その後、いわき FC 実行委員の

大倉智さんやＪリーグ特任理事の中村憲剛さ
んとの対談など、さまざまなゲストをお招き
したり、参加者同士が話し合ったり考えたり
する時間をつくることで、サステナビリティ
に興味を持ってくれる社員の輪が少しずつ広
がっていきました。

その一方で気候アクションを推進する上で
の「客観的な裏付け」を求める声も少なくあ
りませんでした。ここで効果を発揮したのが
気候変動の科学的な根拠に加えて、政府が実
際に掲げている方針や諸外国の取り組み事
例などを分かりやすく提示することでした。
それに加えて「気候変動による試合中止数」
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―トップの決断と権限委譲が組織を動かす
「サッカーと気候変動の関係性ってどうなってるの？」

これは、2023 年にＪリーグでサステナビリティ部が発足したとき、私たちがよく耳にした声です。

それから現在に至るまで、私たちも手探りながら一歩ずつ進んできました。その過程で、社内の他

部門がサステナビリティに関する提案をしてくれるようになったり、気候アクションにより一層の関心

を寄せていただくクラブが増えたり、少しずつ変化が見えてきました。

とはいえ、私たちが取り組まなければならないことはまだ多く残されており、新しい課題に向き合う

ときは、今もまだ試行錯誤を繰り返しています。また、日 、々ホームタウンで活動しているＪクラブ

と主にプラットフォームとしての機能を提供しているＪリーグでは、置かれた環境や直面する課題も

異なります。それでも、私たちの経験が、これから気候アクションを始めようとしているクラブの皆さ

まの参考になったり、既に先進的な取り組みを行っているクラブの皆さまの新たなヒントになればと

願い、私たちの経験を皆さまと共有します。



や「それに伴う補填金額」という、より身近
で直接的な事業リスクを数字で示したこと
で、問題の切実さが伝わり始めたように思い 
ます。

さらに、地道な社内実践も浸透の鍵となり
ました。例えば、部門立ち上げ当初、マイボ
トルを持っていたのはサステナビリティ部の
メンバーをはじめとした数名だけでしたが、
総務部門との対話もあって、オフィス移転を
機にウォーターサーバーが導入され、徐々に
マイボトルを持つ人も増えました。今ではほ
とんどの職員が、自分のボトルやカップで、
お茶やココア、フェアトレードのコーヒーな
どのフリードリンクを楽しむようになってい
ます。「環境に配慮する」だけでなく、「手軽

で便利」な仕組みがあることで、少しずつ社
内に浸透していったのではないでしょうか。

また、Ｊリーグが行うさまざまな業務から
発生する CO2 についても、各部門の部長と
丁寧に対話を重ねた結果、例えば、商品販売
部門からサステナビリティ部に「在庫管理の
効率化」について相談が寄せられたこともあ
りました。各部門で働く職員が、自らの業務
課題とサステナビリティとの接点に主体的に
向き合い始めてくれた瞬間でした。

このような形で、まずは社内での連携を重
視することで、少しずつですが「サステナビ
リティ」が「特別なこと」ではなく「業務の
一部」として認識されるようになっていきま
した。

同じバスに乗ったらどこに行けるのか？

トップの決断で始まった施策の意義を多く
の関係者に理解していただくためには、「何
をするか」も大切ですが「どこに向かうのか」
を最初に示すことがとても大切です。

そういう観点から「サッカーと気候変動の
関係」について丁寧にコミュニケーションを
図りつつ、今、アクションを起こすことで「ど

んな未来を、どんなステップをたどって実現
しようとしているのか」を可視化する気候ア
クションロードマップの作成に力を注ぎまし
た。これは、いわば「気候アクション号」と
いう名のバスに乗ってくださる社内外のス
テークホルダーに、その行き先を明確に示す
ことでもあるのです。

「土壌を整え、水やりをする」支援者としての新たな役割

気候アクションの意義を最も大切なステー
クホルダーであり、協業者でもある各Ｊクラ
ブに共有していくときにも、同じような点に
留意しました。最初の対話では「サステナビ
リティって何？」「シャレン！（社会連携活動）
はどうなるの？」という反応や、「Ｊクラブ
がアクションを起こすには、気候変動は問題

が大き過ぎる」といった諦めにも似た声も少
なくありませんでした。

まずは、社内の時と同じように、気候変動
がサッカーの未来にも大きく影響することを
科学的根拠や国内外の動きなどを交えて説明
しつつ、先ほど触れたロードマップについて
も、その意図や背景も併せて共有すること

で、目指す方向性を丁寧に示すことに注力し 
ました。

同時に、サステナビリティ部の前身である
「社会連携部」と共に、主に教育や福祉に関
連するたくさんの意義深い活動を続けてきた
クラブ関係者に対して、シャレン！と気候ア
クションの関係性についてしっかりと説明す
ることは、とても重要なタスクでした。京都
で開催した各クラブの担当者を招いた 1 泊 
2 日のオフサイトミーティングでは、外部
の有識者や専門家も交えながら「ホームタ
ウン活動、シャレン！、サステナビリティ、
SDGs、気候アクション」といった概念につ
いて整理する場を設けました。併せて、各ク
ラブがホームタウンで長年取り組んできた活
動を通じて築いてきたネットワークこそが、
地域にも深刻な影響を及ぼす気候変動に立ち
向かう鍵になる——その点に改めて焦点を当
てました。こうした場を設けたからこそ、こ
れまでの活動を大切にしつつ、気候アクショ
ンという新たな課題に向き合うことの意義を
理解していただけたように感じています。

一方で、2024 年からは各クラブの社長や
実行委員の方々を対象とした気候アクション
に関する任意参加の情報交換会を、月に一度
の実行委員会に合わせて開催するようにしま
した。国内外のクラブの取り組み事例などを
参考にしながら、気候変動に向き合うことの
意義や可能性を、環境面だけでなく、経営
面からも考察することが目的です。当初は 5
～ 6 クラブの参加ではありましたが、Ｊリー
グと各クラブ経営者の目線を合わせるという
意味でも非常に有意義な場となり、回を重ね
るごとに増えていった参加クラブは 30 を超
えるほどになりました。こうしたことからも、

各クラブの関心が高まっていったことがうか
がえます。

この過程での大きな気付きの一つは、「何
をするか」だけを考えるのではなく「どうい
う姿を目指すか」も同時に考えることの重要
さです。クラブの経営と同じように、「目指
す姿」から逆算して戦略を考える「バックキャ
スト思考」を併せ持つことは、気候アクショ
ンにも不可欠です。こうした思考を取り入れ
ることで、リーグとクラブが共通の基盤の上
に立つことが可能になり、各クラブの取り組
みをより強力にサポートできるようになると
考えています。

現在、Ｊリーグとクラブは新たにスタート
した「Ｊリーグサステナビリティ事業活性化
プロジェクト」という大きな取り組みの一貫
として、各クラブの気候アクションを可視化
し、より多くのステークホルダーと共に成果
を上げるための仕組みづくりにまい進してい
ます。その仕組みを使って活動をしっかりと
発信していくことで、Ｊリーグとクラブの社
会的、経済的価値をも同時に高めることを目
指しています。Ｊリーグは、これからもクラ
ブの皆さまの尽力が大きく花開くための後押
しを行うことができるよう「土壌を整え、水
やりをする」支援者としての役割を果たすこ
とができる組織づくりを続けていきたいと考
えています。

52	 Jリーグの事例ートップの決断と権限委譲が組織を動かす 	 Jリーグの事例ートップの決断と権限委譲が組織を動かす	 53

Jリーグ気候アクション Jリーグ気候アクションJ リーグ 気候アクションハンドブック J リーグ 気候アクションハンドブック



C

HA
PTER

クラブのアクションを形にする
―12の切り口で考える気候アクション

クラブスタッフの工夫で実現した移動の仕組み、スタジアムでの環境配慮。
「当たり前」に思える日々の取り組みの中にも、実は気候アクションの芽が潜んでいます。
体制が万全でなくても、できることから始めることはできます。
既に多くのクラブが、気付かぬうちにその一歩を踏み出しているのかもしれません。

そして、その歩みはクラブの中だけで完結するものではありません。
地域に根差す J クラブだからこそ、さまざまな立場の人とつながりながら、
気候アクションの輪を広げていくことができます。

この章では、国際的な取り組み「Sport Positive Leagues（SPL）」の評価項目に基づいて、
気候アクションを 12 の切り口から紹介します。
導入までのステップや先行クラブの工夫を交えながら、
それぞれのクラブが自分たちらしくアクションを形にするための視点をお伝えします。

日々の活動を見直すことで、気候アクションの可能性が広がっていく——
この章が、そのきっかけとなることを願っています。
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# 信頼されるクラブに

#持続可能な
地域づくり

#無駄を減らして
コスト削減

#ファンや働く人も
心地良く

#ステークホルダー
と共に

既にやり始めていること

これからやりたいこと

ポリシーとコミットメント、
レポーティング

クラブの気候アクションの行き先を示す

ACTION 01

# 信頼されるクラブに

# 持続可能な
地域づくり

# 無駄を減らして
コスト削減

#ファンや働く人も
心地良く

#ステークホルダー
と共に

既にやり始めていること

これからやりたいこと

生物多様性

地球上の全ての命は運命共同体

ACTION 09

# 信頼されるクラブに

# 持続可能な
地域づくり

#無駄を減らして
コスト削減

#ファンや働く人も
心地良く

#ステークホルダー
と共に

既にやり始めていること

これからやりたいこと

使い捨てプラスチック
削減／廃止

お財布にも環境にも心地よい仕組みづくり

ACTION 05

# 信頼されるクラブに

# 持続可能な
地域づくり

#無駄を減らして
コスト削減

#ファンや働く人も
心地良く

#ステークホルダー
と共に

既にやり始めていること

これからやりたいこと

再生可能エネルギー

CO2を削減し、地元経済にも貢献

ACTION 02

# 信頼されるクラブに

#持続可能な
地域づくり

#無駄を減らして
コスト削減

#ファンや働く人も
心地良く

#ステークホルダー
と共に

既にやり始めていること

これからやりたいこと

教　　育

選手・スタッフ、ファン・サポーターとともに

ACTION 10

# 信頼されるクラブに

# 持続可能な
地域づくり

#無駄を減らして
コスト削減

#ファンや働く人も
心地良く

#ステークホルダー
と共に

既にやり始めていること

これからやりたいこと

ごみの削減／管理

ゴミとコストを削減させる循環の輪をクラブから広げる

ACTION 06

# 信頼されるクラブに

# 持続可能な
地域づくり

#無駄を減らして
コスト削減

#ファンや働く人も
心地良く

#ステークホルダー
と共に

既にやり始めていること

これからやりたいこと

エネルギー効率

「我慢」ではなく「快適な」環境づくり

ACTION 03

# 信頼されるクラブに

#持続可能な
地域づくり

#無駄を減らして
コスト削減

#ファンや働く人も
心地良く

#ステークホルダー
と共に

既にやり始めていること

これからやりたいこと

コミュニケーション

「伝える」から「一緒に考える」クラブへ

ACTION 11

# 信頼されるクラブに

# 持続可能な
地域づくり

#無駄を減らして
コスト削減

#ファンや働く人も
心地良く

#ステークホルダー
と共に

既にやり始めていること

これからやりたいこと

水の効率的な利用

水とコストを削減し、持続可能な地域に貢献

ACTION 07

# 信頼されるクラブに

# 持続可能な
地域づくり

# 無駄を減らして
コスト削減

#ファンや働く人も
心地良く

#ステークホルダー
と共に

既にやり始めていること

これからやりたいこと

環境負荷の少ない
移動手段

選手・スタッフ、ファン・サポーターも気持ちよく移動

ACTION 04

# 信頼されるクラブに

# 持続可能な
地域づくり

#無駄を減らして
コスト削減

#ファンや働く人も
心地良く

#ステークホルダー
と共に

既にやり始めていること

これからやりたいこと

持続可能な調達

つくる人、届ける人、使う人、みんなにやさしい選択を

ACTION 12

# 信頼されるクラブに

# 持続可能な
地域づくり

# 無駄を減らして
コスト削減

#ファンや働く人も
心地良く

#ステークホルダー
と共に

既にやり始めていること

これからやりたいこと

プラントベース食品／
低炭素食品

おいしく楽しく、地球にやさしい「推しメニュー」

ACTION 08

ACTION   LIST
下記 12 の領域およびロゴは、2026 年 1 月からＪリーグも参画予定の Sport Positive Leagues によるものです
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なぜ重要なのか

発信しなければ、伝わらない

多くのクラブが既に何かしらの気候アク
ションを始めていると思います。しかし、方
針やコミットメントが明確でなかったり、取
り組みがまとまった形で発表されていなかっ
たりすることで、その意義や全体像が見えに
くくなっているケースも少なくありません。
せっかくの活動が、特定のステークホルダー

との限定的な対話で終わってしまう場面も見
受けられます。

方針があることで “共感の輪 ”が広がる

気候アクションの方針を定め、公表するこ
とで、クラブがどのような姿勢で取り組んで
いるのかが伝わりやすくなります。

その姿勢に共感したファン・サポーターは、
気候アクションを自分ごととして受け止め、

より積極的に応援しようという気持ちになる
かもしれません。例えば、スタジアムでのご
み分別や公共交通機関の利用といった行動へ
の参加、気候アクションに関連したイベント
への参加を通じて、クラブとの関わり方が深
まっていきます。

また、そうしたイベントがきっかけとなり、
これまでサッカーに関心のなかった層や、気
候・環境に関心を持つ人々との新たな接点が
生まれ、新しいファン・サポーターを迎え入
れる機会につながるかもしれません。

パートナー企業との接点にもつながる

環境への貢献は、企業にとっても重要な経
営テーマです。クラブの気候アクションに対
する方針やコミットメントが明確であれば、
企業にとって「共に取り組む意義」が見えや
すくなり、協業のきっかけとなります。目指
す未来と現在地が整理されていれば、企業が
関われる「余白」も可視化され、具体的なパー
トナーシップへと発展しやすくなります。

自治体との連携もスムーズに

多くの自治体がカーボンニュートラルを宣
言していますが、具体的な取り組みで悩んで
いるケースも少なくありません。クラブが気
候アクションの方針を掲げ、発信することで、
地域の環境課題に向けた連携がスムーズに進
む可能性が高まります。特に、スタジアムが
自治体所有の場合、スタジアムの電力切り替
えや省エネ化など、多くの気候アクションを
実施する際に自治体の理解が不可欠です。

組織の軸であり、対話の入り口になる

方針やコミットメントを定め、レポーティ
ングを通じて発信することは、クラブの気候
アクションを継続的に進めるための “ 組織内
の軸 ” であると同時に、外部との対話を始め
るための “ 入り口 ” でもあります。それは、
クラブがどんな未来を描き、社会とどう繋
がっていきたいのかを示す、いわば羅針盤の
ような存在です。

実践のアイデアと取り組み事例

STEP

1 	 気候アクションに取り組む意義の明確化

環境方針を策定する最初のステップとして
「なぜ気候アクションに取り組むのか」「気候
アクションを通じてどのようなクラブになり
たいのか」というクラブの想いを言語化する
ことをお勧めします。この想いが明確になっ
ていることで、クラブ内の他部署の理解や協
力が得られやすくなったり、社外のステーク
ホルダーとの会話もより具体的に進めやすく
なります。

清水エスパルスでの事例

清水エスパルスでは「地球にやさしい
サッカークラブであるために。次世代に
快適にサッカーのできる環境を引き継い
でいくために。」をコンセプトに掲げて
おり、気候アクションへの取り組み姿勢
について、ウェブサイトの専用ページを
作って公開しています *1。
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ポリシーとコミットメント、
レポーティング

Ｊクラブが取り組む気候アクションは、クラブと地域社会にどんな価値をもたらすのでしょ

うか。日本でも少しずつ脱炭素に向けた動きが広がっていますが、その意義や可能性はま

だ十分に伝わっていないように感じられます。

気候アクションとは、単にクラブの温室効果ガス削減（≒脱炭素）の取り組みだけではあ

りません。

クラブが持つ発信力やつながりを生かして、社会全体の脱炭素に貢献する—そんな役割が、

Ｊクラブにも求められています。

その姿勢をクラブの方針として明確にし、ファンや地域、パートナー企業に伝えていくこ

とが、共感や信頼を育み、クラブの経営基盤や新たなパートナーシップの可能性を広げて

いくでしょう。

ACTION 01



STEP

2 	 現状分析

気候アクションには大きく分けて以下の 2
つの方向性があります。

クラブのネガティブインパクトの低減

クラブの温室効果ガス排出量の低減、ク
ラブからのごみの削減など

社会全体へのポジティブインパクトの創出

地域での再生可能エネルギー普及、パー
トナー企業やファン・サポーターの行動
変容につながる活動など

この 2 つの視点で現状の取り組みを整理
してみましょう。温室効果ガス削減量など定
量的に把握できているものは、数字も一緒に
書き出してみてください。

STEP

3 	 目標の設定

温室効果ガス排出量の把握と削減目標の
設定は、情報開示の重要な要素です。まずは
Scope1、2（直接排出と電力使用）から始め、
徐々に Scope3（その他の間接排出）へと範
囲を広げていくのが一般的です。温室効果ガ
ス排出量以外にも、クラブの方針を伝える重
要な指標があります。このハンドブックの各
項目も参考に具体的な目標を設定しましょう。

Scope1、2、3 について P28

CO2 排出量を算定する際、その排出源
を以下の 3 つの Scope に分類します。

Scope1：クラブが直接排出する CO2

スタジアムでの都市ガス使用、クラブ所
有車両の燃料使用など

Scope2：�購入した電力の使用に伴う 
間接排出 

スタジアムや練習場での電力使用など

Scope3：電力以外の間接排出
選手・スタッフの移動 P74

廃棄物の処理 P86

商品関連、調達 P128 　　など

（出典：Liverpool FC（2025）*2）
サステナビリティに関する受賞実績や成果を、数値やアイコンを使い分かりやすくまとめています。

STEP

4 	 行動計画の策定

それぞれの目標に対する具体的な行動計画
を立てます。全ての計画を自前で実施する必
要はありません。計画の中に協力者を募集す
る項目があっても良いでしょう。むしろ、そ
うした「余白」があることで、新たなパートナー
シップが生まれる可能性が広がります。

STEP

5 	 進捗の共有

1 年目は現状分析の結果と目標を中心に開
示します。2 年目以降は実際の取り組みの進
捗を報告してみましょう。

計画通りに進んでいない項目があっても、
その要因分析と今後の対応方針を含めて開示す
ることが大切です。それが新しい協業につな
がったり、自治体との対話を深めるための材料
になったりするからです。

リバプール FC（イングランド）の 2023-24 シーズンの成果報告
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国際的な認証やイニシアチブ

目標設定や成果報告の信頼性を高めるためには、国際認証の取得や国際的なイニシアチブへの
参加が効果的な選択肢となります。スポーツ業界で注目される重要な認証・イニシアチブについ
て説明します。

ISO20121

イベント運営における持続可能性に関す
る国際規格です。この認証を取得するこ
とで、環境負荷の低減、地域社会への貢
献、経済的な持続可能性など、イベント
運営全般における持続可能性を体系的に
管理・改善できます。また、ステークホ
ルダーに対して、持続可能性への取り組
みを客観的にアピールすることができま
す。

ISO50001

エネルギー管理に関する国際規格です。
スタジアムや練習施設など、多くのエネ
ルギーを使用するスポーツ施設の運営に
おいて、環境負荷の低減と運営コストの
削減を期待できるツール。日本でもさま
ざまな業種の企業が導入しています。

SBT（Science Based Targets）

パリ協定が定める気温上昇を 1.5℃以下
に抑えるという目標に整合した、科学的
根拠に基づく温室効果ガス排出削減目
標を設定するためのイニシアチブです。
SBT 認定を受けることで、気候変動対
策への具体的な貢献を示すとともに、長
期的な視点での事業リスク管理にも役立
ちます。FC 大阪は日本のプロスポーツ
クラブとして初めてこの認定を受けてい
ます。

Sports for Climate Action Framework

国連気候変動枠組条約（UNFCCC）が
主導するスポーツ関係者を対象にした気
候変動対策の枠組みです。このイニシア
チブへの参加により、国内外に気候アク
ションのリーダーシップを示すことがで
き、国際的なスポーツコミュニティとの
知見共有や協力関係の構築のきっかけに
もなります。日本では既に、日本オリン
ピック委員会や B.LEAGUE の名古屋ダ
イヤモンドドルフィンズなどが参加して
おり、J リーグも申請手続きを進めてい
ます。

連携のヒント

地域に密着した金融サービスを提供する地
方銀行も近年、取引先企業のサステナビリ
ティの推進に力を入れています。気候アク
ションの戦略を練ったり、情報開示を行う際
は地方銀行との連携も検討してみましょう。

例えば、静岡銀行では「しずおか GX サポー
ト」として温室効果ガス排出量の算定に関す
る専用ツールを提供するなど、地元企業の情
報開示をサポートしています。

参考資料
*1 清水エスパルス（2024）、「エコ活動」、https://www.s-pulse.co.jp/csr/eco
*2 Liverpool FC (2025), "The Red Way", https://www.liverpoolfc.com/theredway

62	 ポリシーとコミットメント、レポーティング 	 ポリシーとコミットメント、レポーティング	 63

Jリーグ気候アクション Jリーグ気候アクションJ リーグ 気候アクションハンドブック J リーグ 気候アクションハンドブック



なぜ重要なのか

環境へのインパクトを大きく減らせる

日本で排出されている CO2 の約 4 割は発
電時に排出されています *1。これは、日本の
電気の約 7 割が、化石燃料からつくられて
いるためです *2。再エネ由来の電気を使用す
ることは、クラブの排出削減に直結します。

経営の安定とレジリエンスを高められる

再エネは、化石燃料の価格変動や国際情勢
の影響を受けにくく、中長期的な電力コスト
の安定につながります。また、自家発電型の
再エネ導入により、災害時の電力確保も可能
になり、スタジアムやクラブハウスが地域
の防災拠点として機能することも期待でき 
ます。

地域経済にポジティブな循環を生む

地域で発電された再エネを購入したり、ク
ラブが再エネを導入したりすることは、地域
経済の活性化にも大きく貢献します。従来の
化石燃料から生まれる電力は、その代金の多
くが地域の外へ流れ出ていましたが、地元の

再エネを活用することで、エネルギーへの投
資が地域内を巡り続ける循環を生み出しま
す。クラブと地域の経済的な結び付きを強め、
より持続可能な地域社会の構築に寄与するこ
とにもなるのです。

実践のアイデアと取り組み事例

具体的な実践方法として、以下の 4 つの
ステップを示しました。必ずしも順番通り
に進める必要はなく、クラブの状況に応じ
て、実施可能なところから着手してください。 

また、一つのステップの完了を待たずに、並
行して次のステップに取り組むことも効果的
です。

STEP

1 	 電力契約状況の把握

まずは、クラブの電力使用実態を把握することから始めましょう。具体的には、各施設の年間
使用料、電力料金、契約プラン、契約更新日を把握しましょう。施設の中には、クラブが電力会
社と契約しているもの（事務所など）と、施設管理者が契約しているもの（スタジアムなど）が
あると思います。電力の切り替えの優先順位をつけるためにも、誰が契約しているのかも把握し
ておきましょう。

施設名 年間使用料 電力料金 契約プラン 契約更新日

クラブが電力会社
と契約している
施設

事務所

…

施設管理者が
電力会社と契約
している施設

スタジアム

…
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再生可能エネルギー
Ｊクラブが手軽に始められる、最も効果的な温室効果ガス削減策は何でしょうか。その一

つが再生可能エネルギー（再エネ）由来の電力を使うこと。そう言われても「どうすれば

再エネ由来の電気を使えるの？」「コストが高くなるのでは？」とちゅうちょしてしまうこ

ともありますよね。しかし、技術革新とコストダウンにより、再エネへの転換は現実的な

選択肢となってきました。スタジアムの照明から事務所のパソコンまで、私たちの活動に

不可欠な電気。この電気を温室効果ガスを排出しない再エネで賄うことができたら、クラ

ブのさまざまな活動がぐっとサステナブルに近づくのです。

ACTION 02



STEP

2 	 クラブ管理施設の再エネ化

クラブが直接契約している電力について
は、まず以下の「4 つの選択肢」から、「観点」
を参考に、施設に合った最適な方法を検討し
てみてください。複数の選択肢を組み合わせ
ることも可能です。必ずしも全面的な切り替
えである必要はありません。まずは一部の電
力契約を再エネメニューに変更し、段階的に
拡大していく方法も有効です。

4 つの選択肢

1）�現在の電力会社の再エネメニューへ
の変更

2）�再エネ100%、または再エネ比率の 
高い電力を販売する会社への契約 
切り替え

3）自家発電設備の導入
4）PPA ? の活用

観点

・�再エネ比率（太陽光、風力、水力など
の再エネの内訳）

・�どこで、どうやってつくられた再エネか
（環境に配慮されているかなど）

・�CO2 削減量などの環境価値の大きさ
・�初期費用とランニングコスト
・�料金プランと契約条件
・�導入までの期間と手続きの複雑さ
・�ストーリー性（地元で生産された「顔

が見える」電気など）

STEP

3 	 施設管理者との協議

クラブが利用しているスタジアムなどの施
設について、まずは管理者に、電力使用の状
況と、どのような電力プランで契約している
かを確認してみましょう。

その上で、利用者の立場から、再エネ電
力への切り替えを提案することも検討でき 
ます。

近年では、公共施設においても再エネ導入
や電力の切り替えが進んでおり、実現の可能
性は十分にあります。クラブのような継続的
な利用者からの要望は、検討を後押しする大
きなきっかけになります。

もし、すぐに契約の変更が難しい場合でも、
再エネ証書（非化石証書など）をクラブが購
入することで、実質的に再エネ化する方法も
あります。この手法であれば、施設の契約を
変更することなく、クラブとして環境価値を
確保することができます。

STEP

4 	 地域の再エネ発電への参画

地域におけるクラブの存在感を発揮しながら、地域の再エネ普及に大きく貢献するアクション
として、クラブが発電所を設置するなど、地域の再エネ発電事業に参画することには大きな社会
的意義があります。その過程を通じて地域とのつながりがより強く、深く、広がることはもちろ
ん、新たなパートナー企業の獲得の機会にもなり得るでしょう。

注目を集めるソーラーシェアリング

農地に支柱を立て、その上に間隔を空けて太陽光パネルを設置することで、農作物の栽培と
発電を同時に行う「ソーラーシェアリング」。作物の生育に必要な日照を確保しながら、余っ
た太陽光を使って発電を行うことで、農地を最大限に有効活用しつつ、農家の収入源の多様
化と地域のエネルギー自給にも貢献する取り組みとして期待されています。
◯�水戸ホーリーホックやガイナーレ鳥取は、ホームタウンでのソーラーシェアリングに挑戦
し、関係者との調整や手続きなどの課題を乗り越えてきました。耕作放棄地の解消と地域
の再エネ創出を実現する、新しい地域貢献の形として大きく期待されています。

! PPA とは？
PPA (Power Purchase Agreement：電力

販売契約 ) とは、発電事業者と需要家（J クラ
ブなど）が直接、電気の売買契約を行うこと
です。10-20 年の長期契約が一般的です。さ
まざまな種類の PPA がありますが、クラブの
敷地内に再エネを導入する際は、オンサイト
PPA と呼ばれる仕組みを活用できます。これ
は、発電事業者が費用を負担してクラブの施
設に太陽光パネルなどを設置し、発電した電
力をクラブが購入する仕組みです。需要家で
あるＪクラブは初期投資や維持管理の労力な
しで再エネ設備を導入できます。甲子園球場
では、この仕組みを活用して球場の屋根に太
陽光パネルを設置し、施設で使用する電力の
一部を賄っています *3。
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ガイナーレ鳥取が取り組む「しばふる太陽光
発電所」（太陽光発電と芝生生産のソーラー
シェアリング）。

提供 : 水戸ホーリーホック
水戸ホーリーホックが取り組む「GRASS ROOTS FARM 太陽光発電所」

（太陽光発電と化学肥料を使わない農業のソーラーシェアリング）。



連携や補助金のヒント

企業との連携

再エネ導入を効果的に進めるためには、さまざまな関係者との連携が重要です。特に以下の
3 つの連携を意識することで、プロジェクトの実現可能性がグッと高まります。

電力会社との連携
多くの電力会社は、再エネメニューや再エネ証書の提供を行っています。クラブの運営や試
合にそれらを活用し、その取り組みをスタジアムや SNS などで発信することで、ファン・サ
ポーターに「自分の使う電気を再エネに変える」という選択肢があるのを伝えることができ 
ます。

地域新電力からの電力購入

ジュビロ磐田のホームグラウンドであるヤマハスタジアムは「いわたゼロエミでんき」
という地産地消型の CO2 フリー電気を利用しています。磐田市近郊の再エネ発電所か
ら発電された電力を扱う地域新電力から電気を購入することで、環境負荷を抑えるだけ
でなく、地域内でお金を循環させることにも貢献しています *4。

自然エネルギー 100% の電気を届ける小売電気事業者からの電力購入

ギラヴァンツ北九州は、クラブハウスの電力契約を 100％自然エネルギー由来の電力
を提供する「ハチドリ電力」に切り替えました。ハチドリ電力では利用者が電気料金の
1％を社会貢献活動に寄付でき、その寄付先の選択肢にギラヴァンツ北九州のサステナ
ビリティ活動も加わりました。ファン・サポーターがハチドリ電力を契約することで、
クラブのサステナビリティ活動をより強力に支援できる仕組みになっています *5。

設備メーカーとの連携
太陽光パネルや蓄電池などの技術は目覚
ましく進歩しています。最新の技術を活
用した設備導入のノウハウを持つ会社も
増えてきました。スタジアムやクラブハ
ウスを実証実験の場として提供すること
で、メーカーの製品 PR や実証データ収
集を支援し、市場展開を加速する手助け
ができるかもしれません。

金融機関との連携
サステナビリティ関連の融資枠を設けて
いる地方銀行もあり、再エネ設備導入に
対して融資条件の優遇や特別な資金調達
スキームを提供してくれる可能性もあり
ます。

自治体との連携と公共施設向け補助金

多くの自治体が気候アクションを積極的に
推進しており、再エネ導入の協力を得られる
可能性が高まっています。自治体の再エネ導
入目標や計画に沿った提案をすれば、スムー
ズな連携が期待できます。また、有事の際に
は、スタジアムやクラブハウスは地域の防災
拠点としての役割を担うこともできます。再
エネ設備は災害時の電力確保として有効であ
り、蓄電池と組み合わせることでさらに安定
した非常用電源として機能します。これらの
設備を地域の防災計画に位置付ければ、導入
への理解も深まるでしょう。
「地域レジリエンス・脱炭素化を同時実現

する公共施設への自立・分散型エネルギー設
備等導入推進事業 *6」という公共施設への再
エネ導入を支援する補助金も活用できるかも
しれません。

民間企業の再エネ導入に関する補助金

民間企業の自家消費、または地産地消のた
めの再エネや蓄電池の導入に関する補助金も
あります。「民間企業等による再エネの導入
及び地域共生加速化事業 *7」を活用すること
で、ソーラーシェアリングやソーラーカー
ポートなどの太陽光発電の導入や、バイオマ
スや地熱などを利用した熱分野の脱炭素な
どに関して金銭的な支援を受けることがで 
きます。

参考資料
*1	 �全国地球温暖化防止活動推進センター (2024)、「脱炭素経営 EXPO セミナー資料」、
	 https://www.jccca.org/download/65477
*2	�環境エネルギー政策研究所 (2024)、「2022 年の自然エネルギー電力の割合」、https://x.gd/WEQug
*3	�関西電力 (2024)、「コーポレート PPA を活用した阪神甲子園球場の実質再エネ 100% の実現 ~ 阪神甲子園球場の	

オフィシャルエコパートナーに参画 ~」、https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2024/pdf/20241120_1j.pdf
*4	�ジュビロ磐田、「環境への取組み」、https://www.jubilo-iwata.co.jp/hometown/environment.php
*5	�ギラヴァンツ北九州、「【サステナビリティ】100% 自然エネルギー使用「ハチドリ電力」導入のお知らせ」、
	 https://www.giravanz.jp/club/16307/
*6	�環境省(2024)、「地域レジリエンス・脱炭素化を同時実現する公共施設への自立・分散型エネルギー設備等導入推進事業」、

https://www.env.go.jp/policy/post_170.html
*7	�環境省 (2024)、「気候変動対策資料」、https://www.env.go.jp/content/000248492.pdf
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なぜ重要なのか

温室効果ガスの削減に直結する

スタジアムやクラブハウスでは、照明・空調・
給湯などによって大量の電力が使われていま
す。これらの設備の効率化は、電力使用量の削
減を通じて、クラブの温室効果ガス排出量を大
きく減らすことにつながります。例えば、従来
型の照明をLEDに切り替えるだけでも、電力
使用量を約85％削減できるケースもあり*1、
脱炭素への即効性のあるアクションです。

経営の安定とコスト削減につながる

昨今のエネルギー価格高騰を受けて、光熱
費の見直しは多くのクラブにとって喫緊の課
題です。省エネ設備の導入により電力使用量
を抑えることで、経費の削減が可能になりま
す。また、LED のように交換頻度が少ない
設備は、メンテナンスコストの削減にもつな
がります。

快適性の向上にも貢献する

省エネというと「我慢」のイメージを持た
れがちですが、最新の空調システムや制御技
術を導入することで、より均一で快適な温度

環境を実現することができます。選手のコン
ディション維持や、ファン・サポーターの観
戦体験の向上にもつながります。

実践のアイデアと取り組み事例

STEP

1 	 現状把握と分析

施設のエネルギー使用状況を把握することから始めましょう。各施設の月次エネルギー使用量
と料金データを収集し、季節変動や利用状況との関連を分析します。エネルギー管理士の省エネ
診断を受け、専門的視点から改善点を把握するという選択肢もあります。この段階で優先的に対
策すべき設備や施設が明確になります。

STEP

2 	 費用対効果と削減効果の試算

設備更新にかかる費用、運用コスト削減額、CO2 削減効果を試算し、利用可能な補助金も考
慮に入れ、投資回収期間を計算します。具体的には以下のような対策が考えられます。

①照明の LED 化

スタジアム、クラブハウス、事務所など、施設全体の照明を LED に切り替えることで大き
な省エネ効果が期待できます。LED は従来の照明と比べて消費電力が少なく、寿命も長い
ため、電気代とメンテナンスコストの両方を削減できます。

②省エネ機器への転換

空調設備、給湯設備、ポンプなどを高効率機器に更新することで、大きな省エネ効果が得ら
れます。設備更新のタイミングで省エネ機器へ転換するのはもちろん、設備更新前のタイミ
ングであっても、省エネ機器へ転換した方がトータルのコストを抑えられる可能性もありま
す。また、モーターを使用している機器については、インバータ制御と呼ばれる、電圧や周
波数を制御することにより、必要なときに必要な能力での運転が可能になり、さらなる省エ
ネを実現できます。
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エネルギー効率
スタジアムやクラブハウスなどの施設は大量のエネルギーを消費する一方で、大きな省エ

ネポテンシャルを秘めています。

省エネというと、空調の設定温度を上げて暑さを我慢するなど「我慢」のイメージがある

かもしれません。しかし J クラブに求められているのは、快適性を損なわない形でのエネ

ルギー効率化です。最新の設備技術や制御システムを活用することで、快適性を損なわず

にエネルギー消費を抑え、光熱費の削減と温室効果ガスの排出削減を期待できます。エネ

ルギー効率の向上は、経済性と温室効果ガス削減の両面で効果が見込める取り組みとして、

最優先で検討すべき施策の一つです。

ACTION 03



③断熱対策

建物の断熱性能を向上させることで、空調負荷を大幅に削減できます。具体的には、外壁や
屋根への断熱材の追加、窓への断熱フィルム貼り付けや複層ガラスへの更新、出入口への自
動ドアやエアカーテンの設置などの対策により、夏季の冷房と冬季の暖房使用量を軽減でき
ます。

④変圧器の更新と統合

施設内の変圧器を高効率タイプに更新することで、変換ロスを低減できます。また、複数あ
る変圧器を負荷に応じて統合することで、さらなる省エネが可能です。

⑤センサー・制御機器の導入

人感センサーや明るさセンサーを導入し、必要な場所・時間だけ照明や空調を運転するこ
とで、無駄なエネルギー消費を防ぎます。ビルディングマネジメントシステム（BMS）? と 
組み合わせることで、より細かな制御が可能になります。

STEP

3 	 実施計画の策定

これらの対策を短期・中期・長期に分け
て計画を立てます。初期費用と効果を考慮
し、優先順位をつけて段階的に実施していき 
ます。

STEP

4 	 効果の検証と見直し

実施した対策の効果を定期的に検証し、必
要に応じて運用方法の改善や計画の見直しを
行います。この先も省エネ技術の進歩が期待
されるため、継続的に新しい技術の導入を模
索してみましょう。

補助金のヒント

「省エネルギー投資促進支援事業費補助金
*2」を活用することで、制御機能付き LED
照明器具や高効率空調の導入支援とエネル
ギー管理支援サービスに対する補助を受ける

ことができます。さらに、省エネ機器や断熱
に対する補助を出している地方自治体も多い
ため、国の補助金と共に地方自治体の補助金
を活用することも検討してみてください。

参考資料
*1	環境省、「LED 照明器具の導入」、https://www.env.go.jp/earth/ondanka/gel/ghg-guideline/search/pdf/01_215.pdf
*2	一般社団法人環境共創イニシアチブ (2025)、「省エネ補助金事業」、https://syouenehojyokin.sii.or.jp/34business/

!  BMS とは？
ビルディングマネジメントシステム（BMS）は、建物の設備を統合的に管理・制御するシステムです。

エネルギー（電気・ガス）や水の使用状況を監視し、最適な運転制御を行うとともに、セキュリティ、入
退室管理、防災設備の監視など、建物の安全性と快適性に関わるさまざまな機能を担います。照明・空調・
給排水などの設備をリアルタイムで把握・制御することで、省エネと節水を実現。データ分析による予防
保全や運用改善にも活用でき、スマートビルディングの中核となるシステムです。ブレントフォード FC

（イングランド）の Gtech Community Stadium や京セラドーム大阪など国内外のスタジアムに導入さ
れています。
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なぜ重要なのか

移動手段を見直すことで大幅な排出削減に	
つながる

日本の温室効果ガス排出量の約 16％は
運輸部門によるもの。そのうち 4 割以上
を占めているのが自家用車です。1 人を
1km 運ぶ際の排出量も、自家用車は他の
交通手段と比べて特に多くなっています。 
選手・スタッフ、ファン・サポーターの移動
手段を見直すことで、クラブに関連する温室
効果ガスの排出削減に直結します。

公共交通の利用は、地域にもポジティブな	
効果をもたらす

鉄道などの公共交通機関は、自家用車に比
べて排出量が格段に少ない移動手段です。ク
ラブが公共交通の利用を促すことで、地域全
体の排出削減や、交通インフラの維持、利便
性向上にもつながるかもしれません。

運輸部門における二酸化炭素排出量

わが国の各部門におけるCO2 排出量 運輸部門におけるCO2 排出量

運輸部門
など
18.5%

業務その他部門
17.3%

CO2 総排出量
10億 3,668 万㌧
（2022年度）

内訳

◯自動車全体で
　　運輸部門の 85.8%
    　（日本全体の 15.9%）
◯旅客自動車は
　　運輸部門の 47.8%
    　（日本全体の 8.8%）
◯貨物自動車は
　　運輸部門の 38.0%
    　（日本全体の 7.0%）

バス 1.7%
タクシー 0.7%
二輪車 0.4%

航空 5.1%
内航海運 5.3%
鉄道 3.8%

自動車以外

その他
15.0%

産業部門
34.0%

産業部門
15.3%

自家用乗用車
44.9%

営業用貨物車
21.6%

自家用貨物車
16.4%
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CO2 排出原単位 [g-CO2 / 人 km]（2022年度）

1 人を 1km運ぶ際に排出される二酸化炭素量

（出典 : 国土交通省 (2025)*1）

（出典 : 国土交通省 (2025)*1）
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環境負荷の少ない移動手段

試合日のスタジアム。全国から集まるファン・サポーターたちが一体となり、感動の瞬間

を共有します。この大規模な人の移動は、環境や地域社会にどのような影響を与えている

のでしょうか。

移動に伴う温室効果ガスの排出は、日本全体、そして世界的にも大きな関心事となってい

ます。さらに、自家用車での観戦は、排出の増加だけでなく、スタジアム周辺の渋滞など、

地域の方々の日常生活にも影響を及ぼします。

この点について、Ｊクラブにはまだまだできることがあります。選手の移動に関する温室

効果ガスの削減はもちろん、自家用車以外の選択肢をクラブが示すことで、ファン・サポー

ターの意識や行動にも変化が生まれます。スタジアムまでの道のりも、気候アクションの

一部にしていくことができるのです。
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実践のアイデアと取り組み事例

STEP

1 	 現状把握とデータ収集

まずは以下の 2 つの項目に分けて、ざっ
くりと現状を把握してみましょう。特に後者
については、完璧なデータを取ることは難し
いので、大まかな傾向が分かればオーケーと
いう気持ちで情報収集してみましょう。

選手・スタッフの移動

試合や練習での移動手段の現状を把握し
ましょう。また、飛行機や自家用車の使
用規定など社内の移動手段に関するルー
ルはあるでしょうか。

ホームゲーム来場者の移動（ファン・ 
サポータートラベル）

来場者アンケートを実施し、どの程度の
方が自家用車を利用しているのか、公共
交通機関の利用率はどの程度かを把握し
ます。また、スタジアムまでの主要な公
共交通機関の運行状況や、駐車場の収容
台数、試合日の稼働率なども確認してお
くことで、より実効性の高い施策を検討
することにつながります。

STEP

2 	 具体的な施策の立案

データを基に、実現可能な施策を検討しま
す。選手・スタッフの移動も、ホームゲーム
来場者の移動も、環境負荷を下げる方法は、
以下の 2 つの軸で考えてみましょう。

化石燃料を使用する輸送手段の利用を最
適化する

一人一台の車ではなく複数人が一台の車
に乗り合わせたり、自転車や徒歩の移動
を選択しやすい仕組みをつくることで、
温室効果ガスの排出量が減るだけでな
く、道路の混雑緩和や健康増進にもつな
がるかもしれません。

環境負荷の低いエネルギーを使う

従来のガソリン車からバイオ燃料車や電
気自動車（EV）への切り替えを促進す
ることで、移動に伴う温室効果ガスを削
減できます。EV の場合、再エネでつく
られた電力で充電することで CO2 を出
さない移動が実現します。

選手・スタッフの移動とファン・サポータートラベルに分けて具体的な施策や事例を紹介します。

選手・スタッフの移動

●�方針の策定：飛行機や自家用車の使用
に関する方針を検討します。

　◯�トッテナム・ホットスパー FC（イ
ングランド）は、選手・スタッフの
移動に関して、可能な限り飛行機で
の移動を最小限にするとし、2.5 時
間以内の移動は全てバスで移動する
と定めています。

●�社用車の EV化：ガソリン車から電気
自動車（EV）に変えると、走行中の
CO2 排出がゼロになります。燃料代
や車の手入れ費用も安くなるため、導
入を考える会社が増えています。

● �EV 充電器の設置：EV 充電施設の少
なさが、EV 導入をちゅうちょする理
由の一つになっています。事務所や
スタジアムに EV 充電器を設置する
ことで、スタッフやスタジアムの利
用者が EV を選択しやすくなるかも
しれません。

ファン・サポータートラベル

●�公共交通機関の利用促進：さまざま
なクラブが既に取り組みを始めてい 
ます。

　◯�モンテディオ山形では、公共交通機
関の利用促進策として、電車の切符
または乗車履歴を提示した来場者に
ドリンク引換券をプレゼントする取
り組みを実施 *2。

　◯�カターレ富山では最寄り駅からスタ
ジアムまでのバスチケットとスタジ
アムグルメのクーポンがセットに
なったお得なチケットを販売し、公
共交通の利用を促進 *3。

　◯ �AC 長野パルセイロでは、観戦チ
ケットと鉄道切符をセットで販売。
これにより、チケット購入時点か
ら環境に配慮した移動手段の選択
を促すことができます *4。

　◯�鹿児島ユナイテッド FCでは、地元
の交通局と連携し、ホームゲーム限
定の市電１日券を販売 *5。

●�乗り合いを推奨：公共交通機関の利用
が難しい事情がある方もいるかもしれ
ません。そのような方には、乗り合い
を推奨してみるのはいかがでしょう
か。

　◯�モンテディオ山形では、4人以上で
乗り合わせて来場した方に、スタジ
アムに近い優先駐車場への案内を行
うことで、自家用車の効率的な利用
を促進 *6。駐車場の収容台数に限り
がある中で、より多くのファン・サ
ポーターに快適に観戦いただくため
にも、効果的な施策となっています。
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参考資料
*1	 �国土交通省 (2025)、「運輸部門における二酸化炭素

排出量」、	
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/environment/
sosei_environment_tk_000007.html

*2	�モンテディオ山形 (2024)、「奥羽本線を “ 青白 “ で
埋め尽くせ !「電車でヤマガタイチガン !」実施のお
知らせ」、https://www.montedioyamagata.jp/news/
p/124347/

*3	�my route(2024)、「カターレ富山応援企画 『サッカー
×グルメ満喫バス往復チケット』」、	
https://toyama-city.myroute.fun/info/1060/

*4	�AC 長野パルセイロ (2024)、「お得に U スタへ !『パ
ル鉄スルーパスチケット』販売のお知らせ」、	
https://parceiro.co.jp/info/detail/MirCSu0wwY7j3MGlr
Vf1nFFyeTJNazVlb1BONzBFaFFMampxOW16RXV1aHd
5QkFYNlpQUXlqZFJ2Q1U

*5	�鹿児島ユナイテッド FC(2024)、「鹿児島ユナイテッド FC ホームゲーム限定市電 1 日乗車券販売のお知らせ」、
https://kufc.co.jp/2024/09/02/kufcshiden/

*6	モンテディオ山形 (2024)、「ニュースリリース 12611」、https://www.montedioyamagata.jp/news/p/12611/
*7	�ガンバ大阪、「駐車場案内」、https://www.gamba-osaka.net/c/stadium/parking.html
*8	�FC 大阪 note(2024)、「11 月 9 日 ( 土 ) 明治安田 J3 リーグ第 36 節 vs Y.S.C.C. 横浜 イベント情報」、	

https://note.com/fc_osaka/n/nc463726eaadf
*9	�モンテディオ山形 (2025)、「2025 リーグ戦は全試合で運行 !JR 山形駅 ~ スタジアム間シャトルバス運行について」、

https://www.montedioyamagata.jp/news/p/12790/

STEP

3 	 関係者との協力体制構築

環境に優しい移動手段を促進するには、さまざまな関係者との連携が欠かせません。まずは鉄
道やバス会社などの公共交通機関との協力を検討しましょう。試合日のアクセス改善や共同キャ
ンペーンなどを通じて、来場者がスムーズに公共交通機関を利用できる環境づくりが可能かもし
れません。

地方自治体との協力も重要です。多くの自治体は公共交通や環境問題に関する課題を抱えてい
ますので、連携することで地域に合った、より効果的な取り組みにつながるでしょう。この機会
に、利用可能な補助金についても相談してみることをお勧めします。

STEP

4 	 クラブからの情報発信

取り組みを成功に導くためには、利用者に届く情報発信が重要です。クラブの Web サイトや
SNS に各種施策の詳細や公共交通機関を使ったアクセス方法を分かりやすく説明します。実際
に利用された方の声や感想を SNS で共有し、取り組みの認知度向上を促していきましょう。

連携、補助金のヒント

他事業者との連携によるシャトルバスの運行

公共交通機関との連携が難しい場合、シャ
トルバス運行のノウハウを持つ事業者を探し
てみましょう。スタジアム行きのシャトルバ
スの新規導入ハードルを下げられる可能性が
あります。

既存シャトルバスとの連階

FC大阪ではスタジアム近くの温泉施設
の既存シャトルバスと連携し、ホーム
ゲーム開催時にスタジアムを経由する
ルートでのシャトルバス運行を試験的に
導入 *8。

シャトルバス運行の再開

モンテディオ山形では、来場者の約 7
割が自家用車を利用しており、試合開催
日における駐車場の混雑や CO2 排出量
の増加が課題になっていました。そこで、
2025 シーズンより山形駅からスタジア
ム間のシャトルバス運行を再開*9。「バ
スだとお酒が飲めて、スタグルも堪能で
きる」、「足が悪いので敷地内から出てい
て助かる」といった再開を歓迎する前向
きな反応が寄せられています。

活用できる補助金制度

クリーンエネルギー自動車導入促進補助金
クラブ車両の EV 化に活用できる補助金で

す。また、充電設備の導入補助もあり、スタ
ジアムでの EV 充電サービス提供にも利用可
能です。
商用車などの電動化促進事業

EV バスなどの導入に活用できる補助金で
す。スタジアムまでのシャトルバスはどん
な燃料で動いていますか? スタジアムまでの
シャトルバスを EV 化し、さらに使用電力を
再エネで賄うことで、来場者が CO2 を排出
せずに移動できる環境が整います。この補助
金は地方公共団体も補助対象になっているの
で、自治体に EV バスの導入を提案してみて
はいかがでしょうか。

パークアンドライドのご案内

自動車で移動

自動車で移動

パナソニック
スタジアム吹田

パナソニック
スタジアム吹田

P

自　宅 駐車（パーク） スタジアムへ公共機関に乗り換え
（ライド）

環境に
やさしい

渋滞
緩和

安心
確実

CO2 渋滞 違法駐車

イライラ イライラ
イライラ

イライラ

（出典 : ガンバ大阪ウェブサイト *7）
スタジアムの駐車場 / 駐輪場の案内とともに、パークアンドライドについても紹介しています。
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なぜ重要なのか

便利な使い捨てプラスチックは、世界中で
大量消費が進んでいます。特に日本の一人
当たりの消費量は、アメリカに次ぐ世界第 2
位という深刻な状況です *1。

この使い捨てプラスチックは私たちの生
活を便利にする一方で、次のページに示す 4
つの重大な問題を抱えています。

J クラブが使い捨てプラスチック削減に取
り組むことは、クラブの環境負荷を直接的に
減らすだけでなく、ファン・サポーターの環
境意識を高め、行動の変化につながるかもし
れません。

使い捨てプラスチックの問題点

生産にも廃棄にも CO2 が排出される

多くのプラスチックが石油由来の原料に
よって製造されています。そのため、生
産、流通、廃棄の全ての段階で CO2 が
排出されているのです。

生態系を壊す海洋プラスチック問題

ほとんどのプラスチックは時間がたって
も自然に返りません。海に流れ込むプラ
スチックごみにより、毎年数十万の海洋
生物の死を引き起こしています。

ほとんどが埋め立て・投棄で処分されている

1950 年以降、49 億トンのプラスチッ
クが埋め立てや投棄で処分されていま
す。これは廃棄されたプラスチックの約
79% に当たります。

リサイクルの限界

期待されてきたリサイクルですが、これ
まで世界で廃棄されたプラスチックのう
ち、材料として再生されているものは
9% 程度。複数回再利用されているのは
全体の 1% にも満たないのです。

（出典：GREENPEACE*2）

実践のアイデアと取り組み事例

使い捨てプラスチック削減戦略の立案

STEP

1 	 現状把握

まずは現状把握から始めましょう。スタジ
アム、事務所、寮など施設ごとにどんな使い
捨てプラスチックが使われているか記録して
いきましょう。意外と多くの使い捨てプラス
チックに囲まれていることに気が付くかもし
れません。

STEP

2 	 削減方法の検討

現状把握で洗い出した使い捨てプラスチッ
クをどうすれば減らせるか考えてみましょう。

削減戦略の優先順位

１）�そもそも使い捨てをやめられないのか？
２）�プラスチックからより環境負荷の低

い素材にできないか ?
３）�プラスチックをリサイクルできないか?
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使い捨てプラスチック削減／廃止
スタジアムでの飲み物、スタグルの容器やカトラリー。どれだけ多くの使い捨てプラスチッ

クに支えられているのでしょうか。日本は一人当たりの使い捨てプラスチック消費量が世

界でもトップクラスの国です。プラスチックを削減することは、プラスチックの生産から

廃棄までに排出される CO2 を減らし、海洋生物への悪影響を緩和することにつながります。

さらに、プラスチック削減は多くの企業が注力する分野でもあります。既存のパートナー

企業や技術を持つ企業との新たな協業を生み出せるかもしれません。

©Megloo（株式会社カマン）
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STEP

3 	 方針策定と優先順位の決定

いつまでに、どのくらい使い捨てプラス
チックを削減するのか明確な目標を立てま
しょう。その目標に沿って、どこから手を付
けるか優先順位を策定します。

STEP

4 	 実証実験

優先順位の高いものから、使い捨てプラス
チックを代替品に変えたり、仕組みを変えた
りしていきますが、まずは小規模な実証実験
を行いましょう。例えば、特定のエリアだけ
で実施したり、単発のイベントで試してみる
のが効果的です。

STEP

5 	 仕組みづくり

実証実験の結果を踏まえ、持続可能な取り
組みとして定着させるためには仕組みも変え
る必要があるかもしれません。例えば、スタ
ジアムの飲食店のカトラリーで使い捨てプラ
スチックをなくすためには、飲食店に説明し、
出店規則を変更する必要が出てきそうです。

使い捨てプラスチックをどのように削減するか

J クラブとの関係性が高く、使い捨てプラスチックの削減にも大きく貢献するペットボトル飲
料とカトラリーに焦点を当てて、削減案を考えていきます。

ペットボトル飲料

使い捨てから繰り返し利用が可能な仕組みに

●�ウォーターサーバーの導入

　�まず手軽に始められるのが、事務所や寮へのウォーターサーバー導入です。これにより日
常的なペットボトル使用を大幅に削減できます。さらに、スタジアムの要所にもウォーター
サーバーを設置することで、ホームゲームで出るペットボトル量も削減することができ 
ます。

　◯ �Bリーグの福島ファイヤーボンズはオフィシャルパートナーの協力の下、2024-25シー
ズンからホームゲーム会場にウォーターサーバーを設置しています *3。

●�リユースカップやタンブラー割引の導入
　�ウォーターサーバーの設置が難しい場合でも、リユースカップやタンブラー割引なら導入

できるかもしれません。リユースカップの導入事例はこちら P90

�プラスチックから代替素材へ
　紙パックなどの代替素材に変えられないか検討してみましょう。

�ペットボトルからペットボトルへの水平リサイクル
　ペットボトルの利用を変更するのが難しい場合は、ごみではなく資源として活用できる方
法を考えてみましょう。ペットボトルのリサイクル率が高いといわれる日本ですが、大半が
ペットボトル以外の繊維や包装フィルムなどにリサイクルされています。つまり、生まれ変
わった物の使命が終われば、結局はごみになってしまうのです。そこで注目されているのが、
ペットボトルを原料化し、新たなペットボトルを生み出す水平リサイクルです。「連携のヒ
ント」でさらに詳しく説明します。 P85
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カトラリー

使い捨てから繰り返し利用が可能な仕組みに
◯�浦和レッズは「マイカトラリー＆リユースカップをもって埼スタへ行こう！」という企画
を実施しました。この取り組みでは、来場者が食事の注文時に「カトラリー不要です」と
伝えるとエコトークンを獲得でき、20枚集めると浦和レッズオリジナルのエコグッズと
交換できます。このようにインセンティブを活用することで、来場者が楽しみながら使い
捨てプラスチックの削減に参加できる仕組みになっています *4。

プラスチックから代替素材へ
◯�湘南ベルマーレと鹿島アントラーズは、スタジアム内の飲食販売店の出店規則に、クラブ
指定の代替素材を使用したカトラリーの使用を義務付けています。これらの代替素材は各
クラブのパートナー企業が製造しており、パートナーシップを生かしながら、環境負荷の
低減に貢献しています。

連携のヒント

各クラブの取り組み事例から、Ｊクラブならではの強みを生かした連携の可能性が明確になっ
てきました。特に注目すべき強みとして、以下の 3 点が挙げられます。

●�中立的な立場を生かし、企業と行政をつなぐ架け橋となる役割：Ｊクラブは地域に根差し
ながらも特定の利害関係に縛られない立場から、多様なステークホルダーを結び付けるこ
とができます。

●�スタジアムを実践の場として提供：多くの人が集まるスタジアムは、環境施策の実証実験
や普及啓発の絶好の場となり、実際の効果測定も可能です。

●�取り組みの認知度を高める発信力：クラブの知名度とファン・サポーターへの影響力があ
るＪクラブの発信により、多くの人々に気候アクションを認知してもらえます。

このような連携の形は、使い捨てプラスチック削減に限らず、さまざまな社会課題の解決に応
用できる可能性がありそうです。

スタートアップ企業との連携

湘南ベルマーレは、リユース容器のシェアリングサービスを展開するスタートアップ企業、
株式会社カマンと連携し、使い捨て容器からリユース容器へ置き換え、返却率を調べる実証
実験を行いました *5。カマンはまだスタートアップ企業のため、通常のパートナー契約は難
しい状況でしたが、リユース容器の導入を行いたいクラブと、実証実験をしたいカマンの利
害関係が一致し、神奈川県のオープンイノベーション支援実践プログラム「ビジネスアクセ
ラレーターかながわ (BAK)」の支援を受けて実現しました。観客から「使い捨て容器より
も食べやすい」という感想が聞かれたり、メディアにも取り上げられたこともあり、両者に
とってより価値のある成果が生まれました。必ずしも従来型のパートナーシップにこだわら
ず、クラブとスタートアップ企業の双方にメリットのある新しい協力関係を築ける可能性も
あるかもしれません。

ペットボトルの水平リサイクルの仕組み構築

鹿島アントラーズは、ホームタウンの一つである鹿嶋市とパートナー企業 3 社と協力し、ペッ
トボトルの水平リサイクルの仕組みを構築しました *6。これまで個別に連携していたパート
ナー企業との取り組みが、水平リサイクルの導入をきっかけに有機的に結び付き、より効果
的な気候アクションの実現につながりました。

参考資料
*1	 �UNEP (2018), "SINGLE-USE PLASTICS:A Roadmap for Sustainability",
	 https://www.unep.org/resources/report/single-use-plastics-roadmap-sustainability
*2	�グリーンピース・ジャパン、「使い捨てプラスチック」、https://www.greenpeace.org/japan/issue/plastic/
*3	�福島ファイヤーボンズ (2024)、「CHANGE THE GOODs ACTION ホームゲーム会場ウォーターサーバー設置のお知らせ」、
	 https://firebonds.jp/news/detail/id=15380
*4	�浦和レッズ (2023)、「「マイカトラリーを持って埼スタへ行こう!!」対象店舗・商品追加のお知らせ【浦和レッズSDGs】」、
	 https://www.urawa-reds.co.jp/clubinfo/198474/
*5	�株式会社カマン (2024)、「日本初 !RFID でリユース容器の回収、利用者の参加を促進 ! 湘南ベルマーレと共同し、

Megloo の実証実験を 11 月 30 日 ( 土 ) に実施」、https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000007.000088978.html
*6	�鹿島アントラーズ (2023)、「カシマスタジアムにおけるペットボトル水平リサイクルの推進について」、
	 https://www.antlers.co.jp/news/club_info/95943

スタジアムに導入した
回収ボックス。

鹿島アントラーズと鹿嶋市
およびパートナー企業との連携。
※県立カシマサッカースタジアム（現メルカリスタジアム）　
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なぜ重要なのか

“ 捨てた ”ごみが残すもの

「ごみの行き先」と聞いて、皆さまはど
んなことを想像されますか。ごみは、燃や
せばその煙と共に CO2 が大気へ、埋めれ
ば土の中から CO2 の 25 倍もの温室効果を
持つメタンガスが発生します。日本の温室
効果ガス排出量の約 3% が実はこの「捨て
たはず」のごみから発生しているのです *1。 

さらに、私たちのごみの最終的な行き場であ
る処分場は悲鳴を上げています。このまま
のペースでは、わずか 23 年後には日本中の
処分場が満杯になる見込み *2。私たちが普段
行っている「捨てる」という行為は、実は
地球環境に大きな足跡を残し続けているの 
です。

ごみ削減がクラブにもたらす可能性

J クラブにとって、ごみ削減は環境への貢
献以外のメリットも期待できます。不必要な
ものを見直すことは、コスト削減や業務効率
化にもつながります。また、ユニフォームの
端材などを活用したアップサイクルは、環境

意識の高いパートナー企業との協業や、サス
テナビリティに関心を持つファン・サポー
ターとの関係づくりにもつながるかもしれま
せん。

実践のアイデアと取り組み事例

ごみの削減／管理に関する戦略の策定

STEP

1 	 施設別・活動別のごみの量と種類の把握

スタジアムや練習場など施設ごとの廃棄物
の発生状況を調査します。試合開催日、イベ
ント実施日、それ以外の日など、活動内容に
よる変動も記録することで、より効果的な削
減策の立案につながります。これらの計測
と記録を日常業務に組み込む方法や、誰に
協力を依頼するかなどについても検討しま 
しょう。

STEP

2 	 実行可能な施策の検討と優先課題の特定

調査結果を基に、量が多い廃棄物や環境負
荷の大きい廃棄物を特定します。その中から
コスト面や運用面での実現可能性を考慮し、
短期・中期・長期の時間軸でごみ削減策を整
理し、優先的に取り組む課題を決定します。
できることから着実に実施していきましょ
う。

STEP

3 	 定量的な目標の設定

優先課題が決まったら、定量的な目標を設
定しましょう。具体的な数値目標を設定する
ことで、社内外でのコミュニケーションを円
滑にできたり、進捗状況の客観的な評価につ
ながります。

目標策定の事例

リバプール FC（イングランド）は前年
比10%のごみを削減することを誓約し、
マンチェスター・シティ（イングランド）
は 2025 年から 2026 年までにごみゼ
ロの組織となる目標を掲げています。

STEP

4 	 仕組み化

調達方針の見直しやスタジアムの出店規約
の変更により、ごみ削減を他部署や外部関係
者にも促す仕組みを導入できます。また、ご
み削減の意義や管理方法について定期的な説
明会を実施し、現場での実践をサポートする
ことで、よりスムーズに仕組みが導入できる
でしょう。
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ごみの削減／管理
試合後に山積みになる飲食容器、一度きりで捨てられるチケット類、選手寮から出る食品

廃棄物など、どうしても多くのごみが出てしまいますよね。クラブの運営上、仕方がない

側面がある一方で、既にお気付きかもしれませんが、ごみの処理過程でも多くの温室効果

ガスが発生し、気候変動にも影響を与えています。

そんな中、近年はリユースカップや電子チケットなど、ごみを出さない新しい技術やサー

ビスも登場し、スタジアムでのごみ削減の可能性が広がっています。そして、選手・スタッフ、

ファン・サポーター、地域の方々に影響力のあるＪクラブがごみの削減に取り組むことで、

その学びはおのおのの日常生活へと広がり、社会全体でのごみの削減にもつながることが

期待できます。
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ごみの削減の手段

3R（リデュース、リユース、リサイクル）は聞いたことがあるのではないでしょうか。ここでは、
ごみの削減・管理に向けて、より詳細な分類である 6 つの R を紹介します。最も環境負荷を減ら
せる方法を左から順に並べています。まずはReduce（削減）から検討し、どうしてもごみになっ
てしまうものについては、最後の手段としてRecycle（リサイクル）を考えましょう。

Reduce（削減）

全ての取り組みの基本となる「作る・使
う量を減らす」考え方です。必要以上の
物を購入しない、使い捨ての物はなるべ
く使わないなど、日々の業務の中で意識
できる部分が多くあります。
◯�浦和レッズは、シーズンチケットの
IC カード化とQRチケットの導入に
より、紙の使用量を大幅に削減してい
ます *3。

◯�ブレントフォード FC（イングランド）
は 2021 年にホームキットを 2年サ
イクルで更新すると発表しました。
ファン・サポーターのお財布にも環境
にも良い取り組みで、ファン・サポー
ターからも好評を得ています *4。

Reuse（再利用）

修理などの手を加えずに、そのままの状
態で繰り返し使用すること。まだ使える
物を譲り渡したり、シェアしたりする仕
組みも含まれます。
◯�北海道コンサドーレ札幌は、ブックオ
フコーポレーション株式会社と連携
し、スタジアムに専用の古本回収ボッ
クスを設置。集まった古本の買取額は
クラブの活動に活用される仕組みに
なっています *5。

Repair（修理）

壊れた物を修理して長く使い続けるこ
と。修理は物を大切にする組織文化の醸
成にもつながります。また、修理を通し
てさらにその物に愛着が湧くきっかけに
もなり得ます。

�Repurpose（再活用）

素材はそのままに、少し手を加えて異な
る製品に作り変えること。リメークや
アップサイクルとも呼ばれます。リサイ
クルのように原料に戻す工程は必要な
く、分解・組み立てなどの作業で新たな
価値を生み出すことができます。
◯�セレッソ大阪は、スタジアムで使用し
たバナーをトートバッグに、選手が試
合で着用したユニフォームのパンツを
サコッシュに生まれ変わらせ、アップ
サイクルオークションを実施していま
す。また、ホームゲームにてファン・
サポーター向けにバナーを使用したコ
インケースを製作するアップサイクル
ワークショップも開催しています *6。

�Rot（堆肥化）

自然由来の素材を土に返すこと。コンポ
ストとも呼ばれ、産業型の大規模な設備
から小規模でも始められる仕組みまで、
さまざまな手法があります。
◯�湘南ベルマーレでは、食堂から排出さ
れる残渣 (野菜の切れ端やフルーツの
皮など )をコンポストへ投入し有機土
壌を作りました。その有機土壌を地
域にお裾分けしてミニトマトを栽培。�
環境活動を通じた地域とのつながりに
も貢献しています *7。

�Recycle（リサイクル）

使用済みの製品を回収・分別し、原材料
として再利用すること。ただし、リサイ
クルには多くのエネルギーと手間がかか
るため、他の 5 つの R を優先的に検討し、
それらが難しい場合の選択肢として考え
ることをお勧めします。水平リサイクル
についてはこちら P83 & P85参考資料

*1	 �環境省 (2024)、「廃棄物分野における地球温暖化対策について」、
	 https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/sangyo_gijutsu/chikyu_kankyo/ondanka_2050/pdf/004_06_00.pdf
*2	�環境省 (2024)、「一般廃棄物の排出及び処理状況等 ( 令和 4 年度 ) について、
	 https://www.env.go.jp/press/press_02960.html
*3	�浦和レッズ、「浦和レッズ SDGs」、https://www.urawa-reds.co.jp/club/sdgs.php
*4	�Brentford FC(2024), "BRENTFORD FCSUS TAINABILITY REPORT", 
	 https://res.cloudinary.com/brentford-fc/image/upload/v1733313390/Sustainability-Report2024-Final_bz5oaw.pdf
*5	�北海道コンサドーレ札幌 (2024)、「4/20( 日 ) 藤枝戦 : ブックオフ×コンサドーレ「PASS」協賛活動の実施について」、
	 https://www.consadole-sapporo.jp/news/2025/04/11532/

*6	�セレッソ大阪 (2024)、「アップサイクルオークション開催 !」、https://www.cerezo.jp/news/2024-1115-1730/
*7	�湘南ベルマーレ (2023)、「湘南ベルマーレ x TIS 株式会社「湘南地域に繋ぐ栄養満点 有機土壌でミニトマト栽培	

プロジェクト ~ 将来を担う子ども たちのためにサステナブルな健康をプレゼント ~」開始のお知らせ」、	
https://www.bellmare.co.jp/327319

88	 ごみの削減／管理 	 ごみの削減／管理	 89

Jリーグ気候アクション Jリーグ気候アクションJ リーグ 気候アクションハンドブック J リーグ 気候アクションハンドブック



リユースカップから始まった、
ヴァンフォーレ甲府と地域との信頼関係

2000 年の経営危機を乗り越え、入場者が増加したヴァンフォーレ甲府。しかし、喜ばしい

状況の一方で、新たな課題が浮上していました。スタジアムのある公園に備え付けられた

ごみ箱があふれかえっていたのです。

このごみ問題への対応として、地元企業と NPO の協力の下、2004 年にリユースカップの

導入が始まりました。

その導入の経緯や運営方法、今後の展望についてお話を伺いました。

―リユースカップの導入当初、周りの方から
はどのような反応がありましたか。

売店の方々からは戸惑いの声が上がりまし
た。実際には返金される仕組みであるにもか
かわらず、デポジットによって「価格が上が
る」と誤解されることもありました。「こん
なの難しいでしょう」という空気が漂う中、
粘り強くその意義を説明することにより理解
を得ていきました。

現在では、スタジアム内 4 カ所に設置さ
れた「エコステーション」で回収を行ってい
ます。お客さまは飲み終わったカップを返却
することで、デポジットとして預けた 100
円を受け取ることができます。売店との覚書
にリユースカップの使用が明記されているこ
ともあり、飲料の提供は 100% リユースカッ
プです。

―運営体制と費用面はどのようになっている
のでしょうか。

運営面では、私たちヴァンフォーレが
NPO 法人からリユースカップを受け取り、
売店へカップを提供、エコステーションを設
営し回収を行います。試合後、NPO 法人に
カップを返却します。NPO 法人への支払い
やエコステーションの設置などの費用につい
ては、売店は使い捨てカップと同程度の金額
を負担し、それを超える費用はクラブが負担
しています。その原資として、社会共創パート
ナー企業からの支援を活用しています。現在
は10を超えるパートナー企業さまに支えて
いただいています。

回収率は通常 95% 程度と高水準を維持
しています。2022 年に一時的にデポジッ
ト制を中止した際に紛失率が上昇したため、
2023 シーズンには制度を復活させました。

―この活動に携わる中で、やりがいを感じる
瞬間はありますか。

エコステーションでリユースカップが積み
上がっていく様子を見て、ごみ問題への貢
献を実感できることが何よりうれしいです
ね。お客さまが多い試合では回収作業に追わ
れることもありますが、それも環境保全に
貢献している実感として前向きに捉えてい 
ます。

最近ファンの方に実施したアンケートで
は、リユースカップの利用が環境意識の向上
に繋がっているといった声や、クラブの環境
活動にもっと関わりたいという声を多くいた
だきました。リユースカップを起点に、ファ
ンの皆さんの環境意識は着実に根付いている
と感じています。
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NPO法人 ヴァンフォーレ
甲府

ヴァンフォーレ甲府 リユースカップ運営フロー

売　店

お客さん

社会共創
パートナー

カップ提供 カップ提供

カップ返却

委託料 一部負担
+ 　　 100 円

販売

使用後カップ返却

追加費用の支援

エコ
ステーション

100円

100円

：デポジット代
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―リユースカップを通じてパートナー企業と
の関わりに変化はありましたか。

リユースカップを 20 年続けてきたこと
で、環境活動に対する信頼をいただけるよう
になりました。企業の方々から「ヴァンフォー
レと一緒に環境活動をやりたい」というお声
を掛けていただくこともあります。

その一つが、廃棄物処理業者さんと連携し
て設置しているリサイクルボックスです。県
内十数カ所に、ヴァンフォーレのマスコット
やエンブレムを活用したリサイクルボックス
を設置させていただいています。これによ
り、スタジアムに来場されない市民の方々に
もヴァンフォーレのことを知っていただけま
すし、回収された段ボールなどの有価物はク
ラブの強化費としても活用させていただいて
います。

―社会のごみ削減に貢献しながら、クラブや
パートナー企業の収益も向上する三方良しの
取り組みですね。最後に、今後の展望をお聞
かせください。

私たちは、スタジアムで使用する食器をす
べてリユース食器に切り替えることを目指し
ています。ふた付き容器への対応や食べ残し
との関係など、現実的な課題はありますが、
リユース食器 100％の実現に向けて取り組
みを続けています。あわせて、ごみの削減だ
けでなく、より細かな分別の仕組みづくりに
も力を入れています。

スタジアムに足を運んでくれるサポーター
はクラブを応援してくださるお客さまでもあ
るため、環境に対する理想の追求と商業的な
現実のバランスを取ることの難しさも感じて
います。でも、リユース容器を使ったり、ご
みを分別することはかっこいいし、真にサッ
カーを楽しめると思うのです。そんな考えを
もっと多くの方々と共有していきたいと私自
身は考えています。

一般社団法人ヴァンフォーレスポーツクラブ
クラブマネジャー
渡辺 敬太さん
公的機関での勤務を経てクラブへ転職。もともと熱烈なサ
ポーターだったことが、その決意を後押ししました。現在
は一般社団法人部門で、行政での経験を生かしながら地域
との連携を担当しています。
プライベートでは SUP など自然の中での遊びが好きで、そ
のフィールドを守るため、富士山周辺でのごみ拾いや海で
のビーチクリーンに参加、またレイククリーンやリバーク
リーンを主催するなど環境活動を行ってきました。環境保
護への関心が深かったこともあり、クラブでの環境活動に
も大きなやりがいを感じています。
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エコステーションに積み上がるリユースカップ。 エコステーションでリユースカップの回収と返金を行
います。

街中に設置されているリサイクルボックス。
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なぜ重要なのか

気候変動と水資源の関係性

気候変動の影響により、日本の水資源を取
り巻く環境は厳しさを増しています。将来的
に無降水日数の増加や積雪量の減少が予測
されており、渇水の頻発化や長期化が懸念
されています *1。天然芝の管理や施設の維持
に水を必要とするサッカークラブにとって、
水資源への配慮は今後さらに重要になるで 
しょう。

さらに、水の使用自体がエネルギー消費と
CO2 排出につながっていることも見逃せま
せん。水をきれいにする浄水場、各家庭へ届
けるポンプ、汚れた水を浄化する下水処理場
など、あらゆる水の供給・処理プロセスで電
力が使われており、その分の CO2 が発生す
るのです。

節水対策は経営面でもプラスに

日本では水資源そのものは比較的安定して
いますが、人口減少の影響などで水道インフ
ラの維持費が増加しており、水道料金は全国
的に上昇傾向にあります。スタジアムやクラ
ブハウスなど、大規模施設を運営するクラブ
にとって、水の無駄を減らす取り組みは、運
営コストの安定化につながる有効な手段とい
えます。

防災拠点としての役割

スタジアムやクラブハウスは地域の防災拠
点としての役割も担っており、災害時には避
難者を受け入れる可能性があります。雨水利
用システムなどの代替水源の確保や、日頃か
らの効率的な水利用の実践があれば、いざと
いうときの強みになるでしょう。

伸び代がある日本の水利用

日本は世界有数の水消費大国であり、一人
当たりの生活用水の使用量は世界第 2 位 *3。
生活の中での水の効率的な利用には、まだま
だ伸び代がある国だといえそうです。Ｊクラ
ブから水の効率利用について発信して、ファ
ン・サポーターにもその取り組みの輪を広げ
ていきましょう。

（出典 : TOTO*2）
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水の効率的な利用
日頃、当たり前のように使っている水。スタジアムでの天然芝の管理。トイレやシャワー

の利用。選手やスタッフの日々の活動で、どのくらいの水を利用しているでしょうか。	

気候変動の影響で水資源を取り巻く環境が厳しさを増す中、効率的な水の利用は環境面で

も経営面でも重要になってきています。クラブが率先して、節水設備の導入をはじめとす

る環境負荷のより少ない水の使い方を実践し、それを発信することで、ファン・サポーター

や地域の方々を巻き込んだアクションができるかもしれません。
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実践のアイデアと取り組み事例

サッカークラブにおける水の効率的な利用

STEP

1 	 水使用量の把握と分析

他の施策と同様に、現状把握から行っていきましょう。スタジアムのトイレ、売店、シャワー室、
練習場のピッチ散水設備、クラブハウスなど、施設ごとに定期的な使用量の記録を開始します。得
られたデータを分析することで、費用対効果の高い節水対策を優先的に実施することができます。

STEP

2 	 節水設備の導入

従来の設備よりも水の使用量を抑えられる節水型の設備の導入を検討することで、快適性を保
ちながら使用量を削減できます。例えば、節水型トイレ、節水シャワーヘッド、節水型洗濯機な
どです。さらに、蛇口からの水量を調整するための流量調整装置を導入することにより、無駄な
水の使用を抑えることができます。

衛生的な環境を維持できる無水小便器

◯�トッテナム・ホットスパー FC（イングランド）は、無水小便器を導入しています *4。�
無水小便器とは、従来の水洗式と異なり、水を一切使用せずに衛生的な環境を維持できる
小便器です。特殊なシステムが備え付けられており、適切なメンテナンスを行えば臭気の
発生も防ぐことができます。
　�トッテナムに導入された無水小便器は、1台当たり年間最大 10万リットルもの節水を�
実現。大幅な節水により、水道代の節約に貢献しています。さらに、水の供給や処理に�
必要なエネルギーも削減できるため、CO2排出量の削減にもつながっています。また、水
を使用しないため、配管の詰まりが少なく、清掃も従来型より簡単で短時間で済むこと�
などから、維持管理の面でもメリットがあります。
　�新しい技術の発展に伴い、環境負荷の低減とランニングコストの削減を同時に実現させる
方法が、まだまだあるかもしれません。

雨水利用システムの導入

スタジアムの大きな屋根面積を生かした雨水利用は、水資源の有効活用に大きく貢献
するだけでなく、防災対策にもなります。東京ドームや国立競技場などでも雨水利用
設備が導入されており、トイレ洗浄水や芝生への散水に雨水が利用されています *5。 
スタジアムの雨水利用設備の導入には大規模な工事が必要ですが、クラブハウスや事務所な
ど小規模な施設であれば、手頃な価格で短期間で設置できる設備もあります。

芝生管理の最適化

芝の散水を適切なタイミングで行うことで、水の使用量を抑えられます。また、散水を夜間
に行うことで、蒸発による水分損失が抑えられます。
◯芝生の状態を正確にモニタリング
　�リバプール FC（イングランド）は上記に加え、IoTセンサーを活用して土壌水分量を継
続的に測定し、気象データと連動させることで、芝生の状態を正確にモニタリングしてい
ます。これらのデータを基にした自動散水システムにより、必要な場所に必要な量だけ散
水を行うことで水の使用量を削減 *6。この新しいピッチでは、水分量が常にコントロール
されているため、芝生の乾燥を防ぐことができます。その結果、試合のスピード感も上がり、
リバプールのホームスタジアムでの勝利にも貢献しているそうです *7。

補助金のヒント

多くの自治体で雨水利用に関する補助制度があります。「雨水利用　補助金」で検索してみて
ください。

参考資料
*1	 �国土交通省 (2024)「令和 6 年版 日本の水資源の現況」
	 https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/mizsei/content/001856487.pdf
*2	�TOTO「水回りから環境を考える」https://jp.toto.com/company/csr/csractivity/value/
*3	水道技術研究センター (2017)「世界の生活用水使用量マップ」
	 https://www.jwrc-net.or.jp/research-development/map/shiyouryou_map.html
*4	��EcoProd, "Tottenham Hotspur Stadium" https://www.ecoprod.co.uk/case_studies/tottenham-hotspur-stadium/
*5	国土交通省「雨水利用事例集」https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/mizsei/content/001737750.pdf
*6	�Liverpool FC (2021), "Reds take steps to help tackle water crisis", 
	 https://www.liverpoolfc.com/news/announcements/429485-reds-take-steps-to-help-tackle-water-crisis
*7	�The New York Times Athletic (2020), "The secrets of Fortress Anfield and ‘a pitch as finely tuned as the athletes who play on it’",
	 https://www.nytimes.com/athletic/1570062/2020/02/02/liverpool-anfield-fortress-pitch/
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なぜ重要なのか

食と気候変動の深いつながり

世界の温室効果ガスの約 1/3 が、食に関
わるシステムから排出されています *1。これ
には、農作物や家畜を育てる過程、農地開拓
のための森林伐採、食品の輸送や廃棄による
排出量も含まれています。しかし、日本では
こうした事実はまだまだ知られておらず、サ
ステナブルな農業や食事の選択肢もあまり広
まっていないのが現状です。

食の見直しが生む、クラブの新しい可能性

スタグルは、ファン・サポーターとの接点
の一つとなっていますし、それを楽しみに来
場する方もいらっしゃいますよね。加えて、
選手やスタッフに食事を提供しているクラブ
も数多くあります。だからこそ、Ｊクラブか
ら食を見直すことで、お客さんや選手・スタッ
フに与えるインパクトも大きいのです。環境
に配慮した新しい選択肢を多くの人に提示で

きれば、ファン・サポーターや選手・スタッ
フの多様な食の好みに応える可能性も広がり
ます。さらに、より温室効果ガス排出量の少

ない有機農業やプラントベースの需要を創出
することで、そうした持続可能な食材を生産
する人々を応援することにもつながります。

実践のアイデアと取り組み事例

食を見直すときには「どんな農法で作られたか」「何から作られているか」「どこで作られたか」
に目を向けてみましょう。

持続可能な農法の選択

化学農薬や化学肥料の使用削減は、それ
らの生産過程で発生する温室効果ガスの
排出抑制につながります。また近年、世
界的に注目を浴びているのが不耕起（土
を耕さない）栽培です。土壌は大量の炭
素を蓄えることができますが、耕起（耕
すこと）によって土壌中の炭素が大気中
に放出され *2 るため、不耕起栽培はカー
ボンファーミングとも呼ばれています。
持続可能な農法を採用することで、環境
負荷の低減と健全な土壌の維持につなが
ります。

独自の農業ブランドを設立

トッテナム・ホットスパー FC（イング
ランド）は、自前の農場を所有し、トッ
プチームやアカデミーの選手たちに新鮮
な有機野菜や果物を提供しています。
日本でも先進的な取り組みが始まってい
ます。水戸ホーリーホックは地域課題の
一つである農業に着目し、2021 年から
独自の農業ブランドを設立。化学肥料を
使用しない農法での栽培に挑戦していま
す。慣行農法とは異なる栽培方法で試行
錯誤の時期もありましたが、現在では地
域の理解も深まり、持続可能な農業の新
たなモデルケースになりつつあります。
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プラントベース食品／低炭素食品
試合当日、スタジアムで提供される飲食（スタグル）。選手やスタッフが日々口にする食事。

「食」とサッカークラブはどのような関わりがあるのでしょうか。気候変動が深刻さを増す

今、食の在り方も大きな転換点を迎えています。農業や畜産など食にまつわる産業は、世

界の温室効果ガスの主要な排出源の一つになっています。選手・スタッフの食事やスタグ

ルを改めて見直し、体にも環境にも優しい選択肢を提供することで、食を通して持続可能

な未来を創造していくことができるかもしれません。この章では、農作物の栽培方法から

プラントベース食品の導入まで、具体的な取り組みのヒントを示していきます。

©MITO HOLLYHOCK
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プラントベース食品の導入

プラントベースとは植物由来の原材料を
使用した食品です。日本の農林水産分野
の温室効果ガス排出量の約 30% が畜産
業に由来していることから、肉食の代わ
りとなる植物由来の食事をオプションに
加えることで、温室効果ガスを削減する
効果が期待できます。また、宗教や信条
による食事制限がある方々にも食事の選
択肢を提示することができます。導入の
際は、どのメニューがプラントベースな
のかを明確に表示することで、選択肢を
より分かりやすく提示することができ 
ます。
実は、野菜の天ぷら、精進料理、豆腐を
使った料理など、日本の食文化には既に
多くのプラントベースの料理が存在しま
す。工夫次第で、また視点を変えてみる
ことで、既存のメニューの中からプラン
トベースの選択肢を見出したり、少しの
アレンジで新たなメニューを開発できる
可能性があります。

プラントベースの食事を提供

イングランドのプレミアリーグでは、全
てのクラブのスタジアムでプラントベー
スの食事が提供されています。これは環
境への配慮だけでなく、多様な価値観を
持つファン・サポーターへの包括的な
サービス提供という側面も持っていま
す。トッテナム・ホットスパー・スタジ
アムでは豆腐カツカレーがプラントベー
スフードとして提供されており *3、日本
の食材や調理法がプラントベースと相性
が良いことを示しています。さらに同ク
ラブは公式アプリやメールを活用し、試
合当日に提供されるプラントベースメ
ニューについて発信しています。

地産地消

地産地消の推進は、地域の農家との関係
性を深め、地域経済を活性化させる重要
な取り組みです。食材の輸送距離が短く
なることで、温室効果ガス排出量も削減
でき、環境にも優しい選択といえるで
しょう。
地元食材を活用することは、地域の魅力
を伝える機会にもなります。選手・ス
タッフ食堂でこれらを取り入れること
で、チームと地域社会との結び付きが自
然と強まっていくでしょう。
食材を選ぶときには、農法にも目を向け、
環境負荷の少ない持続可能な栽培方法で
育てられた地元産の食材を優先的に選ぶ
ことで、さらに環境への貢献を高めるこ
とができます。

鹿児島県産の食材を使用

鹿児島ユナイテッド FC では、スタグル
の出店者に対して、可能な限り鹿児島県
産の食材を使用することを条件として定
めています。また、メニューには県産食
材であることを明示し、地域の食材への
認知度向上にも努めています。

参考資料
*1	 �Food and Agriculture Organization of the United 

Nations (2022) "Greenhouse gas emissions from 
agrifood systems Global, regional and country trends, 
2000–2020”

	 �https://openknowledge.fao.org/server/api/
core/bitstreams/121cc613-3d0f-431c-b083-
cc2031dd8826/content

*2	�朝日Global (2022) “人類は耕しすぎた　大量の炭素が
大気に放出 不耕起栽培、「封印」策として期待集まる”

	 https://globe.asahi.com/article/14718938
*3	 �Tottenham Hotspur (2024), "Passionate About Our Planet",
	 �https://www.tottenhamhotspur.com/the-stadium/

passionate-about-our-planet/
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食べるだけで気候アクション

「おいしい」が、気候を守る選択になる時代へ
持続可能な食の取り組みは、日本全国に広がり始めています。茅ヶ崎をベースに事業を営

む「はちいち農園」では、衣川木綿さんと晃さんが気候変動の緩和につながる「不耕起栽培」

という農法で大豆を育て、その大豆から「SOYSCREAM!!!」というプラントベースのアイス

クリームを製造・販売しています。お二人の取り組みと、食を通じた気候アクションにつ

いて、お話を伺いました。

―はちいち農園では、土を耕さない「不耕起
栽培」という農法に取り組んでいますよね。
不耕起栽培を始めたきっかけや、そこに込め
た思いを教えてください。

最初は単純に、手作業でできて楽しそうと
いう直感的な理由で不耕起栽培を始めました。
その過程で、不耕起栽培が土壌の再生や気候
変動対策に効果的だと分かり、この農法をもっ
と広めたいと考えるようになりました。

そこで思いついたのが、不耕起栽培の大豆

を使ったアイスクリーム、SOYSCREAM!!!
です。「食べれば食べるほど、土壌が健康に
なり、気候変動対策にもなる」─プラント
ベースや不耕起栽培という言葉を知らない人
でも、SOYSCREAM!!! を食べるだけで自然
と環境保護に貢献していた！という仕組みに
なっています。

現在は、はちいち農園だけでなく、同じ思
いを持つ他の農園で育った不耕起栽培の大豆
も使って SOYSCREAM!!! を作っています。

―SOYSCREAM!!! の収益を提携農家さんに
還元する仕組みもあるそうですね。社会や環
境にいい取り組みを続けながら、ビジネスも
成り立たせる──そこにはいろいろな工夫や
考えがあると思います。どんなことを大切に
されていますか。

短期的な利益も、もちろん大切です。でも、
今の社会はそれだけを追い求め過ぎている─
─そんなふうにも感じています。

私たちは、自社の利益を少し抑えてでも、
より良い分配を実現したいと考えています。
提携農家さんの利益が上がること、それは巡
り巡って、私たち自身の利益にもつながって
いく。

目先の利益は一時的に減るかもしれませ
ん。それでも、ソーシャルインパクトと信用
を積み重ねることで、結果として経済的な価
値も後からついてくるんです。
―それは、地域への貢献を通じて成長を目指
すＪクラブの理念とも通じる考え方ですね。
農業参入や不耕起栽培の実践を考えるクラブ
へのアドバイスはありますか。

不耕起栽培は、周辺の農家さんの理解を得
るのが難しいこともあります。でも、私たち
は不耕起栽培が正しくて、全ての農地が不耕
起栽培になれば良いと考えているわけではあ
りません。そうなると野菜が不足したり価格
が高騰したりする恐れもあります。むしろ「不

耕起栽培という選択肢もある」ということを
提示したいんです。大切なのは、たとえ農法
や考え方が違ったとしても、全ての農家さん
へのリスペクトを忘れず、積極的にあいさつ
するなど、しっかりとコミュニケーションを
取って信頼関係を築いていくこと。自分たち
が周りの農家さんとトラブルを起こしてしま
うと、後に続く人たちもやりにくくなってし
まいますから。
―最後に、Ｊリーグへの期待をお聞かせくだ
さい。

有機栽培や不耕起栽培を実践しても販売先
がないという課題があり、いかに消費者を巻
き込んでいくかが重要になります。ファン・
サポーター、そして地域の多くの方々とつな
がりのあるＪクラブが主導し、例えばスタグ
ルを通して食の選択肢を増やしていただける
とありがたいです。農家にとってはそれらの
農法を実践する理由ができますし、消費者に
とっても食の選択肢が広がり、食を通した気
候アクションがより身近になっていくのでは
ないでしょうか。

また、Ｊクラブは日本各地にあるので、そ
の強みを生かせると思います。例えば、各地
に点在する不耕起農法の農家さんの大豆を
使ったり、その土地の名産品とコラボしたア
イスクリームを作ったり。そういったコラボ
ができたら面白いですね。

SOYSCREAM!!!
衣川 木綿さん 晃さん

「一反でも多く土壌を再生し次の世代へ」をモットーに不耕起栽培を実
践し、誰もが食べるだけで環境活動にアプローチできるアイスクリー
ム「SOYSCREAM!!!」を開発、茅ヶ崎を拠点に美味しいと楽しいで未
来をつくる活動を続けています。
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なぜ重要なのか

生物多様性は今、かつてない危機に

地球上の生物多様性は危機的な状況にあり
ます。現在の種の絶滅速度は、過去 1,000
万年の平均と比べて数十倍から数百倍にも達
しているといわれています。このまま対策を
講じなければ、推計 100 万種もの生き物が
今後数十年で姿を消してしまう可能性がある

のです。特に懸念されているのが「食」への
影響です。世界の作物の約 75％は動物によ
る受粉に依存しており、受粉者の減少は果物
や野菜など栄養価の高い作物の収穫量を減ら
し、価格や供給の安定性にも影響を及ぼすと
指摘されています *1。

サッカーも、生き物に支えられている

サッカーと生物多様性。一見、遠い存在に
思われますが、その関係性は私たちが考える
以上に深いものです。例えば、健康な土壌を
作り出す土中の生き物たちは、天然芝の育成
に不可欠です。また、花粉を運ぶ昆虫たちは、
グラウンド周辺の植物の生育を助け、それが
心地良い環境づくりに貢献しているのかもし
れません。つまり、生物多様性の損失は、私
たちが当たり前のように享受しているグラウ
ンドの質や、サッカー環境の維持にも大きな
影響を与える可能性があるのです。

自然と触れ合い、	
クラブとのつながりを深める機会に

生物多様性の保全活動は、Ｊクラブがファ
ン・サポーターとの関係性を深める機会にも

なるはずです。生物多様性の保全に関するイ
ベントを行うことで、訪れた人々が自然に触
れながらクラブとの関係性を育むきっかけに
なるかもしれません。自然環境の中での体験
は、ファン・サポーター同士やクラブとの一
体感を醸成する、楽しく意義深い時間となる
でしょう。

生物多様性も気候変動対策も

気候変動による環境の急速な変化が、地球
上のあらゆる場所での生態系を脅かし、生物
多様性の劣化を引き起こしています。例えば、
産業革命前と比べて 1.5℃から 2℃の気温上
昇であったとしても、陸上生物の分布が大幅
に縮小することが予想されています。だから
こそ、生物多様性の保全と気候変動対策、ど
ちらも推進していくことが重要なのです。
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（出典：IPBES*2）
哺乳類や両生類などで絶滅が急増。自然なペースを大きく超える速さで、種が失われています。
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生物多様性
スタジアムの緑の芝生、心地良い風、飛んでくる虫たち ... 実はこの何気ない風景も、さま

ざまな動物や植物、目に見えない微生物まで、たくさんの生き物によって支えられています。

しかし、この生物多様性が今、急速に失われています。開発による自然破壊、外来種の侵入、

気候変動などの影響で、多くの種が絶滅の危機に追い込まれているのです。生物多様性の

損失は CO2 を吸収する森林や土壌、海といった自然の仕組みが脅かされます。さらに、世

界の食料作物の約 75％が昆虫などの動物による受粉に依存しており、生物多様性の低下は

食の多様性や私たちの健康にもつながる問題です。

J クラブが生物多様性保全に取り組むことで、地域の自然環境を守ることにつながったり、

ファン・サポーターの環境意識を高め、地域全体での生物多様性保全に取り組む機運を高

めることができるかもしれません。
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実践のアイデアと取り組み事例

生物多様性のための実践アイデアはたくさ
んありますが、まずは実施のハードルが低い
ものや、クラブへのメリットが大きいものか
ら始めてみましょう。活動内容や、体系的な
生物多様性の保全戦略を定期的にファン・サ
ポーターやパートナー企業に共有することも
重要です。

気候変動対策と一体となった取り組み

気候変動と生物多様性の損失は密接に関係
しているため、まずは両方に効果的な対策
を検討してみましょう。国際サッカー連盟

（FIFA）が 2023 年に投稿した記事には、以
下の取り組みリストが掲げられました *3。大
半の項目が、このハンドブックの他の項目と
関連していることが分かると思います。

取り組みリスト

・�給水ステーションの設置とマイボトル
持参の呼び掛け P83

・�使い捨てプラスチックの削減 
P80

・�植物性食品の選択肢を増やすなど環境
負荷の少ない食品を選ぶ P98  

・�地元の公園やビーチの清掃イベント
・�植林や自然再生プログラム
・�きれいな空気を維持するため、徒歩、

自転車、公共交通機関の利用促進
　 P74

環境に配慮した芝生管理

サッカー場の要となる芝生の管理について
も、生物多様性の観点から考えてみましょう。

農薬使用の見直し

過剰な農薬使用は、標的とする害虫だけ
でなく、土壌微生物、有益な昆虫、鳥類
など、幅広い生物種に深刻な影響を与え
ます。農薬の使用量を必要最小限に抑え
たり、生態系への影響が小さい農薬に切
り替えることで生物多様性への影響を抑
えることができます。

水資源の有効活用

芝生管理と水資源について P97

地域・ファン・サポーターと共に取り組む活動

地域コミュニティやファン・サポーターを
巻き込みながら生物多様性の保全活動を行う
ことで、応援してくれる方々との関係性を深
めながら、生物多様性の理解を一緒に深める
ことができるでしょう。

緑地空間の創出

スタジアムや練習場の周辺空地を活用し
て、その土地特有の在来種を植えること
で、地域の生態系の維持や再生に貢献す
る空間に。特に都市部ではその空間が地
域の方や来場者の憩いの場、クラブとの
接点になる可能性があります。

FC 今治アシックスの里山スタジアムは
「今治市の自然・景観と共生しながら、
今治の魅力を再発見することができた
り、人と人が交流する場所をつくりたい」
という想いで造られました。スタジアム
には在来種を使用した庭や、季節の草花
が楽しめる空間があり、生物多様性に配
慮された空間になっています。

清掃活動の実施

定期的な清掃活動を通じて、地域の自然
環境の保全に貢献。特にプラスチックご
みが海に流れてしまうと、海洋生物に大
きな影響を与えることが分かっていま
す。また、ファン・サポーターや地域住
民の方と一緒に清掃活動を行い、きれい
な町づくりを通じて、クラブと地域の絆
を深めながら環境意識が高まるきっかけ
を提供できます。環境意識が高まること
で、クラブの他の気候アクションにも興
味を持ってもらえるでしょう。

自然観察会や勉強会を開催

地域の生物多様性を理解する機会となり
ます。どんな生物がいるのか、環境変化
によってその数や種類がどう推移してい
るのかを、ファン・サポーターや地域住
民と一緒に調査したり、学んだりするこ
とで、生物多様性の問題を自分ごとと
して捉えるきっかけになるかもしれま 
せん。
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アシックス里山スタジアムの周辺に在来種を
植林している様子。

©FC. IMABARI



連携、補助金のヒント

連携のヒント

自然保護団体などの NPO との協力

日本財団と NPO 法人海さくらが 2015
年に立ち上げた海洋環境保全プロジェク
ト「Lead to the Ocean（LTO）」*4。
湘南ベルマーレから始まった活動です
が、現在では多くのＪクラブやＪリーグ
以外のクラブも参加しています。Ｊクラ
ブのスタッフや選手がファン・サポー
ターを巻き込んで、ホームスタジアム周
辺や地域の海岸で定期的なごみ拾いを実
施しています。

◯ �FC琉球は一般社団法人沖縄美ら島財
団と連携し、生物多様性に関する勉
強会を実施しています。FC琉球のマ
スコット「ジンベーニョ」は絶滅危
惧種であるジンベエザメ。そのジン
ベエザメに関する専門家からの講演
を通して、ジンベエザメの保全活動
について知ってもらい、環境問題を
考え直す機会を提供しています *5。

企業との協働

海洋マイクロプラスチックに問題意識を
持ち、海水中でも生分解する新素材で
ある「カネカ生分解性バイオポリマー 
Green Planet®」の普及を進めている株
式会社カネカ *6。鹿島アントラーズとオ
フィシャルパートナー契約を締結し、現
在では県立カシマサッカースタジアム

（現メルカリスタジアム）のグッズ売店、
飲食売店に Green Planet® 製のショッ
プ袋、カトラリーが採用されています。
また、株式会社カネカと共同でファン・
サポーターも参加できる海岸清掃活動も
企画しています。この清掃活動は地域の
海岸がきれいになるだけでなく「海洋マ
イクロプラスチック問題の解決を目指す
会社」としての認識を広める機会にも
なっているのではないでしょうか。

補助金のヒント

環境省の「生物多様性保全推進交付金 *7」を活用することで、国内の希少野生動植物種の生息
環境改善などの取り組みに対して 150 万円を上限に必要経費などの支援を受けることができま
す。他にも公益信託経団連自然保護基金などの民間団体も、生物多様性の保全に関わる助成金を
交付しています。

参考資料
*1	 �Our World in Data (2021), "How much of the world’s food production is dependent on pollinators?", 
	 https://ourworldindata.org/pollinator-dependence?utm_source=chatgpt.com
*2	�環境省（2019）、「IPBES 生物多様性と生態系サービス評価報告書（要約）」、
	 https://www.iges.or.jp/jp/publication_documents/pub/translation/jp/10574/IPBESGlobalAssessmentSPM_j.pdf
*3	�FIFA (2023), "Football Rewilded: Playing on Nature’s team at the FIFA Women’s World Cup 2023™", 
	 �https://www.fifa.com/en/tournaments/womens/womensworldcup/australia-new-zealand2023/information/

sustainability-football-rewilded?deliveryName=DM12963
*4	�LEADS TO THE OCEAN、「LEADS TO THE OCEAN とは」、https://www.uminitsuzuku.com/about/
*5	�FC 琉球（2023）、「3/26(日） 福島ユナイテッドFC戦　ジンベエザメに関する講演および巨大バルーン展示のお知らせ」、
	 https://fcryukyu.com/news/39226/
*6	�PR TIMES（2024）、「「綺麗な海を守りたい」海水中でも生分解する新素材でプラスチックごみを無くします」、
	 https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000025.000114127.html
*7	�環境省（2024）、「令和６年度生物多様性保全推進交付金（生物多様性保全推進支援事業）の 公募について」、

https://www.env.go.jp/press/press_02685.html
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2022 年 6 月、「神栖市 2022 海岸清掃」（主催：
神栖市海岸清掃実行委員会）に参加した鹿島ア
ントラーズと株式会社カネカ。

2023 年 3 月に開催された勉強会。
©KASHIMA ANTLERS©FC RYUKYU



なぜ重要なのか

クラブの気候アクションの土台づくり

社内教育を通じて各部署のスタッフが気候
変動について知り、対策を行う理由を理解
し、腹落ちすることで、日常業務を気候アク
ションの視点で捉え直すことが期待できま
す。例えば、試合運営スタッフは廃棄物削減

の工夫を考え、マーケティング部門は環境配
慮型グッズの開発に取り組み、営業やセール
スの担当者は気候アクションを軸としたパー
トナー企業との関係構築を模索し始めるかも
しれません。

みんなで育てる気候アクション

ファン・サポーターやパートナー企業への
環境教育も、クラブの気候アクションを支え
る重要な基盤となります。スタジアムでのご
み削減や、環境に配慮した交通手段の利用促
進には、ファン・サポーターの理解とパート
ナー企業の協力が欠かせません。これらの
方々の環境意識が高まれば、クラブの気候ア
クションへの応援につながり、その応援を通
じてクラブとの絆が深まり、クラブ自身もよ
り積極的な気候アクションに挑戦できる好循
環が生まれる可能性もあります。

地域と共に取り組む「教育」

教育という視点から、クラブが地域へ貢献
できる道も広がっています。「持続可能な開
発のための教育（ESD）」の重要性が国際的
に認識される近年、クラブが環境教育に参画
する期待も高まっています。発信力と教育力
を持つクラブは、地域の先生方の環境教育を
より良いものにするパートナーになるかもし
れません。

実践のアイデアと取り組み事例

クラブにおける環境教育の実践には、さまざまなアプローチが考えられます。具体的な進め方
のアイデアと、国内外のクラブによる先進的な取り組み事例をご紹介します。

準備段階でのポイント

環境教育を効果的に進めるためには、まず
協力者の発掘から始めてみましょう。パート
ナー企業や親会社のサステナビリティ部門、
地域の環境団体など、専門的な知見を持つ組
織との連携は、教育プログラムの質を高める
可能性があります。

また、クラブ内で既に行われている気候
アクションを体系的に整理することも重要
です。スタジアムでのごみ分別や節電、環
境に配慮した素材を使ったグッズなど、既
に行われている気候アクションを教育コン
テンツとして活用できる可能性があるから 
です。

社内向け教育

環境教育を組織全体に浸透させるためには、
役職や部署を問わない体系的なプログラムの
実施を検討してみてはいかがでしょうか。

全スタッフの必須研修

リバプール FC（イングランド）では「The 
Red Way Training」を全スタッフの必
須研修として位置付けています。さらに
スタッフだけでなく、アカデミーチーム
や U21 チーム、トップチームの選手た
ちにも、同様のトレーニングを展開して
います。クラブのインパクト担当ディレ
クターが講師を務め、クラブの環境方針
の紹介から、SDGs の基礎知識、そして
選手やスタッフ一人ひとりが気候危機に
取り組む上での役割まで、包括的な内容
を扱っています。
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教育
気候変動という大きなテーマに向き合うために、私たちに必要なのは、意識を変え、行動

を変え、仕組みを変えること。教育が、人々の意識が変わる大きなきっかけの一つになる

ことは間違いありません。Ｊクラブには、この学びの場を創造し、広げていく可能性があ

ると考えています。

クラブ内での環境教育は、スタッフがそれぞれの立場から気候変動についての理解を深め、

各自の業務を「気候アクション」という視点から考えるヒントになります。こうした学びが、

環境への取り組みに対する前向きな姿勢や自発的な行動を育む土壌となるのです。

さらに、パートナー企業や地域社会の中にも、サステナビリティについての教育に関心が

あったり、悩みを抱えていたりする方々もいると思います。Ｊクラブがそのような方々と

協力しながら学びの場をつくっていくことで、新たな気付きや取り組みが地域全体に広が

る一歩になるでしょう。

ACTION 10



さらに、それぞれの部署の業務に即した、
気候アクションのポイントを学ぶ機会を設け
ることも効果的かもしれません。例えば、試
合運営部門であれば廃棄物管理や省エネの実
践方法、マーケティング部門であればエシカ
ル（倫理的な≒人、生物、環境、社会に配慮
した考え方や消費の在り方）な商品開発のヒ
ントなど、具体的な業務に結び付く内容を取
り入れることで、より実践的で身近な内容に
なるでしょう。

また、環境への取り組みを一過性のものと
せず、定期的な振り返りや情報共有の機会を
設けることで、組織全体での意識向上と実践
の定着につながります。部署横断的なワーク
ショップや、好事例の共有会など、スタッフ
同士が学び合える場をつくることも検討して
みましょう。

ファン・サポーター、パートナー企業向け教育

ファン・サポーターやパートナー企業に向
けた環境教育は、社会全体の気候アクション
の機運醸成につながるはずです。クラブの気
候アクションへの理解と支持を広げる重要な
機会にもなります。

特に、試合日のスタジアムは多くのファン・
サポーターが集まり、環境教育の場に最適で
す。ごみの分別やマイボトルの持参のような
環境に配慮した行動に特典をつけるなど、楽
しみながら学べる仕掛けを用意することで、
より多くの人々に環境への関心を持ってもら
える可能性があります。

パートナー企業との関係においては、双方
向の学び合いの機会をつくることが効果的で
す。例えば、環境分野で先進的な取り組みを
行う企業から学ぶ機会を設けたり、逆にクラ

ブの環境活動についての理解を深めてもらっ
たりすることで、新たな協働の可能性が広が
るかもしれません。

パートナー企業向けセッション

ブレントフォード FC（イングランド）
では、パートナー企業向けにサステナビ
リティに関するセッションを実施してい
ます。また、ファン・サポーターとの対
話も重視し、サステナビリティをテーマ
にしたワーキンググループを設置。クラ
ブの優先課題について議論を行うとと
もに、ファン・サポーターとクラブの
間で関連トピックスへの認識を深める
場として活用しています。さらに、Fan 
Advisory Board と呼ばれるファンの声
をクラブに届けるための公式な話し合い
の場でもサステナビリティを議題として
取り上げ、クラブの取り組みについての
理解促進を図っています。

連携、補助金のヒント

連携のヒント

社内外で環境教育を行うには、多くの場合、専門知識が必要になるでしょう。しかし、皆さま
が環境の専門家になる必要はありません。専門家の協力を得ながら少しずつ必要な知識を吸収し
ていけば良いのです。頼りになる専門家の一例を紹介していきます。

大学との連携

アカデミックでも気候変動や環境問題は
重要な分野です。地域の大学にも専門分
野の研究者がいるでしょう。環境学部、
工学部、農学部、スポーツ科学部などの
学部で探してみてください。スポーツク
ラブとの連携に魅力を感じる研究者も多
いでしょう。実践的な研究フィールドに
なったり、学生たちの研究や学習の機会
創出にもつながります。教育での連携だ
けでなく、研究者の専門性とスポーツク
ラブの実践力を組み合わせることで、新
しい取り組みが生まれることもあるかも
しれません。
清水エスパルスは静岡大学の先生を講師
に招き、静岡県地球温暖化防止活動推進
センターの協力を得て「カーボンニュー
トラル社内研修会」を実施しました *1。

パートナー企業との連携

既に先進的な気候アクションを行ってい
る企業も多くあります。環境部門やサス
テナビリティ推進部門の担当者と連携す
ることで、クラブ内への環境教育を効果
的に行えるかもしれません。
SC相模原では、パートナー企業である
ブックオフグループホールディングス株
式会社と連携し「ブックオフ SDGs セ
ミナー」を開催。トップチームやジュニ
アユースの選手向けに、同社の担当者が
SDGsの取り組みについて学ぶ機会を提
供しました *2。

また、ファン・サポーターや地域社会へ
の環境啓発をパートナー企業と行うこと
で、スポーツクラブならではの発信力を
生かした環境教育を実施できます。
イングランドのマンチェスター・シティ
は、水処理技術企業のXylemと協働で、
水資源の重要性を訴える動画を作成。国
連の持続可能な開発目標（SDGs）の達
成状況を「試合の前半が終わった」状態
に例え、17の目標の中で特に水資源に
焦点を当て、残り時間での団結と行動の
重要性を呼び掛けています *3。
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非営利団体との連携

気候変動や環境保護の問題に取り組む非営利団体には、豊富な実践経験と専門的な知見が蓄
積されています。これらの団体との連携により、クラブの環境活動の幅を大きく広げられる
可能性があります。たとえば、環境教育の専門性を持つ団体と協力して、試合日のイベント
や子ども向けサッカースクールでの環境プログラムを実施したり、生物多様性の保全に取り
組む団体にスタジアムでのブース出展やワークショップを依頼できるかもしれません。地域
に根ざした非営利団体との連携は、専門知識の獲得だけでなく、継続的な環境活動の展開も
期待できるでしょう。

補助金のヒント

スポーツクラブが実施する環境教育活動には、実はさまざまな助成金を活用できる可能性があ
ります。特に、ファン・サポーターや地域の方々を対象とした非営利の環境教育活動については、
複数の団体が支援を行っています。

以下では、支援規模が大きく、環境教育活動に活用できる代表的な 2 つの助成金制度をご紹
介します。いずれも、環境教育も含めて幅広い活動に対して助成を行っています。

地球環境基金

独立行政法人環境再生保全機構が運営す
る日本最大規模の環境助成プログラムで
す。環境保全に取り組む NGO・NPO
の活動を支援することを目的とし、助成
金額は 50 万〜 1,200 万円です。

経団連自然保護基金

経団連自然保護協議会が運営する助成プ
ログラム。国内外の自然保護活動を支援
しており、生物多様性に関する環境教育
も対象になっています。助成金額は数
十万〜 2,000 万円です。

参考資料
*1	 �清水エスパルス（2023）、「9/26（火）『カーボンニュートラル社内研修会』実施報告」、	

https://www.s-pulse.co.jp/news/detail/52249
*2	�SC 相模原（2022）、「SC 相模原の選手たちがブックオフ SDGs セミナーを受講しました」、	

https://www.scsagamihara.com/news/post/20220921003
*3	�YouTube (2024), "Half Time: All To Play For – Xylem and Manchester City", 	

https://www.youtube.com/watch?v=pIA2tEQUFDQ
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地域の未来を、子どもと共に耕す

湘南ベルマーレが育む「サステナトレセン」
株式会社 shikakeru が開発した「サステナトレセン※」、通称サストレは、日本サッカー界

の優れた人材育成システム「トレセン（トレーニングセンター）制度」をモデルにした、	

実践的かつエンターテインメント感あふれるサステナビリティ人財育成プログラムです。

その第一弾として、湘南ベルマーレが茅ヶ崎市と連携し、2024 年度に取り組みをスタート

しました。

このプログラムでは、地域の小学生たちがサステナビリティについて考え、参加企業の大

人たちと一緒にアイデアをブラッシュアップします。発表会当日、会場に入り切らないほ

ど集まった保護者や地域の人々を前に、子どもたちは熱意あふれるプレゼンテーションを

行いました。

株式会社 shikakeru と共にサストレを湘南で実装させてきた湘南ベルマーレのブランド＆メ

ディア部部長の風村ひかるさんと、代表取締役副社長の大多和亮介さんに話を伺いました。

―今日はよろしくお願いします。サステナト
レセン（サストレ）とはどのような取り組み
なのでしょうか。

風村さん　サッカーのトレセン制度のよう
に、子どもたちがサステナビリティについ
ての学びを深める場を創出したいと考え、 

※サステナトレセンは株式会社 shikakeru の登録商標です。

2024 年度から始めた取り組みです。
クラブとしても、サステナビリティの領域で
地域としっかり連携したアクションを展開し
たいという思いがありました。そんな中で、
J リーグの「シャレン！」などの活動で以前
からご一緒していたメンバーが立ち上げた株

式会社 shikakeru さんから「サステナトレ
セン」という新しいプロジェクトの提案をい
ただきました。私たちも「これはぜひ一緒に
やりたい！」と、取り組みがスタート。初年
度は公立小学校 2 校を対象に実施しました。

年間を通して全部で 6 回程度、私たちが学
校を訪問して継続的にセッションを行って
います。最初は、私たちが学校を訪問し、

「SDGs って何だろう」「サステナビリティっ
て何だろう」という基本的な話と、サステナ
ビリティを身近に感じてもらうためにベル
マーレの取り組みを紹介します。その後、夏
休みの宿題として、自分の興味のあることと
サステナビリティを掛け合わせて調べる課題
を出します。

夏休み明けには子どもたちが調べてきたこと
を発表し合い、10 月には再度訪問して「サ
ステナビリティに対してどんなことをやりた
いか」というセッションを本格的に行います。
サステナビリティは広いテーマなので「みん
なが住み続けたくなる街ってどんな街？」と
いう問いかけから始めました。例えば、「海
が汚いな」と思っている子は「海がずっとき
れいであってほしい」と考え、そのために何
ができるかを具体的に考えていく。

地球の未来を担う「サステナプレイヤー」を育成！
サステナトレセン2024 4つのステップ

Step1「まなぶ」 Step2「えがく」 Step3「まざる」 Step4「うごく」

1月8月7月 2月12月11月10月9月 3月

事前授業 学内プレゼン
セッション

中間
セッション

アイデア
セッション

事前授業

サステナビリティ、SDGsの
考え方、具体事例、地域の課題

などについて学習する

「このまちに住み続けたくなる」
アイデアを子どもたちが

自由に描く

サストレ企業からの
アイデアと融合し

さらにアイデアを磨く

子どもたちが自分たちで
実践したいアクションを起こす

（一部企業との連携も）

みんなが住み続け
たくなる茅ヶ崎の
まちを調べる

子どもが
アイデアを

描く

アイデアを発表し
カタチにする
仲間を募る

子どもと大人が
一緒にアイデアを

考える

アイデアを動いて
カタチにしてみる

これまでの成果を
発表する

子どものアイデアを
起点に大人も考える

夏休み

＜宿題＞
興味のある

SDGs×◯◯の
事例を調べる

冬休み

サステナイレブン
ミーティング

サストレアクション
期間

サステナトレセン
成果発表会

（提供：湘南ベルマーレ）
サストレの実施スケジュール。
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2025 年 3 月 5 日に行われた発表会。子どもたちから「住み続けたくなる街」をテーマに
サステナビリティに関わる発表が行われました。� ©SHONAN BELLMARE
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さらにその後のセッションでは、企業の方々
も参加して、子どもたちのアイデアをブラッ
シュアップし、意見交換を行います。
また、私たちの訪問の合間にも、学校の先生

方が「総合的な学習の時間」を使って継続的
に取り組みをサポートしてくださっていて、
子どもたちの学びが点ではなく、線になるよ
うに設計されています。

―サストレのスポンサーをしてくれた企業や
サストレに参加してくれた企業からはどうい
うことを期待されていましたか。
大多和さん　初年度はサストレの成果や価値
がまだ具体的に目に見えない中で、参画いた
だきました。1 年間やってみて、企業の参画
価値もより解像度が高く見えてきました。
企業にとって「ESG」の中で最も難しいの
が「S（ソーシャル）」の部分です。環境（E）
やガバナンス（G）は比較的分かりやすいの
ですが、S は掘り下げていくとコミュニティ
との関わりに行き着きます。
さらに深堀りすると「未来のファンづくり」
という側面があります。企業が学校に行き、
子どもたちと接点を持ち、彼ら・彼女たちの
考えを聞き、一緒に何かを創り上げることで、
明日いきなり 1 億円の売り上げが上がるわ
けじゃないけど、子どもたちは好きになりま
すよ、その企業を。
発表会の映像などがまとまれば「そういうこ
とね」と参画の価値がより具体的に可視化で
きると思います。

―1年目は模索しながらも走
り出し、0 から 1 を作って
きたんですね。2年目以降の
展望を教えてください。
風村さん　今後は、今年のよ
うに直接ベルマーレが学校
で実施するサストレと、そ
のエッセンスを先生方に伝
えて自走していただく形の
2 本立てで進めていきたいと
構想しています。われわれが
直接やらなくても、エッセン
スを吸収した先生たちが自

走して、サストレが勝手に起こってくる状態
をつくりたいんです。
個人的な夢としては、全校が集まる発表会を
やって、普段は交わらない地域の学校同士の
子どもたちが交わったらすごいなと。私自身、
元々ベルマーレのサポーターでしたが、サッ
カークラブを応援するようになって良かった
のは、異なる地域や世代の人たちが「ベルマー
レ」というキーワードだけでつながれること
でした。それを子どもたちにも体験してもら
いたいですね。
大多和さん　アイデアを「どう実現していく
か」という点に対しても、そこへのフォロー
アップの仕組みづくりをやっていきたいで
す。サストレで生まれたキラキラしたアイデ
アを地域の中で受け止めて実現してくれる人
たちが必要だと考えています。
例えば、海のごみを集めて特殊なプレス技術
でプラスチック製品を作っている団体が発表
会に来てくれていました。それが、子どもた
ちのアイデアとぴったり合うんです。そのよ
うな活動をしている人たちと子どもたちをつ

規格外野菜を活用した「サステナ給食」を栄養士さんに相談する子どもたち。

© 茅ヶ崎市立東海岸小学校

118	 地域の未来を、子どもと共に耕す　湘南ベルマーレが育む「サステナトレセン」 	 地域の未来を、子どもと共に耕す　湘南ベルマーレが育む「サステナトレセン」	 119

Jリーグ気候アクション Jリーグ気候アクションJ リーグ 気候アクションハンドブック J リーグ 気候アクションハンドブック

湘南ベルマーレ shikakeru
企画・運営統括

茅ヶ崎市
事業認可・調整

参加企業
専門的アドバイス

参加校（公立小学校）
5 年生全クラス（約 240人）

教育委員会
参加校選定・調整

プログラム設計・推進

一
部
企
業
：
金
銭
的
支
援

紹介

授業に参加

協
力
要
請

授
業
に
参
加

サステナトレセン実施体制

対 象 校 教育委員会のプレゼンで手を挙げた公立小学校 2 校

参 加 児 童 5 年生の全クラス（1 クラス 30 人程度× 4 クラス× 2 校）約 240 人

主な関係者と役割 :

茅 ヶ 崎 市
市の事業としての認可、教育委員会を含む公的機関との調整、イベント開
催時の場所確保やプレス対応

教育委員会
学校の先生方のスーパーバイザー的立場で、プログラムの評価・軌道修正、
学校との調整

参 加 企 業
子どもたちのアイデアに対する専門的アドバイス、経験や価値観を踏まえ
たフィードバック

shikakeru 全体のプログラム設計・推進

湘南ベルマーレ
企画・運営の統括、企業への参加呼び掛け、地域に即した活動や考え方の
インプット



なげるのがクラブの役割です。
また、他にもすてきな動きがありました。例
えば「規格外野菜を給食のメニューに取り入
れたい」というアイデアから、実際に栄養士
さんと一緒にメニューを考えて「サステナ給
食」として全クラスに提供するところまで実
行したグループもありました。それを発表会
で聞いた市の担当者が「これは広げられるか
も」と検討を始めたり、それを受けた子ども
たちが次のアクションに向けて動き出したり
と、サストレが教育の現場から街を動かす兆
しも見えてきています。
サッカークラブ以外にも、例えばフットサ
ルチームなど他のスポーツチームとも連携
して、子どもたちのアイデアを実践し広げ
ていく場所をつくっていける可能性も感じ 
ました。
結局、全部われわれだけでやろうとするとリ
ソースの限界があるので、地域に広めていく

「耕し係」とプレイヤーをつなげる「アシス
ト係」のような役割が、Ｊクラブの次の時代
のサステナビリティなのではないかと思って
います。
―トレセンは全国にあると思いますが、この
サステナトレセンは全国に横展開することは
可能でしょうか。
大多和さん　テクニカルな部分はどのＪクラ
ブでも真似できると思います。ただ、私たち
のサストレを仮に成功と呼ぶのなら、その成
功のポイントは茅ヶ崎市との事前の綿密なコ
ミュニケーションでした。行政の理解、そし
て教育委員会や企画政策部など各部門のご理
解を得られたことが大きいです。市長も後押
ししてくれました。
多くのＪクラブはスポーツ振興課などとのコ

ミュニケーションには慣れていますが、行政
全体を巻き込むとなると、難しい部分もある
かもしれません。行政との連携においては、
適切な段階を踏んで進めることが重要です。
まず市の上層部の理解を得ることから始め、
そこから教育委員会や現場へと展開してい
く。話を持っていく順序を間違えなければ、
どのクラブでも実施可能だと思います。
風村さん　話を持っていく順番や担当者をつ
ないでもらうのも、たくさんの外部の方に協
力してもらいましたね。そこを越えられたら、
どのクラブもしっかりできると思います。例
えば神奈川県内だけでも、ほぼ全ての自治体
にＪクラブのホームタウンがあります。ベル
マーレトレセン、マリノストレセン、横浜
FC トレセンなどができれば、最終的には「神
奈川サストレ」として統合し、発表会やワー
クショップを合同で開催することもできそう 
です。
プログラムの型をどこまで標準化できるかと
いう課題はありますが、各学校や地域の特性
に合わせてカスタマイズしながら広げていけ
ると思います。
―1年目を終えて見えてきたベルマーレに
とってのサストレの価値を教えてください。
風村さん　サストレにはマーケティング的な
側面もあります。直接関わったのは 250 人
ほどの生徒や先生方ですが、その背後には保
護者や兄弟もいます。発表会には非常に多く
の保護者が来場し、入れ替え制にするほどで
した。
通常の広告宣伝と比べると関わる人数は少な
いかもしれませんが、その関わり方が非常に
深いのが特徴です。ベルマーレは各ホームタ
ウンの約 200 校の小学校に年 1 回、体育の

授業で体を動かす楽しさを伝える活動をし
ていますが、各校との関わりはどうしても 1
時間程度にとどまってしまいます。それに対
し、サステナトレセンでは長期間にわたって
深く関わることで、子どもたちや保護者との
強い絆を築くことができたと思います。
この深い関わりを通じて「たのしめてるか。」
というベルマーレのクラブスローガンを体現
する場にもなっています。サッカー以外の場
面でも「夢中になること」「楽しむこと」の
価値を共有できるのは、クラブとしても大き
な財産です。
大多和さん　当初はサストレは、新しいマー
ケティング手法や新しいスポンサーメニュー
などの機能的な側面に着目していました。学
校側にとっても、総合的な学習の時間をより
充実させるために、地域にあるベルマーレを

活用することでさまざまな企業人との交流の
機会を得られるという機能的なメリットがあ
ります。
しかし、子どもたちの発表を見て素直に思っ
たのは、青くさいことを言うようですが、こ
れはフットボールやスポーツの価値そのもの
を体現しているということです。子どもたち
が仲間と力を合わせ、最初は分からなかった
ことに取り組み、本番に向けて助け合い、最
後には拍手を受ける。
われわれは彼らとサッカーをやったわけでは
ないけれど、普段サッカーからもらっている
素晴らしい価値観を共有できたんです。機能
面も大事ですが、サッカーから得られる多様
な価値を子どもたちと共有できたことが何よ
りも大事だったと感じています。

株式会社湘南ベルマーレ
代表取締役副社長
大多和 亮介さん
1982 年東京都生まれ
早稲田大学大学院修了後、横浜マリノス株式会社入社。
家業である学校法人まこと学園まこと幼稚園副園長を経て、
2016 年マリノスに復帰。
2019 年 J1 リーグ優勝後、大和シルフィード株式会社を創
立し、女子サッカークラブのプロ化を進める。
2024 年 7 月から現職、産業能率大学兼任講師ほか。

株式会社湘南ベルマーレ
事業本部 ブランド＆メディア部 部長
風村 ひかるさん
1993 年神奈川県藤沢市生まれ
慶應義塾大学総合政策学部卒業後、株式会社湘南ベルマーレ
入社。
ホームゲーム開催時の飲食事業、社会連携活動などを担当
し、現職。
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なぜ重要なのか

「気候変動対策」のイメージ

気候変動対策にどのようなイメージをお持
ちですか。実は、気候変動対策に対する意識
は、国によって大きく異なります。世界では
6 割以上の人が「生活の質を高めるもの」と
捉える一方、日本では 6 割の人が「生活の
質を脅かすもの」と考えています *1。

これは、日本では長年、エアコンの設定温
度を上げたり暖房を控えめにしたりする「我
慢」が温暖化対策として教育されてきた影響
かもしれません。しかし、個人の我慢に頼る
対策だけでは、加速する気候変動に対応する
ことは困難です。

スタジアムで広がる、ポジティブな行動変容

ここで注目したいのが、サッカーが持つポ
ジティブな発信力です。スタジアムでの観戦
体験を通じて、環境配慮行動が「我慢」では
なく、むしろ快適で豊かな時間を過ごすため
の自然な選択肢となることを、体感的に伝え
ることができます。例えば、マイボトルの利
用や公共交通機関での来場を促すことで、そ
れらは「便利でクールな選択肢だよね」とい
う考え方を根付かせることができるかもしれ
ません。マイボトルがあれば好きな飲み物を
いつでも飲むことができますし、お金の節約
にもなります。公共交通機関を利用すること
で、アルコールを飲みながら試合観戦をする
こともできるでしょう。一方で、そうしたこ
とを実現するには、マイボトルに飲み物を提
供したり、便利な公共交通機関を整備すると
いった社会システムの構築が不可欠です。そ
のためにも、社会に対してメッセージを発信
することは大切なのです。

情報発信がブランドを育てる

環境への取り組みを積極的に発信すること
は、クラブのブランド価値向上にも直結しま
す。若い世代を中心に環境意識が高まる中、
持続可能な社会づくりに貢献するクラブの姿
勢は、既存ファン・サポーターのロイヤリティ
を高めるとともに、新たなファン・サポーター
層の開拓にもつながります。

企業・自治体との信頼構築にもつながる

クラブの環境目標や取り組みを体系的に整
理し、明確に発信することは、企業や自治体
からの信頼獲得に大きな効果があります。企
業の ESG 戦略や自治体の環境施策の実現に
向けて、クラブとの連携が有効な選択肢とな
り得るのを示すことができるでしょう。

実践のアイデアと取り組み事例

SNS での情報発信

多くのファン・サポーターは、試合やイベント情報を日常的に SNS でチェックしています。
ここに気候アクションの情報を効果的に織り込み、ファン・サポーターの環境意識を高める
仕組みを模索してみましょう。試合結果や選手の活躍と同じように、クラブの環境への取り
組みをファン・サポーターが誇りに感じ、自分ごととして捉えるきっかけになるかもしれま
せん。ファン・サポーターの気候変動への感度が上がり、クラブの気候アクションをさらに
応援する、そしてクラブの気候アクションも加速するという好循環を生み出すことにつなが
ります。
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コミュニケーション
年々深刻さを増している極端な気温上昇や豪雨などによる試合への影響。クラブ自身の環

境負荷を減らしながら、同時に社会全体の仕組みをよりサステナブルにしていくことが、

サッカーを楽しめる環境を守ることにつながります。クラブ単体の CO2 削減の影響は小さ

くとも、多くの人々の心を動かし、社会の仕組みを変える可能性を秘めているのがＪクラ

ブです。その可能性を発揮するための第一歩は、クラブの取り組みや環境方針を伝え、環

境技術を持つ企業や、想いに共感する関係者の声を届ける場を創出することではないでしょ

うか。

ACTION 11



ウェブサイトに気候アクション専用ページを作成

公式サイトのメインメニューに気候アクション専用ページを設けることで、クラブの環境へ
の取り組みを体系的に伝えることができます。目標設定から具体的な活動内容、その進捗状
況まで、透明性の高い情報開示は、クラブの気候アクションへの信頼性を高めます。これは
同時に、安易な環境アピールをしてグリーンウォッシュ ? と批判されるリスクを下げること
につながります。また、SNS の投稿から興味を持ってウェブサイトを訪れたファン・サポー
ターやパートナー企業に対して、より詳しい情報を提供する重要な役割も果たします。英国
のプレミアリーグでは80%のクラブがサステナビリティに関するページを作成しています。
◯エスパルスのゼロ宣言
　�清水エスパルスはウェブサイトのメインメニューの「クラブ」の中にサステナビリティの
項目を設け、基本方針「エスパルスのゼロ宣言」、具体的な取り組みなど体系的にサステ
ナビリティに関する情報をまとめています *2。

◯グランパス気候チャレンジ
　�名古屋グランパスも「グランパス気候チャレンジ」という専用サイトを立ち上げ、気候危
機の現状とクラブの取り組みを紹介しています。ファン・サポーターにも、一緒に気候変
動に向き合うことを呼びかけています *3。

ファン・サポーターやパートナー企業参加型イベントの企画

気候アクションの実効性を高めるには、クラブ単独の取り組みを超えて、ファン・サポーター
やパートナー企業が主体的に参加できる機会をつくることが重要です。これにより、応援し
てくれる方々のエンゲージメントを高めながら、環境意識の向上と行動変容の促進が期待で
きます。

ホームゲーム開催に合わせたスタジアムの清掃活動、環境教育ワークショップなど、参加者
が環境活動を「自分ごと」として捉えられる企画や、パートナー企業の環境技術や取り組み
を紹介する機会を設ける企画がお勧めです。

活動の企画段階から、ファン・サポーターやパートナー企業の意見を取り入れる仕組みをつ
くることで、より効果的な環境コミュニケーションを実現できます。ファン・サポーターの
皆さまとのファン感謝デーなどの場で環境活動についての意見交換の機会を設けるのも有効
な方法でしょう。

◯サステナビリティワーキンググループ
　�ブレントフォード FC（イングランド）では、公式サポーターズグループや環境活動に関
心の高いファン・サポーターの代表者で構成される「サステナビリティワーキンググルー
プ」を設置。ここでは環境戦略の実施状況を共有し、新たな取り組みについて活発な議論
を行っています。また、シーズン中間と終了時のファン・サポーター満足度調査に環境項
目を組み込んでいます。
　�クラブの具体的な取り組みとして、クラブ役員も参加するロンドンアウェイゲームへの自
転車観戦ツアーの企画や、公式パートナーと連携した植物性食品の提案、パートナー企業
との環境ワークショップの開催など、さまざまな活動を展開。これらの取り組みについて、
ファン・サポーターへ継続的な情報発信を行っています *4。

!  グリーンウォッシュとは？
グリーンウォッシュとは、実際の環境への取り組みが不十分なまま、環境に配慮しているように見せか

ける行為を指します。根拠の乏しい「エコ」や「グリーン」などの表現は、グリーンウォッシュと批判さ
れるリスクを助長する可能性があります。
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連携のヒント

地域における強力な発信力を持つＪクラブと、気候変動に関する専門的な知識や具体的な解決
策を持っている自治体やパートナー企業が協力することで、それぞれの強みを生かし、より大き
な環境アクションを実現することができるでしょう。その連携のヒントを紹介します。

自治体との共同 PR・イベント展開

優れた環境政策や環境に関する課題意識を
持っていても、それを広く市民や企業に浸透
させることに課題を抱えている自治体も少な
くありません。Ｊクラブの持つファン・サポー
ターや企業ネットワークを活用することで、
自治体の環境政策の認知度向上や普及に貢献
できるでしょう。これは自治体にとって心強
いパートナーとなるだけでなく、Ｊクラブに
とってもファン・サポーターや協力企業に環
境に関する重要な情報を届けることにつなが
ります。

デコ活

環 境 省 は 2022 年 に「 デ コ 活 」 を 立
ち上げました。これは豊かな暮らしの
実現を目指しながら 2050 年カーボン
ニュートラルなどの目標達成に向けて、
CO2 削減につながる国民の行動変容を
促す取り組みです。デコ活の一つである

「気候変動×スポーツ One Earth One 
Team」のウェブサイトには、Ｊリーグ
をはじめとする多くのスポーツクラブの
取り組みが掲載されています *4。

パートナー企業との気候アクション

環境に良い製品を作っても消費者に届かなかったり、環境に良い取り組みをしても認知され
ない、という課題を抱える企業は多くあります。そんなパートナー企業に向けて、（特にホー
ムゲーム開催時に）活躍の場を提供することは、サステナビリティに注力する企業との新規
パートナーシップの開拓や、既存パートナーの満足度向上にもつながるでしょう。

◯サステナビリティ、脱炭素イベント
　�FC大阪はホームゲーム時にサステナビリティや脱炭素に関する企業を集めたイベントを
開催。廃棄される太陽光パネルのリユース・アップサイクルを行う企業と、ポータブル蓄
電池メーカーが連携し、リユースパネルと蓄電池を組み合わせてチアパフォーマンスの音
響設備への電力供給を実現しました。参加企業からは「アップサイクルの重要性をこのよ
うなイベントを通じて多くの皆さまに伝えたいです」という声が寄せられました *5。来場
者に環境課題とその解決策を伝えながら、パートナー企業の活躍の場もつくり出している
事例といえます P46

参考資料
*1	 �World Wide Views on Climate and Energy (2015), https://climateandenergy.wwviews.org/download-results/
*2	�清水エスパルス、「CLUB　サステナビリティ / ホームタウン活動」、https://www.s-pulse.co.jp/csr
*3	�名古屋グランパス（2024）、「グランパス気候チャレンジ」、https://nagoyagrampus.jp/club/sdgs/climatechallenge/
*4	�環境省、「気候変動　スポーツ」、https://ondankataisaku.env.go.jp/decokatsu/sports/
*5	�OZCaF（2024）、「FC 大阪 ACT NOW プロジェクトと連携！ 11 月 9 日ホームゲーム開催時の場外イベントで OZCaF

会員企業（SyncMOF ／クローバー・テクノロジーズ／昭和製線）が出展、共創しました！」、
	 https://ozcaf.jp/2024/fcosaka_1109/
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なぜ重要なのか

クラブにおける調達とCO₂ 排出の関係性

調達における CO2 排出量は、クラブの事
業活動全体の中で大きな割合を占めていま
す。ユニフォーム、グッズ、建設資材など、
クラブが日常的に調達するあらゆる物品や
サービスには、製造、輸送、廃棄までのサプ
ライチェーン全体で CO2 が排出されていま
す。例えば、リバプール FC（イングランド）

の Scope1、2、3 の排出量を見ると、圧倒
的に多いのがScope3。その中でも商品関連、
次いでサプライチェーンからの排出になりま
す。Scope1、2 の排出を削減してもなお、
取り組むべき大きな課題が残る領域といえる
でしょう。

実践のアイデアと取り組み事例

STEP

1 	 調達担当部門との話し合い

クラブの Scope3 の削減には調達部門と
の連携が不可欠です。まずは、クラブの気候
変動方針、なぜクラブがこの問題に取り組む
必要があるのかを共有することから始めま
しょう。担当の方が取り組む意義を腹落ちし
ていなければ、持続可能な調達に対する取り
組みはコストや余計な労力と捉えられてしま
います。時にはマネージャーや社長の力も借
りながら、クラブ全体で前向きに取り組む意
識を醸成していきましょう。

STEP

2 	 重要な調達品目の特定

クラブの調達物は多岐にわたるため、優先
的に取り組む調達品目を選定します。選定に
あたっては、サプライチェーン全体の環境負
荷、変更の実現可能性、ファン・サポーター
への影響など、変更による効果を総合的に判
断していきましょう。サプライチェーン全体
の環境負荷については、生産過程で排出され
る温室効果ガスだけでなく、流通時や廃棄時
の環境負荷も合わせて考えることが重要で
す。 P80 & P86

2021-22 年のリバプール FCの排出量の内訳

商品関連
75.6%

廃棄物
0.0%

0.2%
ウェブサイト

1.4%
チーム・従業員の移動

1.7%
飲食

10.0%
ファンの移動

Scope2
 0.2 %

Scope1
 0.1 %

（出典：Liverpool FC*1）

Scope1 を大幅に削減し、Scope2 に直結する電力は敷地内の太陽光発電と購入電力を組み合わせてエネルギーの 96%

を再生可能エネルギーおよびその他の低炭素源から調達するなど取り組みが進んでいます。一方で、Scope3 も削減し

ているものの、引き続き課題が残っている状況が続いています。
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持続可能な調達
ユニフォームやグッズを調達する際、それらが「どこで、誰によって、どのように作られ

ているか」を知ることは容易ではありません。けれども、グローバル化によってサプライ

チェーンは複雑化し、私たちの知らないところで環境負荷が生じていたり、労働者の人権

が侵害されていたりすることも少なくありません。だからこそ「環境への配慮、人権の尊重、

公正な賃金の保証、サプライチェーンの透明性確保」など、全ての調達品目に対する包括

的な方針が求められ始めています。この調達への取り組みは、ESG 経営を重視する企業と

の連携や地域との関係強化にもつながり、クラブの社会的価値を高める重要な施策となる

でしょう。

ACTION 12



STEP

3
	 �既存の取引先との対話、	
新規の取引先の検討

まずは、既存の取引先との関係性を生かし
た、より持続可能な調達への移行を検討して
みましょう。取引先には、クラブの気候変動
対策ビジョンを丁寧に説明し、協力を依頼し
ます。その上で、現在納入いただいている製
品・サービスの環境負荷に関する情報提供を
依頼。取引先と共に、より環境負荷の低い代
替品や新しい選択肢について検討を進めてい
きましょう。たとえ新しい選択肢に移行する
ことが難しかったとしても、持続可能な調達
をしたいと取引先に伝えることが重要です。
そのことが、取引先が環境負荷の低い素材に
変えるきっかけになるかもしれません。また、
地元の素材を使って地元で作られたものであ
れば、輸送の時の環境負荷を削減することに
も繋がります。

アンケートとクラブの調達方針

チェルシー（イングランド）では、取引先
管理の仕組みに持続可能な調達に関する
アンケートとクラブの調達方針を組み込み
ました。これにより、取引先の環境・社会
配慮への取り組みを促し、その取り組み
内容を把握できるようになっています。

STEP

4
	 �調達部門の KPI に持続可能性に	
関する項目を追加

持続可能な調達を組織に定着させるために
は、従来のコスト、品質、納期という判断基
準に、環境負荷という新たな視点を加える必
要があります。まずは調達方針に環境配慮の
項目を盛り込み、取引先への見積り依頼時に
環境負荷に関する情報提供を求めることから
始めましょう。

同時に、調達担当者の評価項目にサステナ
ビリティ関連の指標を組み込むことで、環境
に配慮した製品の調達を促進できます。定期
的なモニタリングを通じて得られた成功事例
を社内で積極的に共有し、他の調達品目への
横展開につなげていきます。さらに、新規取
引先の選定プロセスにも環境への取り組みを
評価項目として組み込むことで、持続可能な
調達の基盤を強化できます。この取り組みを
より確実なものとするために、他クラブとの
情報交換や調達担当者向けの環境教育・研修
も計画的に実施し、組織全体で持続可能な調
達の実現を目指していきましょう。

持続可能な調達を実現するため

アーセナル（イングランド）では、環境
に配慮した持続可能な調達を実現するた
め、さまざまな取り組みを行っていま
す。入札プロセスに持続可能性に関する
ガイドラインを組み込み、新規のサプラ
イヤーを選定する際には、サステナビリ
ティチームが専門的な見地から助言を
行っています。また、施設の改修工事に
関する材料も環境に配慮したものを選ぶ
よう手引書を作成しています。

調達のヒントになる認証ラベル

参考資料
*1	 Liverpool FC (2023), “THE RED WAY”, https://x.gd/XFgVG
*2	�農林水産省、「有機食品の検査認証制度」、https://www.maff.go.jp/j/jas/jas_kikaku/yuuki.html
*3	�Rainforest Alliance, ra.org/ja

有機 JASマーク

GOTS（オーガニックテキスタイル世界基準）

FSC®

レインフォレスト・アライアンス認証マーク RSPO（持続可能なパーム油のための円卓会議）

MSC「海のエコラベル」

OCS (Organic Content Standard)

国際フェアトレード認証ラベル

（出典：農林水産省 *2）
JAS 法で定められた有機生産基準で生産、加工された 
食品。自然の力で生産されていることを示すマーク。

環境や動植物を守り、森林に依存する人々や林業従事者
の人権を尊重し、適切に管理された森林の樹木や適切だ
と認められたリサイクル資源で作られた紙・木材製品に
つけられるラベル。

生産者が森林を保護し、生活を向上させ、農場労働者の
人権を推進し、気候危機を緩和し適応するための農法に
従っていることを意味するマーク *3。

パーム油の生産が熱帯雨林や生物の多様性、人々の生活
に悪影響をおよぼさないように持続可能な原料を使用、
またはその生産に貢献した製品であることを示すマーク。

オーガニック繊維製品の認証マーク。有機栽培（飼育）
の原料から環境と社会に配慮し加工されたことを示す。

水産資源と環境に配慮し、適切に管理された持続可能な
漁業で獲られた天然の水産物の証。

フェアトレードは、生産者が美味しいもの・品質の良い
ものを作り続けていくために、生産者の労働環境と生活
水準の向上、自然環境の保護をサポートする、持続可能
な生産と取引のしくみ。

原料から最終製品までの履歴を追跡し、その商品がオー
ガニック繊維製品であることを証明するマーク。

130	 持続可能な調達 	 持続可能な調達	 131

Jリーグ気候アクション Jリーグ気候アクションJ リーグ 気候アクションハンドブック J リーグ 気候アクションハンドブック



J リーグ初の気候アクションハンドブック、いかがでしたでしょうか。手に取っていただいた
皆さまに感謝をお伝えすると共に、本ハンドブックが皆さまのお役に立つことを心から願ってい
ます。

本文の中でもご紹介した通り、J リーグでは台風や集中豪雨などの影響による試合中止の増加
などを受けて、2023 年にサステナビリティ部が発足しました。それ以来、日本各地の自治体や
企業の皆さまだけでなく、小学生から大学生まで、多くの若者たちとも気候変動について共に学
んだり、考えたりする機会に恵まれてきました。そんな中で、大人たちがこんな感想を口にする
場面に遭遇することが良くありました。

「最近の子どもたちは偉いね…意識が高くて。自分たちの頃は…。」

僕自身も、子どもの頃は、毎日の友だちとの遊びの計画や、締め切りの迫った宿題のことばか
り考えていました。そういう僕ですら、今では、こういう感想を聞く度に胸が苦しくなるように
なりました。それは、本来、好きなスポーツや趣味、将来の夢や大切な友だちといった自分自身
の関心ごとに夢中になって過ごすべき幼少期や青春時代に、未来のことを心配せざるを得ないよ
うな深刻な気候変動を産み落としてしまったバブル世代としての罪悪感や、それを十分に緩和す
るために必要なスピード感を持って社会システムが変わっていかない焦りのようなものが、いつ
も心の中にあるからです。

本ハンドブックでも分かりやすい文章を寄稿して下さった東京大学の江守正多さんは、気候変
動の大きな問題点として「二つの気候正義」を挙げられています。一つは、温室効果ガスをあま
り排出してこなかった発展途上国が、先進国が排出してきた温室効果ガスによって海面上昇や干
ばつなどの深刻な影響を受けていること。もう一つは、前の世代が排出してきた温室効果ガスが
原因で引き起こされた気候変動の影響を受けるのは、今の若者や未来の世代だという問題です。

それは裏を返せば、プレイヤーとして、ファン・サポーターとして、関係者として、将来のサッ
カー界を担う今の若者やこれから生まれてくる世代の未来がどうなるかは、今の大人たちの行動
にかかっているということです。全国で多くのステークホルダーと繋がりながら事業を運営する
J リーグには、ゲームを通じて素晴らしい時間を提供することはもちろん、社会の仕組みをより
持続可能なものに変えていく一翼を担う力を持っていると強く思います。このハンドブックが、
具体的な行動やシステムチェンジに結び付くヒントになり、未来世代に少しでも良い社会や自然
環境を残していく一助になれば、心から嬉しく思います。

J リーグ執行役員

辻井　隆行

おわりに
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未来の地球に、いいパスを
この活動の主役は、あなたです。
さあ、Ｊリーグと一緒に考え、未来を変えていきませんか。




